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１
目
　
　
次
１

は
じ
め
に

一
　
造
船
業
に
お
げ
る
構
造
不
況
と
設
備
投
資

　
－
　
需
要
構
造
の
変
化

　
２
　
構
造
不
況
の
基
礎
的
要
因
－
設
備
投
資

　
３
　
小
括
　
　
市
場
構
造
上
の
間
題

二
　
市
場
構
造
の
変
化
と
構
造
不
況

　
－
　
市
場
構
造
と
供
給
構
造

　
２
　
不
況
の
構
造
的
要
因

　
１
）
　
寡
占
的
市
場
構
造
の
捗
成

　
２
）
　
供
合
構
造
の
編
成

　
　
ｍ
　
船
価
と
需
要
構
造

　
　
四
　
大
型
船
供
給
体
制

　
　
倒
　
大
手
・
中
堅
企
業
間
分
業

　
３
）
小
括

　
３
　
不
況
の
長
期
化
と
産
業
再
編
成

　
　
１
）
過
剰
設
備
の
圧
迫

　
　
２
）
　
市
場
構
造
の
再
編
成

お
わ
り
に

　
　
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
　
昭
和
四
八
年
秋
の
石
油
シ
ョ
ヅ
ク
を
契
機
と
し
て
、
目
本
資
本
主
義

一
は
設
備
投
資
関
連
産
業
を
中
心
に
構
造
不
況
に
陥
っ
た
。

　
　
こ
の
構
造
不
況
は
、
次
の
よ
う
た
事
態
を
さ
し
て
い
る
。
す
た
わ
ち
、

目
本
資
本
主
義
は
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
高
度
経
済
成
長
機
構
を
彩
成
し
．

　
っ
っ
、
高
度
経
済
成
長
を
遂
げ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
経
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
目
本
資
本
主
義
は
、
高
成
長
を
支
え
て
き
た
蓄
積
機
構
を



変
容
さ
せ
た
。
経
済
成
長
に
お
け
る
こ
の
転
換
は
、
低
成
長
過
程
の
不

況
に
次
の
よ
う
た
構
造
的
特
質
を
与
え
た
。
第
一
に
、
設
備
投
資
関
連

産
業
を
中
心
と
す
る
特
定
の
業
種
が
、
生
産
手
段
用
生
産
財
部
門
内
の

部
門
内
転
態
の
機
構
に
、
高
蓄
積
の
条
件
を
見
い
出
せ
な
く
な
っ
た
。

ま
た
、
第
二
に
、
不
況
に
陥
っ
た
後
も
長
期
に
わ
た
っ
て
需
要
と
供
給

と
の
均
衡
の
回
復
が
遅
れ
て
い
る
。
不
況
に
見
ら
れ
る
こ
れ
ら
二
つ
の
．

特
徴
は
、
成
長
過
程
に
お
げ
る
産
業
構
造
の
変
化
と
当
核
産
業
内
の
産

業
組
織
の
変
化
と
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
不
況
が
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
本
稿
で
は
、
構
造
不
況
の
諸
要
因
を
当
核
産
業
に
お
げ
る
諸

資
本
間
の
競
争
の
彩
態
と
作
用
の
側
面
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す

る
。
す
た
わ
ち
、
い
く
つ
か
の
設
備
投
資
関
連
産
業
は
、
当
核
産
業
内

に
お
い
て
も
高
蓄
積
の
条
件
を
移
成
す
る
た
め
に
、
寡
占
的
な
市
場
構

造
を
形
成
し
て
き
た
。
特
に
独
占
資
本
は
、
自
ら
の
蓄
積
条
件
に
ふ
さ

わ
し
い
需
要
構
造
を
強
力
に
形
成
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
過
程
で
、

第
一
に
、
諸
資
本
間
の
設
備
投
資
競
争
の
結
果
彬
成
さ
れ
た
供
給
構
造

は
、
蓄
積
を
進
め
る
に
つ
れ
て
需
要
を
収
縮
さ
せ
、
需
要
構
造
に
は
一

致
し
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
そ
れ
ま
で
の
設
備
投
資
と
特
定
の
供

給
構
造
と
が
過
剰
に
な
っ
た
。
第
二
に
、
こ
れ
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
産

　
　
　
　
構
造
不
況
と
産
業
組
織
（
山
本
）

業
組
織
が
、
石
油
シ
ヨ
ッ
ク
を
契
機
と
す
る
需
要
構
造
の
変
化
に
対
し

て
、
充
分
に
対
応
し
え
ず
、
不
況
を
長
び
か
せ
た
。
こ
れ
ら
の
二
点
に

加
え
て
、
こ
れ
ま
で
と
ら
れ
て
き
た
産
業
組
織
政
策
の
う
ち
の
あ
る
側

面
が
、
構
造
不
況
に
対
し
て
促
進
的
に
作
用
し
て
き
た
。

　
こ
の
分
析
の
素
材
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
日
本
造
船
業
の
構
造
不
況

を
と
り
あ
げ
、
そ
の
市
場
構
造
の
変
化
が
い
か
に
構
造
不
況
の
要
因
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

た
る
か
を
明
ら
か
に
１
す
る
。
と
い
う
の
は
、
日
本
造
船
業
は
、
目
本
の

高
度
経
済
成
長
と
世
界
市
場
に
お
げ
る
石
油
戦
略
の
変
化
と
に
の
っ
て
、

素
材
産
業
の
高
蓄
積
に
必
要
な
原
材
料
輸
送
を
支
え
る
べ
く
、
高
度
成

長
を
進
め
て
き
た
産
業
で
あ
り
、
構
造
不
況
期
に
は
現
存
生
産
能
力
の

六
五
％
に
も
及
ぶ
設
備
過
剰
を
発
生
さ
せ
た
。
造
船
業
は
、
こ
の
意
味

で
設
備
投
資
関
連
産
業
の
構
造
不
況
の
一
典
型
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

　
（
１
）
今
回
の
不
況
を
構
造
的
な
も
の
と
す
る
見
方
は
、
政
策
担
当
者
の
側

　
　
　
で
は
、
産
業
構
造
審
議
会
の
発
表
し
た
「
産
業
構
造
の
長
期
ビ
ジ
ヨ

　
　
　
ソ
」
（
昭
和
四
九
年
）
に
示
さ
れ
て
い
る
。
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ソ
」
の
見

　
　
　
方
を
要
約
す
る
と
、
「
今
回
の
不
況
は
、
成
長
機
構
の
変
貌
を
…
…
背

　
　
　
景
と
し
、
…
…
景
気
変
動
の
通
常
の
下
降
局
面
と
は
、
性
格
が
異
な
っ

　
　
　
て
、
…
…
基
礎
素
材
分
野
を
中
心
に
、
：
・
・
－
過
剰
能
力
が
発
生
し
、
し

　
　
　
か
も
、
か
な
り
長
期
間
に
わ
た
っ
て
、
需
要
均
衡
の
回
復
を
期
待
し
が

　
　
　
た
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
－
・
…
」
（
通
商
産
業
省
、
『
産
業
構
造
ビ
ジ
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
（
七
〇
九
）
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ソ
実
現
の
た
め
に
』
、
　
一
九
七
七
年
、
二
二
、
二
三
頁
）
と
い
う
こ
と

　
　
で
あ
る
。

（
２
）
越
後
和
典
氏
は
、
造
船
業
の
構
造
不
況
を
タ
ソ
カ
ー
需
要
の
激
減
に

　
よ
る
も
の
と
捉
え
、
成
長
機
構
の
変
化
が
、
造
船
業
の
内
部
で
も
彩
成

　
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
氏
は
、
大
型
タ
ソ
カ
ー
大

　
量
建
造
体
制
の
確
立
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
ふ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い

　
る
。
た
だ
し
、
あ
る
べ
き
対
策
褒
言
を
見
る
と
、
造
船
企
業
は
大
幅
な

　
業
種
転
換
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
彩
成
さ
れ
て
き
た
供

　
給
、
生
産
構
造
に
偏
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。
　
（
越

　
後
和
典
、
「
『
構
造
不
況
業
種
』
対
策
批
判
」
、
『
経
済
評
論
』
、
昭
和
五

　
三
年
一
月
、
三
六
、
三
七
、
三
九
頁
）
。

造
船
業
に
お
げ
る
構
造
不
況
と
設
備
投
資

　
造
船
業
に
。
お
げ
る
構
造
不
況
は
、
産
業
構
造
の
変
化
を
背
景
と
し
、

石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
・
て
促
進
さ
れ
た
需
給
収
縮
の
下
で
、
こ
れ
ま
で

の
設
備
投
資
の
過
剰
が
発
現
し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
こ
で
、
跨
大
な
設

備
投
資
が
蓄
積
制
限
要
因
を
い
か
に
構
造
的
に
生
み
出
す
の
か
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
は
、
造
船
業
内
部
に
お
げ
る
競
争
の
形
態
と
作
用
、

特
に
市
場
構
造
に
規
制
さ
れ
る
供
給
構
造
を
分
析
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な

い
。
こ
の
分
析
視
点
は
、
造
船
業
の
構
造
不
況
の
実
態
を
見
る
こ
と
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
構
造
不
況
の
要
因
を
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
（
七
一
〇
）

場
構
造
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
べ
く
、
ま
ず
不
況
の
実
態
を
簡
単
に

見
て
、
不
況
の
基
礎
的
要
因
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

１
　
需
要
構
造
の
変
化

　
造
船
業
の
構
造
不
況
で
特
徴
的
な
現
象
は
、
需
要
の
大
幅
な
減
少
と

需
要
構
造
の
変
化
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
目
本
造
船
業
の
総
受
注
量
を
見
る
と
、
第
一
表
で
示
さ
れ
る

よ
う
に
、
ピ
ー
ク
の
昭
和
四
八
年
度
を
基
準
に
し
て
、
四
九
年
度
は
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

三
割
、
五
二
年
度
は
一
五
劣
に
減
少
し
て
い
る
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る

の
は
、
こ
の
需
要
減
少
の
内
容
で
あ
る
。

　
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
需
要
減
少
の
な
か
で
、
石

油
シ
ヨ
ッ
ク
を
契
機
と
し
超
大
型
タ
ソ
カ
ー
と
超
大
型
船
と
の
過
剰
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

腹
か
ら
く
る
需
要
構
造
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
第
一
表
を
見
る
と
、

超
大
型
タ
ソ
カ
ー
（
二
〇
万
Ｕ
＼
弓
以
上
）
の
受
注
は
、
ピ
ｉ
ク
時
と
比

べ
て
、
昭
和
五
二
年
度
に
は
皆
無
に
近
い
。
タ
ソ
カ
ー
に
限
ら
ず
、
超

大
型
船
（
タ
ソ
カ
ー
、
鉱
石
船
、
バ
ラ
積
船
、
貨
物
船
な
ど
を
含
む
）
需
要
も
、

手
持
工
事
隻
数
で
見
る
と
、
第
二
表
の
よ
う
に
、
昭
和
四
九
年
度
を
ピ

ー
ク
と
し
て
、
五
一
年
度
末
か
ら
激
減
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
貨
物
船
需
要
は
、
第
三
表
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
起
工
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０
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年
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５
４

　
　
　
軋
和

　
　
　
２
昭

　
　
ｏ
　
　
　
Ｏ
Ｊ
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払
舘
忘

と
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航
卿
淋

橡
叢
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燃
雌
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漂
欝

ざ
鉱
驚
パ
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・
２
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，
会

丁
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は
・
局
業

－
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に
は
舶
工

Ｄ
許
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型
船
船

万
造
年
船
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２
０
建
５
０
全
輸
本

　
　
　
運
日

１
　
２
　
３
　
４
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斗
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米
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末度年
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７
５末度年
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４末度年
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１
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６
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体
上

以

全
丁

－

界
Ｇ

万

世
１
０

　
３
頁
瓦

　
２
１
０

　
２
　
　
，

　
２
末

　
９
，
月

　
～
３

　
７
８
年

　
１
９
５
４

　
，
和

駒
昭

貯瓢

、
。
造
趨

蝋
撒

上
舶
５

川
撫

｝
輸
，

０
運
会

５
０
　
，
業

２
，
計
工

は
ド
造

型
イ
本

舶
口
日

全
　
）

）
料

注
資

実
績
で
見
る
と
、
タ
ソ
カ
ー
ブ
ー
ム
初
め
の
昭
和
四
七
年
度

を
基
準
に
し
て
、
五
三
年
に
総
ト
ソ
数
で
は
六
六
％
に
減
少

し
て
い
る
が
、
全
船
舶
に
対
し
タ
ソ
カ
ー
と
貨
物
船
の
比
重

は
、
昭
和
五
一
年
に
逆
転
し
、
五
三
年
に
は
生
産
の
六
割
が

貨
物
船
で
あ
る
。
ま
た
、
船
型
別
竣
工
実
績
を
見
る
と
、
第

四
表
の
よ
う
に
な
る
。
三
千
○
＼
弓
～
一
万
○
＼
■
級
小
型

船
と
一
万
○
＼
弓
～
五
万
Ｏ
・
＼
↓
級
の
中
型
船
の
建
造
量
は
、

昭
和
四
七
年
度
と
五
二
年
を
比
べ
る
と
い
ず
れ
も
倍
増
し
て
、

五
二
年
に
は
全
体
の
七
割
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

五
万
○
＼
↓
以
上
の
船
舶
建
造
は
同
様
の
比
較
で
四
割
に
減

少
し
、
昭
和
五
二
年
に
は
三
割
に
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
事
実
か
ら
、
主
に
超
大
型
タ
ソ
カ
ー
及
び
超
大
型

船
の
需
要
が
、
石
油
シ
ヨ
ッ
ク
を
契
機
に
し
て
減
少
し
、
逆

に
中
小
型
船
と
貨
物
船
等
の
需
要
は
、
石
油
シ
ヨ
ッ
ク
の
影

響
を
超
大
型
タ
ン
カ
ー
程
は
う
げ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
し
て
、
造
船
不
況
を
、
需
要
量
の
減
少
と
需
要
構
造
の

変
化
に
基
づ
く
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
需
要
構
造
の
変
化
を
契
機
に
し
て
、
造
船
設
備
の
遊

休
化
が
次
の
よ
う
に
生
じ
て
い
る
。
ま
ず
、
総
生
産
能
力
を

　
　
　
　
　
　
五
一
（
七
二
）
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宝
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槽

％

る
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６
３
．
７
・
４
．
８
０
・
６
７
７
７
２
３

め 由
亨

占

１
較

こ
サ

船 ヒ
上

種

Ｔ
／
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８

４

８
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船

物

Ｇ
０
３

４
２

０
２

９
２

９
．
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全
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貨
船

Ｔ
／

７
　
７
１
６
７
６
９
７
２
６
２
３

Ｇ
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１
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３
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９

１

４

２
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１

１
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１
↓
　
１
↓

槽

１

由
亨

０
．

９

５

２

７

４

９
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０
２
７
７
８
０
２
３
３
３
１
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船
Ｔ
／

０
８
８
６
１
６
４
　
７
８
３
９
４

Ｇ
１
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７
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７
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１
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７
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７
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４

３
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２

物

１

貨
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２
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０
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８
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２
６
４
６
３
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４
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年
年
年
年
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７
　
８
９
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１
３
４
　
４
　
４
　
Ｆ
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Ｆ
ｏ
　
５

暦
年

　
　
年

　
　
８
０

　
　
１
９

　
　
山

　
　
覧

　
　
要

　
　
計

　
　
統

　
　
船

　
　
造

　
　
『

　
　
局

　
　
舶

　
　
船

　
　
省

　
　
輸

　
　
運

　
　
」

孔
　
報

れ
　
月

ま
　
計

含
　
統

一
）
　
機

肋
　
造

剛
　
船

そ
　
噛

魁
　
甑

漁
。
理

，
船
管

船
鋼
報

客
の
情

貨
て
房

は
全
官

に
　
，
臣

種
は
大
頁

船
象
省
２
９

全
対
輸

　
　
運
栂

リ
２
）

（
｛
）

）
　
　
料

注
　
　
資

（
　
　
　
　
　
（

）Ｔ
｝げ劉
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９
４
２
７
３
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丁
計
／
　
Ｇ

６
３
８
２
６
０

７
７
７
２
２
７
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，
　
　
，
　
　
，
　
　
，
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２
４
（
ｏ
５
５
１

１
１
１
↓
１
１
１
１
１
↓
１
↓

－
０
７
２
７
５
０

合
Ｏ
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３
３
４
２
９
４

９
１
８
５
５
７

，
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
，

１
２
１
↓
１
↓
１
↓
１
↓

上
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以
脇

４
９
２
　
３
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７
０
７
２
（
ｏ
９

６
７
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６
５
２
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２
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５
６
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Ｇ
／
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９
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６
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２
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５
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Ｏ
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８
０
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１
■
１
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０
－
９
０
８
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（
ｏ
０

，
０
０
５
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８
０
０
９
７
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１
↓
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↓

上
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脇

２
４
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２
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７
８
２
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’
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↓
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↓
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８
６
０
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２
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４
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Ｇ
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０

１
２
２
２
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Ｏ
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７
４
６
１
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ｏ
３

，
０
５
２
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５
６
６
５
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脇
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Ｑ
リ
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２
３
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１
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９
０
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２
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２
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０

０
■
６
４
（
ｏ
７
８
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，
０
０
１
Ｎ

３
２
２
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刎
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Ｔ
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Ｔ

０
３
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６
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，
１
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１
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９
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ｒ
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５
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４
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０
３
Ｎ

１
１
一
１
１
（
ｏ
Ｏ
公
Ｕ
〇
一

１
↓
１
－
一
１
・
一
２
１
↓
１
↓

ぺ７
８
ｏ
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０
１
↓
ｎ
６

４
４
４
５
５
５

　
　
　
乳

　
　
　
～

　
　
　
７
８

　
　
　
１
９

　
　
　
』

　
　
　
覧

　
　
　
要

　
　
　
計

　
　
　
統

　
　
　
船

　
　
　
趨

　
　
　
パ

　
　
　
蜆

　
　
　
蝪

　
　
　
斑

　
　
　
省

　
　
　
輸

　
　
　
運

　
　
　
↓

　
　
　
報

　
　
　
月

　
　
　
計

　
　
　
統

　
　
　
機

　
　
　
造

○む
　
　
　
船

含
　
　
・
造

を
　
比
「

満
　
／
丁
甑

未
◎
Ｇ
理

丁
船
る
管

｝
鋼
す
報

０
の
対
情

００
て
に
房

３
全
計
官

は
　
，
合
臣
。

に
は
　
，
大
頁

計
象
は
省
３
１

合
対
％
輸
，

　
　
　
運
３
０

１
〕
２
）
３
〕

　
　
　
）

）
　
　
　
料

注
　
　
　
資

（
　
　
　
　
　
　
　
　
（

五
二
　
（
七
二
一
）

総
ト
ソ
数
で
見
て
お
く
と
、
昭
和
五

五
年
度
に
は
、
五
三
年
度
の
見
と

お
し
と
し
て
現
存
建
造
能
力
（
五
千

○
＼
弓
以
上
の
船
舶
建
造
船
台
と
ド
ッ
ク

が
二
三
ハ
基
あ
り
、
年
間
建
造
能
力
は
九

　
八
○
万
Ｃ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
）
の
六
五
％
六
四
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

万
Ｃ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
が
過
剰
設
備
と
た
る
。

ま
た
、
操
業
度
を
見
る
と
、
昭
和
四

　
八
年
度
の
工
事
進
水
量
を
基
準
に
し

　
て
、
五
三
年
六
月
末
に
は
三
四
・
一

　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

％
に
減
少
し
て
い
る
。

　
　
こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
ど
の
造
船

設
備
、
企
業
（
五
千
○
＼
弓
以
上
の
船

舶
の
建
造
が
可
能
た
企
業
は
昭
和
五
三
年

　
に
六
一
杜
）
も
お
し
な
べ
て
六
五
％
が

過
剰
に
な
っ
た
の
で
は
た
く
、
需
要

　
の
減
少
し
た
船
種
や
船
型
に
応
じ
て

　
設
備
や
工
場
が
過
剰
に
な
っ
た
と
い

　
う
こ
と
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
需
要



構
造
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
、
第
一
に
、
生
産
能
力
規
模
で
見
る
と
、

主
に
需
要
減
少
の
大
き
い
一
〇
万
ｏ
・
＼
弓
以
上
の
船
台
や
ド
ヅ
ク
を
持

っ
工
場
の
一
部
が
過
剰
と
な
る
。
そ
れ
は
、
工
場
数
で
は
一
四
工
場
、

船
台
数
で
は
一
六
台
、
企
業
数
で
は
九
杜
、
約
二
八
○
万
‘
Ｃ
Ｇ
Ｒ
Ｔ

（
全
体
の
約
二
九
％
）
が
対
象
と
な
る
。
第
二
に
、
船
種
に
注
目
す
る
と
、

タ
ソ
ヵ
ー
と
貨
物
船
な
ど
と
で
は
、
主
に
蟻
装
や
組
立
工
程
と
船
殻
工

程
と
で
機
械
設
備
や
労
働
編
成
が
異
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
造
船
工
場

は
大
型
タ
ソ
ヵ
－
建
造
専
用
型
と
貨
物
船
や
中
型
船
な
ど
多
種
建
造
型

と
に
分
化
す
る
。
そ
し
て
、
タ
ソ
ヵ
１
需
要
の
減
少
に
と
も
な
っ
て
、

大
型
タ
ソ
ヵ
１
建
造
中
心
に
特
化
し
て
い
た
造
船
設
備
と
労
働
編
成
が
、

工
場
単
位
で
過
剰
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
設
備
が
現
実
に
遊
休

す
る
か
ど
う
か
は
、
当
核
企
業
の
他
の
ク
ラ
ス
の
船
台
の
遊
休
の
し
か

た
や
中
小
資
本
の
倒
産
の
度
合
に
よ
っ
て
、
過
剰
資
本
の
発
現
の
し
か

た
が
異
な
る
の
で
、
一
概
に
は
言
え
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
い
わ
ゆ
る
過
剰
設
備
が
、
す
な
わ
ち
過
剰
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

本
の
発
現
と
い
え
る
か
ど
う
か
は
、
検
討
を
必
要
と
す
る
。
特
に
、
独

占
資
本
の
支
配
の
下
で
こ
れ
ら
の
過
剰
設
備
が
今
ま
で
に
－
ど
れ
だ
げ
の

利
潤
を
生
み
出
し
た
の
か
、
ま
た
高
蓄
積
の
条
件
を
形
成
し
て
き
た
の

か
を
見
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
構
造
不
況
と
産
業
組
織
（
山
本
）

　
そ
こ
で
、
ま
ず
、
売
り
上
げ
高
や
営
業
利
益
を
主
要
造
船
会
杜
に
っ

い
て
ピ
ー
ク
時
と
比
較
す
る
と
、
第
五
表
の
よ
う
に
ー
な
る
。
主
要
造
船

会
杜
で
は
、
新
造
船
部
門
の
売
り
上
げ
高
は
、
昭
和
四
九
年
度
か
ら
五

三
年
度
に
四
九
％
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
営
業
利
益
で
見

る
と
、
（
い
わ
ゆ
る
陸
上
部
門
も
含
め
て
計
算
さ
れ
て
い
る
の
で
、
新
造
船
部
門

の
売
り
上
げ
高
で
比
例
配
分
し
て
見
る
と
）
新
造
船
部
門
は
、
昭
和
四
八
年

度
か
ら
五
三
年
度
に
は
一
千
億
円
以
上
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
減
少
の
下
で
も
、
い
わ
ゆ
る
適
正
利
潤
が
得
ら
れ
て
い
な
い
だ
げ
で

あ
っ
て
、
経
営
資
本
収
益
率
は
一
・
四
％
得
ら
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
、

こ
れ
ま
で
の
昭
和
四
〇
年
代
の
好
況
の
強
さ
の
方
が
問
題
で
あ
っ
て
、

経
営
資
本
収
益
率
は
、
昭
和
四
四
年
度
以
降
四
九
年
上
半
期
ま
で
四
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

八
～
六
・
○
％
を
示
し
て
い
た
。

　
不
況
の
こ
の
「
深
刻
さ
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
資
本
蓄
積
の
実
績
に
も

玩
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
造
船
業
に
お
け
る
資
本
蓄
積
は
、
第
六

表
の
よ
う
に
昭
和
四
六
年
度
か
ら
四
八
年
度
に
全
体
の
三
六
～
六
〇
％

が
杜
内
留
保
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
造
船
業
部
門

自
身
の
蓄
積
が
約
半
分
と
し
て
も
二
〇
～
三
〇
％
と
な
る
。
こ
の
こ
と

は
、
あ
る
造
船
工
場
が
三
年
か
ら
五
年
の
あ
い
だ
に
も
う
一
つ
別
の
工

場
を
生
み
だ
す
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
こ
の
時
期
に
多
額
の
蓄
積
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
（
七
：
二
）
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１
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期
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半
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ｏ
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Ｏ
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，
１

１
，
１
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上
度年
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上

計
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益
益

陸

高
造
　
　
他

原

損
利

上
　
　
　
の

業
常

翻

売
新
修
そ

合

総

営
経
経
収

野
　
業

佐
　
営

　
る

魁
　
す

造
　
対

村
　
　
に
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名
　
本
　
頁

　
資
　
　
１
５

業
　
営
　
一

工
　
経
　
１
２

重
　
　
た
　
　
１

保世
　
除
　
年

佐
　
を
　
８
０

　
定
　
　
１
９

ダ
　
勘

り
延
臥

ト
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７
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６
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９
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０
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収
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局
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舶

造
を
資
割
船

要
渠
営
の
省

主
船
経
益
輸

　
安
　
利
運

リ
　
　
２
〕

　
　
　
）

）
　
　
　
　
料

注
　
　
　
　
資

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

０
年
刎
榔
（
げ

８
０
２
）
８
７
７
）
■
３
・
“
７
・
２
６
Ｇ
２
１
Ｃ

３
９
０
）
ユ
０
・
７
９
１
０
（

６
７
２
）
９
０
７
）
■
６
・
■
２
・
３
０
¢
３
７
Ｇ

５
８
１
）
５
４
０
）
ユ
６
・
■
６
・
５
０
Ｇ
２
２
Ｇ

４
９
８
）
７
１
６
）
』
９
・
■
４
・
７
９
６
１
９
Ｇ

５
３
６
）
６
９
３
）
■
０
・
ノ
４
・
４
８
Ｇ
４
１
Ｇ

６
年
刎
秘
（
１
昭
瀦
醜
１

７
７
５
）
０
１
０
）
■
３
・
’
５
・
１
６
Ｇ
１
７
Ｇ

７
５
０
）
ユ
０
・
４
９
１
０
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七
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頁

　
３
１

　
叫

　
３

　
月

鷲

３
７
榔

　
牛
昭

　
４
８
止

ま
棚

益
個

他
郁
篇

黙

開
　
搬

，
牢
随

行
４
６
，

発
，
合

債
場
組

社
工
出

，
３
０
輸

資
，
舶

増
年
船

，
４
５
本

は
　
，
貝

に
は
　
，

計
所
局

合
船
舶

他
造
船

の
要
省

そ
主
輸

－
－
運

に
ｏ

　
　
）

）
　
　
料

注
　
　
資

１
、
　
　
　
　
（

可
能
に
し
た
設
備
が
今
目
遊
休
し

て
い
る
と
し
て
も
、

必
要
と
さ
れ

る
蓄
積
条
件
は
形
成
ず
み
で
あ
り
、

ま
た
償
却
ず
み
の
設
備
が
大
半
で

あ
る
。
た
と
え
ぱ
大
手
で
昭
和
五

○
年
時
に
五
年
以
上
稼
動
さ
せ
た

一
〇
万
ｏ
＼
弓
以
上
の
設
備
は
一

二
船
台
あ
る
。
こ
の
点
を
見
る
と

設
備
遊
休
に
現
わ
れ
た
不
況
の
深

刻
さ
は
、
一
面
で
は
大
手
の
適
正

利
益
が
基
準
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

以
上
の
事
実
か
ら
、
造
船
業
に

お
げ
る
構
造
不
況
の
実
態
は
、
主

に
は
、
大
型
タ
ソ
カ
ー
建
造
中
心

の
供
給
体
制
を
持
つ
大
手
企
業
に

お
け
る
設
備
過
剰
の
発
現
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
と
た
る
。

、



（
１
）
造
船
業
で
は
、
輸
送
容
積
を
示
す
時
に
は
、
主
に
、
Ｏ
＼
■
？
８
。
。

　
　
↓
Ｏ
；
品
〇
一
総
ト
ソ
数
を
用
い
、
積
載
重
量
を
示
す
時
に
は
、
一
Ｕ
＼
き

　
　
忌
註
－
ミ
ｏ
ポ
巨
Ｈ
◎
昌
お
〇
一
載
貨
重
量
ト
ソ
を
用
い
る
。
　
一
Ｕ
＼
Ｈ
は

　
　
ｏ
＼
↓
の
約
一
・
五
～
二
倍
。
ま
た
、
船
茄
を
造
船
業
の
建
造
仕
事
量

　
　
か
ら
見
る
場
合
は
、
Ｃ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
，
ｏ
ｏ
；
一
〕
○
勇
９
三
９
易
。
弓
一
ん
一
屯
多
、
昌
ら

　
　
弓
ｏ
昌
品
〇
一
標
準
貨
物
船
換
算
ト
ソ
数
を
用
い
る
。
こ
れ
は
、
船
種
や

　
　
船
型
ご
と
に
係
数
を
定
め
、
総
ト
ソ
数
に
そ
れ
を
乗
じ
て
算
出
さ
れ

　
　
る
。
た
と
え
ぼ
、
一
万
ｏ
＼
弓
（
一
万
五
千
Ｕ
＼
弓
）
の
一
船
貨
物
船
を

　
　
基
準
（
係
数
一
）
と
し
て
、
原
油
タ
ソ
カ
ー
一
万
○
＼
弓
は
係
数
○
・

　
　
七
、
バ
ラ
積
船
一
万
ｏ
＼
弓
は
係
数
○
・
六
五
、
コ
ソ
テ
ナ
船
一
万

　
　
ｏ
＼
弓
は
係
数
一
・
三
と
な
っ
て
い
る
（
目
本
造
船
工
業
会
、
『
造
船

　
　
界
』
、
考
◎
．
Ｈ
■
．
七
九
年
一
月
、
「
Ｃ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
－
・
－
・
に
つ
い
て
」
、
一
四

　
　
～
ニ
ハ
頁
）
。

（
２
）
た
と
え
ば
、
目
本
造
船
工
業
会
、
『
造
船
グ
ラ
フ
』
、
昭
和
五
二
年
度

　
　
版
、
五
頁
。
中
曽
敬
「
造
船
不
況
の
実
情
と
対
策
」
、
日
本
造
船
工
業

　
　
会
、
『
造
船
界
』
、
老
◎
．
Ｈ
Ｏ
べ
．
七
八
年
五
月
、
七
頁
、
な
ど
。

（
３
）
海
運
造
船
合
理
化
審
議
会
、
「
今
後
の
造
船
業
の
経
営
安
定
化
方
策

　
　
に
つ
い
て
」
、
昭
和
五
三
年
七
月
答
申
の
項
目
「
今
後
の
我
が
国
の
外

　
　
航
船
建
造
量
見
通
し
及
び
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
」
よ
り
。

（
４
）
　
日
本
造
船
工
業
会
、
『
造
船
不
況
と
関
連
統
計
』
、
昭
和
五
三
年
八

　
　
月
、
二
六
頁
。

（
５
）
造
船
業
の
よ
う
な
注
文
生
産
を
主
に
－
す
る
産
業
で
は
、
過
剰
資
本
は

　
　
設
備
の
遊
休
と
価
格
低
下
（
低
船
価
受
注
）
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。
と

　
　
こ
ろ
が
、
設
備
の
遊
休
が
生
じ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
す
な

構
造
不
況
と
産
業
組
織
（
山
本
）

（
６
）

わ
ち
過
剰
資
本
の
発
現
形
態
で
あ
る
と
は
言
え
た
い
。
た
と
え
ぼ
本
文

の
例
の
場
合
に
は
、
遊
休
設
備
は
資
本
の
一
循
環
を
経
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
過
剰
資
本
と
す
る
か
ど
う
か
は
、
杜
会
的
な
道
徳
的
摩
損
の
作

用
と
企
業
の
蓄
積
戦
略
と
に
か
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
の
蓄
積
戦

略
に
ょ
っ
て
は
、
今
は
稼
動
さ
せ
ず
後
の
競
争
の
た
め
に
休
止
保
有
す

る
こ
と
が
、
独
占
的
利
潤
の
獲
得
に
っ
な
が
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
も

あ
る
か
ら
で
あ
る
（
越
後
和
典
、
一
，
特
定
不
況
産
業
安
定
臨
時
措
置
法

の
基
本
的
性
格
」
、
『
企
業
法
研
究
』
、
第
二
七
六
集
、
四
、
五
頁
）
。

　
た
だ
し
、
産
業
組
織
論
に
お
い
て
、
市
場
成
果
の
評
価
基
準
か
ら
見

る
と
、
設
備
の
遊
休
は
資
源
の
有
効
配
分
で
は
な
く
、
非
効
率
的
な
も

の
と
見
な
さ
れ
る
。
こ
の
市
場
成
果
の
一
基
準
で
あ
る
効
率
性
か
ら
見

た
「
過
剰
能
力
」
は
、
余
剰
能
力
の
存
在
の
ゆ
え
に
達
成
可
能
た
最
低

費
用
水
準
を
こ
え
て
、
費
用
を
高
め
て
い
る
か
ど
う
か
で
評
価
さ
れ
る

（
ベ
イ
ソ
、
『
産
業
組
織
論
』
、
宮
沢
燵
一
監
訳
、
下
、
四
一
三
頁
。

－
．
Ｃ
。
．
思
ぎ
Ｈ
己
易
己
巴
○
『
。
・
彗
一
Ｎ
邑
Ｏ
Ｐ
お
鼻
勺
』
ｍ
・
。
．
）
。

　
日
本
船
舶
輸
出
組
合
、
『
造
船
関
係
統
計
資
料
（
国
内
編
）
』
、
昭
和

五
四
年
三
月
、
二
九
頁
、
運
輸
省
船
舶
局
調
べ
。

２
　
構
造
不
況
の
基
礎
的
要
囚

設
備
投
資

　
昭
和
四
〇
年
代
に
日
本
造
船
業
は
、
大
型
船
需
要
の
拡
大
に
と
も
な

い
、
需
要
を
先
導
す
べ
く
、
大
手
造
船
業
を
中
心
に
大
型
設
備
の
新
設

と
拡
張
を
行
な
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
需
要
構
造
の
変
化
の
結
果
、

現
存
建
造
能
力
の
六
五
％
に
も
及
ぶ
跨
大
な
設
備
過
剰
が
発
生
し
て
い

五
五
　
（
七
一
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
六
号
）

る
。
ま
ず
こ
の
点
を
見
て
お
こ
う
。

　
目
本
造
船
業
は
、
石
油
シ
ョ
ヅ
ク
後
の
需
要
収
縮
に
つ
き
あ
た
る
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

で
一
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
、
蓄
積
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
た
。

　
需
要
の
拡
大
が
、
ま
ず
蓄
積
を
先
導
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
受

注
量
の
推
移
で
目
本
造
船
業
の
発
展
を
見
る
と
、
一
九
六
三
年
か
ら
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

九
七
三
年
の
一
〇
年
間
で
約
六
・
三
倍
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
年
成

長
率
に
た
お
す
と
、
前
年
比
で
約
二
三
劣
づ
っ
増
加
し
っ
づ
げ
て
き
た

こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
需
要
の
拡
大
に
依
存
し
つ
つ
、
設
備
投
資

が
行
な
わ
れ
て
き
た
。

　
そ
の
設
備
投
資
の
大
き
さ
を
建
造
能
力
の
拡
大
か
ら
見
る
と
、
（
年

間
進
水
量
の
推
移
か
ら
推
測
す
る
と
）
昭
和
三
八
年
か
ら
四
八
年
ま
で
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

需
要
量
の
拡
大
と
同
様
に
約
六
・
三
倍
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
昭
和
四

〇
年
代
後
半
か
ら
石
油
シ
ヨ
ヅ
ク
後
ま
で
の
建
造
能
力
の
伸
び
率
は
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

き
く
、
三
～
四
年
問
で
倍
増
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
設
備
投
資
が
、

こ
の
時
期
に
は
主
に
。
生
産
能
力
の
拡
大
の
た
め
に
集
中
的
に
投
下
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
次
に
、
こ
の
建
造
能
力
の
拡
大
を
船
台
の
基
数
と
規
模
の
変
化
で
見

る
と
、
次
の
よ
う
た
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
七
表
の
よ
う

に
船
台
と
ド
ヅ
ク
は
、
昭
和
三
八
年
か
ら
一
〇
年
間
に
、
二
万
○
＼
弓
と

五
六
　
（
七
一
六
）

）数基（移推のクツド用造建び及台船表７第
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０
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２
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４
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４
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Ｏ
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６
３
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０
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↓
７
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４
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０
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７
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０
０
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１
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９
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０
１
■
１
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一
３

７
ｏ
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９

４

１
■
０
Ｊ
１
■
１
■

３
８
末
度
年

一
～
Ｔ
Ｔ
／
／
Ｇ
Ｇ
万
万
Ｏ
）
（
０

～
～
Ｔ
Ｔ
／
／
Ｇ
Ｇ
万
万
Ｅ
ｏ
４

　
　
○

　
　
頁

　
　
１
２

　
頁
山

　
９
４
況

　
３
状

　
山
船

　
皿
造

孔
・
度

よ
岐
３
年

こ
鼎
川
５

機

呼
，
会

出
で
業

届
ま
工

は
年
船

た
４
１
造

ま
和
本

，
昭
日

み
　
，
，

済
局
降

可
舶
以

許
船
年

末
省
４
４

度
輸
和

年
運
昭

各
　
）

）
料

注
資

（
　
（

級
の
基
数
で
は
三
倍
で
あ
る
が
、
六
万
ｏ
＼
弓
級
以
上
の
台
数
は
一
〇

倍
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
一
五
万
○
＼
弓
以
上
の
船
台
と
建
造
ド
ッ
ク

の
基
数
は
、
昭
和
四
四
年
五
基
か
ら
四
七
年
一
三
基
（
建
造
許
可
実
績
）

へ
と
増
加
し
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半
に
は
大
型
船
台
の
新
設
が
設
傭
投

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

資
の
主
流
で
あ
る
こ
と
を
示
Ｌ
て
い
る
。

　
ま
た
、
設
備
投
資
の
増
加
を
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半
に
し
ぽ
っ
て
、



投
資
額
の
推
移
で
見
る
と
、
第
八
表
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
昭
和
四
五

年
度
以
降
の
船
台
、
四
六
年
度
以
降
の
船
渠
（
ド
ヅ
ク
、
た
だ
し
、
修
理

用
と
建
造
用
と
を
含
む
）
、
運
搬
設
備
（
ク
レ
ー
ソ
た
ど
）
、
加
工
組
立
設
備

へ
の
投
資
を
中
心
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
、
造
船
業
が
船
台

や
ド
ツ
ク
な
ど
の
作
業
場
へ
よ
り
も
、
運
搬
や
加
工
組
立
加
工
設
備
に

大
量
の
投
資
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
従
来
の
造
船
工
程
を
更
に

専
門
化
・
合
理
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
更
に
こ
の
設
備
投
資
を
企
業
ご
と
の
工
場
新
設
で
見
て
い
く
と
、
第

九
表
の
よ
う
に
な
る
。
特
徴
を
あ
げ
る
と
、
大
型
船
台
工
場
へ
の
設
備

投
資
の
競
争
が
、
規
模
の
点
で
三
っ
に
区
分
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
昭

和
三
〇
年
代
末
か
ら
四
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
、
大
手
造
船
業
（
五
杜
）

に
よ
る
三
〇
万
Ｕ
＼
弓
級
の
船
台
の
新
設
・
改
修
が
行
な
わ
れ
た
。
そ

の
後
昭
和
四
四
年
以
降
は
設
備
投
資
の
第
二
集
中
期
で
、
大
手
造
船
業

老
七
杜
に
。
よ
る
二
〇
万
○
＼
↓
ク
ラ
ス
の
大
型
設
備
投
資
が
、
工
場
新

設
と
し
て
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
設
備
投
資
額
は
、
三
百
～
四
百
億

円
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
期
と
し
て
、
昭
和
四
七
年
頃
に
計
画
、
許
可

申
請
さ
れ
、
石
油
シ
ヨ
ッ
ク
前
後
に
稼
動
し
始
め
た
設
備
投
資
が
、
中

堅
造
船
業
六
杜
（
既
存
工
場
内
で
の
建
設
や
改
修
を
し
た
尾
道
、
笠
戸
、
幸
陽
、

来
島
、
今
治
を
含
め
る
と
一
一
杜
）
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
時
期

　
　
　
　
構
造
不
況
と
産
業
組
織
（
山
本
）

は
、
大
手
造
船
業
の
手
薄
た
七
万
○
＼
弓
級
中
型
船
建
造
市
場
へ
の
中

堅
会
杜
に
よ
る
進
出
と
し
て
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
設

備
投
資
額
は
、
こ
の
中
型
ク
ラ
ス
で
も
工
場
新
設
の
場
合
に
は
一
五
〇

～
二
〇
〇
億
円
必
要
で
あ
っ
た
。

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
昭
和
三
八
年
度
か
ら
一
〇
年
問
に
鷹
大
た

設
備
投
資
が
、
設
備
大
型
化
を
進
め
る
大
手
造
船
業
間
の
競
争
を
中
心

に
し
て
展
開
さ
れ
て
い
た
。
一
般
に
、
寡
占
的
な
市
場
構
造
の
下
で
も
、

造
船
業
界
の
よ
う
に
１
各
船
型
、
船
種
ご
と
に
市
場
が
あ
り
、
参
入
資
本

数
が
多
け
れ
ぱ
、
需
要
が
急
増
す
る
時
期
に
は
、
市
場
に
お
げ
る
投
資

行
動
の
競
争
も
激
し
く
な
る
。
昭
和
四
四
年
以
降
で
見
て
も
四
九
年
ま

で
の
五
年
間
に
二
〇
万
ｏ
＼
弓
ク
ラ
ス
の
大
型
船
工
場
が
七
杜
に
よ
っ

て
八
工
場
（
第
９
表
、
第
二
期
に
三
井
千
葉
が
加
わ
る
。
佐
世
保
重
工
の
四
六

年
改
修
三
六
万
Ｕ
＼
弓
を
加
え
る
と
九
工
場
）
建
設
さ
れ
、
　
一
〇
万
ｏ
＼
弓

級
の
船
型
市
場
を
形
成
し
た
。
ま
た
、
石
油
ツ
ヨ
ヅ
ク
前
後
に
、
中
堅

造
船
企
業
六
杜
（
佐
野
安
、
名
村
、
大
島
、
金
指
、
来
島
、
幸
陽
）
が
一
〇

万
ｏ
＼
弓
級
の
船
型
市
場
へ
進
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
競
争
企
業
数

は
そ
れ
ま
で
の
大
手
七
杜
か
ら
二
二
杜
に
増
加
し
て
い
る
つ
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
競
争
構
造
の
下
で
の
高
蓄
積
は
、
そ
れ
白
体
と
し
て
も
過

剰
蓄
積
の
要
因
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
（
七
一
七
）
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そ
こ
で
、
こ
の
蓄
積
の
結
果
彬
成
さ
れ
る
市
場
構
造
を
分
析
す
る
前

に
１
、
こ
の
高
蓄
積
に
含
ま
れ
る
不
況
要
因
を
見
て
お
く
と
、
ま
ず
こ
の

設
備
投
資
の
投
機
性
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
た
と
え
ぼ
、
一
〇
万
○
＼
弓
級
市
場
で
は
、
函
館
ド
ヅ
ク
の
三
〇
万

一
Ｕ
＼
弓
ド
ヅ
ク
の
例
が
あ
る
。
こ
の
ド
ッ
ク
は
、
昭
和
四
八
年
に
完
成

し
、
投
下
資
本
一
九
〇
億
円
で
、
昭
和
五
四
年
度
に
売
却
が
決
定
さ
れ

た
。
昭
和
五
三
年
度
ま
で
に
、
こ
の
大
型
ド
ッ
ク
は
二
五
〇
千
ｏ
＼
弓

級
を
九
隻
受
注
し
、
二
五
〇
千
ｏ
＼
弓
級
を
三
隻
建
造
し
た
が
、
キ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

ソ
セ
ル
も
二
五
〇
千
Ｕ
＼
弓
級
、
八
○
千
Ｕ
＼
弓
級
で
数
隻
あ
っ
た
。

こ
れ
だ
げ
で
、
こ
の
設
備
投
資
が
投
機
的
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
売
却
決
定
と
い
う
結
果
か
ら
見
れ
ぱ
、
ブ
ｉ
ム
収
縮

も
原
因
だ
が
、
受
注
産
業
で
あ
る
造
船
業
が
、
資
金
回
収
の
可
能
な
受

注
契
約
量
を
確
保
せ
ず
に
投
資
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
受

注
見
通
し
の
誤
り
や
キ
ャ
ソ
セ
ル
発
生
と
い
う
移
を
と
っ
て
は
い
る
が
、

需
要
趨
勢
か
ら
見
て
無
理
な
投
資
が
、
競
争
の
強
制
の
下
で
、
強
行
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
に
た
る
。
同
様
の
例
は
、
五
万
～
七
万
○
＼
↓
ク
ラ

ス
の
設
備
投
資
を
石
油
ツ
ヨ
ッ
ク
前
後
に
。
行
な
っ
た
中
堅
造
船
所
に
も

見
ら
れ
る
。
こ
れ
も
結
果
か
ら
い
え
ぱ
、
た
と
え
ば
波
止
浜
造
船
所
の

六
万
○
＼
弓
ド
ツ
ク
が
あ
る
。
同
船
台
は
一
六
〇
億
円
を
投
下
し
て
、

　
　
　
　
構
造
不
況
と
産
業
組
織
（
山
本
）

昭
和
五
〇
年
に
稼
動
し
た
が
、
五
二
年
二
一
月
に
倒
産
し
、
償
却
予
定

の
年
三
〇
億
円
、
五
年
操
業
を
淋
た
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の

他
の
新
設
中
級
造
船
設
備
六
杜
（
佐
野
安
、
名
村
、
大
阪
．
大
島
、
金
指
、

笠
戸
、
林
兼
）
も
投
下
資
金
回
収
に
苦
し
ん
で
い
て
、
設
傭
の
一
部
売

却
を
決
定
す
る
な
ど
、
設
備
投
資
の
投
機
的
性
格
が
う
か
が
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
新
参
入
企
業
の
投
機
性
は
、
こ
の
ク
ラ
ス

の
船
型
市
場
で
、
低
船
価
受
注
と
い
う
形
を
と
り
つ
っ
、
不
況
を
深
刻

な
も
の
に
す
る
要
因
と
し
て
作
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
こ
の
問
の
高
蓄
積
を
潜
在
的
に
過
剰
た
も
の
に
し
た
発
注
の

投
機
性
を
、
タ
ソ
カ
ー
で
見
よ
う
。
い
わ
ゆ
る
タ
ソ
カ
ー
ブ
ー
ム
は
、

昭
和
四
〇
年
代
後
半
か
ら
生
じ
る
が
、
五
〇
年
末
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
船

腹
過
剰
に
よ
る
係
船
は
た
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
五
一
年
一
月
か
ら
、
タ

ソ
カ
ー
係
船
が
、
世
界
全
体
で
総
船
腹
の
八
～
一
四
％
生
じ
る
よ
う
に

　
　
（
７
）

た
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
邦
輸
出
船
タ
ソ
カ
ー
受
注
実
績
を
と
っ
て
、
昭

和
四
五
年
～
四
七
年
八
月
ま
で
と
石
油
シ
ヨ
ッ
ク
の
直
前
と
四
九
年
一

月
以
降
と
を
比
較
す
る
と
、
石
油
シ
ヨ
ッ
ク
の
直
前
だ
け
、
隻
数
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

○
＼
弓
数
と
も
四
～
五
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
ブ
ー
ム
が
、

用
船
料
、
運
賃
上
昇
を
直
接
の
契
機
と
す
る
投
機
的
な
発
注
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

こ
と
は
、
そ
の
後
石
油
荷
動
き
量
に
大
き
な
変
化
が
な
い
の
に
、
係
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
（
七
一
九
）
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が
大
量
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
昭
和
五
一
年

に
発
生
し
た
係
船
は
、
そ
れ
よ
り
も
二
年
～
三
年
五
ケ
月
前
に
発
注
さ

れ
て
い
た
タ
ソ
ヵ
ー
が
竣
工
し
、
引
き
渡
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
従
っ

て
、
目
本
造
船
業
は
世
界
タ
ソ
カ
ー
市
場
の
約
半
分
を
供
給
し
て
い
た

の
で
、
係
船
量
の
約
半
分
を
形
成
し
た
こ
と
に
た
り
、
こ
の
投
機
的
な

発
注
を
み
た
す
た
め
の
設
備
投
資
は
、
需
要
趨
勢
か
ら
見
て
過
剰
蓄
積

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
造
船
業
で
は
、
過
剰
資
本
は
低
船
価
受
注
と
操
業
度
の

低
下
と
な
っ
て
発
現
す
る
。
従
っ
て
、
造
船
業
で
過
剰
蓄
積
が
潜
在
的

に
進
行
し
て
い
た
か
ど
う
か
を
見
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
二
点
を
検

討
し
た
げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
。

　
ま
ず
受
注
船
価
に
つ
い
て
見
る
と
、
後
の
節
で
詳
し
く
検
討
す
る
が
、

昭
和
三
〇
年
代
後
半
に
は
低
船
価
受
注
「
利
益
な
き
繁
忙
」
の
事
態
が

　
　
　
（
１
０
）

見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
〇
年
代
に
入
っ
て
受
注
船
価
は
上
昇
傾

向
を
示
し
て
お
り
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
は
、
低
船
価
受
注
と
い
う
事

態
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
石
油
ツ
ヨ
ヅ
ク
ま
で
は
、
受
注
船
価
を
見
る

限
り
、
潜
在
的
に
過
剰
蓄
積
が
進
行
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
拠
は
た

い
。
ま
た
操
業
度
は
、
一
般
に
石
油
シ
ョ
ヅ
ク
ま
で
は
フ
ル
操
業
で
あ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
詳
し
く
見
る
と
そ
ケ
で
は
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
（
七
二
〇
）

こ
れ
は
後
に
分
業
の
項
で
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
１
、
昭
和
四
〇
年
代
の
跨
大
な
設
備
投
資
は
競
争
場
裡

で
展
開
さ
れ
、
過
剰
蓄
積
の
一
般
的
条
件
を
た
し
、
一
部
は
既
に
需
要

趨
勢
か
ら
み
て
潜
在
的
に
設
備
過
剰
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

　
目
本
造
船
業
の
発
展
の
時
期
区
分
は
、
石
油
シ
ヨ
ッ
ク
の
前
は
、
大

体
昭
和
三
八
～
三
九
年
頃
で
あ
る
。
輸
出
船
大
量
受
注
ブ
ー
ム
が
昭
和

三
八
年
か
ら
始
ま
り
、
船
価
も
上
昇
し
始
め
た
。
設
備
投
資
は
、
こ
れ

に
先
だ
つ
昭
和
三
六
年
ご
ろ
か
ら
活
発
に
た
り
、
船
型
大
型
化
に
む
け

て
船
台
の
改
修
・
新
設
が
始
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
時
期
区
分
は
、
日
本
船
舶
輸
出
組
合
、
『
二
〇
年
の
歩
み
１

戦
後
目
本
造
船
史
　
　
』
、
昭
和
四
一
年
、
四
六
頁
。
目
本
造
船
学
会

編
、
『
昭
和
造
船
史
』
、
第
二
巻
、
昭
和
四
八
年
、
三
八
九
頁
。
吉
田

滋
、
「
転
機
を
迎
え
た
わ
が
国
造
船
業
」
、
『
船
舶
需
要
産
業
と
海
運
造

船
』
、
昭
和
五
二
年
、
日
刊
海
事
通
信
杜
、
一
五
四
、
一
五
五
頁
、
た

ど
で
示
さ
れ
て
い
る
。

　
目
本
造
船
工
業
会
、
『
造
船
関
係
資
料
』
、
昭
和
五
四
年
七
月
、
一
一

頁
。
対
象
は
二
、
五
〇
〇
〇
＼
弓
以
上
。
輸
出
船
は
、
昭
和
四
四
年
度

ま
で
は
契
約
べ
ー
ス
、
四
五
年
以
降
は
建
造
許
可
べ
ー
ス
。
受
注
量
は

次
の
と
お
り
。

　
一
九
六
三
年
　
　
五
、
三
六
五
千
ｏ
＼
弓

　
一
九
七
三
年
　
三
三
、
七
九
〇
千
ｏ
＼
弓

　
日
本
造
船
工
業
会
、
『
同
右
』
、
一
一
頁
。
進
水
実
績
は
、
次
の
と
お

り
◎



（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
６
）

　
一
九
六
三
年
　
　
二
、
五
七
一
千
○
＼
弓

　
一
九
七
三
年
　
一
六
、
ニ
ハ
ニ
千
○
＼
弓

　
目
本
造
船
業
の
総
生
産
能
力
は
、
総
ト
ソ
数
で
、
次
の
と
お
り
。

　
昭
和
四
五
年
　
　
　
　
九
七
〇
万
○
＼
弓

　
昭
和
四
七
年
　
　
一
、
二
〇
〇
万
○
＼
弓

　
昭
和
四
九
年
　
　
一
、
九
〇
〇
万
Ｏ
・
＼
弓

（
運
輸
省
船
舶
局
、
い
ず
れ
も
許
可
実
績
）

　
運
輸
省
船
舶
局
、
『
造
船
統
計
要
覧
』
、
七
八
～
七
九
年
版
、
五
二
、

五
三
頁
。

　
函
館
ド
ッ
ク
、
『
有
価
証
券
報
告
書
』
、
昭
和
四
七
～
五
三
年
度
。

　
タ
ソ
カ
ー
係
船
の
推
移
は
、
六
三
～
七
五
年
ま
で
は
一
〇
〇
千
ｏ
＼
弓

～
二
、
○
○
○
千
ｏ
＼
弓
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
急
増
し
、
次
の
よ
う

に
な
っ
た
。

　
七
六
年
一
月
　
四
六
五
隻
　
二
一
、
七
三
二
千
ｏ
＼
↓
　
二
二
劣

　
七
六
年
三
月
　
四
九
二
隻
　
二
一
二
、
九
〇
九
千
ｏ
＼
弓
　
一
四
％

　
七
七
年
四
月
　
三
一
八
隻
　
二
二
、
九
四
三
千
ｏ
＼
Ｈ
　
　
八
劣

　
七
八
年
四
月
　
三
五
四
隻
　
二
一
、
一
五
一
千
ｏ
＼
↓
　
一
二
劣

％
は
総
船
腹
量
年
平
均
に
対
す
る
係
船
割
合
（
日
本
船
舶
輸
出
組
合
、

　
　
『
造
船
関
係
統
計
資
料
（
世
界
編
）
』
、
　
昭
和
五
三
年
一
二
月
、

　
　
頁
）
。

（
８
）
本
邦
輸
出
船
タ
ソ
カ
ー
受
注
実
績
は
、
次
の
と
お
り
。

　
　
昭
和
四
五
～
四
七
年
八
月
　
月
平
均
五
隻
　
四
六
九
千
ｏ
＼
弓

　
　
昭
和
四
七
年
九
月
～
四
八
年
二
一
月
　
月
平
均
二
四
・
六
隻

　
　
二
、
二
一
二
・
六
千
ｏ
＼
弓

　
　
昭
和
四
九
年
年
間
四
六
隻
　
二
、
六
七
一
千
ｏ
＼
↓

　
　
構
造
不
況
と
産
業
組
織
（
山
本
）

六
八

（
９
）

（
１
０
）

（
目
本
船
舶
輸
出
組
合
調
べ
。
吉
田
滋
、
「
長
期
化
す
る
造
船
不
況
と
そ

の
対
策
」
、
『
前
掲
書
』
、
一
〇
～
一
二
頁
）
。

世
界
市
場
で
の
石
油
の
荷
動
き
は
、
ト
ソ
数
べ
ー
ス
で
、
次
の
と
お

り
〇　

七
三
年
　
一
、
八
七
三
百
万
冒
＼
弓

　
七
五
年
　
一
、
六
四
四
百
万
；
＼
↓

　
七
六
年
　
一
、
七
九
七
百
万
冒
＼
弓

（
目
本
船
主
協
会
、
『
海
運
統
計
要
覧
』
、
七
八
年
版
、
一
一
九
頁
、
国

連
統
計
）
。

　
日
本
船
舶
輸
出
組
合
、
『
二
〇
年
の
歩
み
…
…
』
、
四
八
頁
。
日
本
造

船
学
会
編
、
『
前
掲
書
』
、
三
八
四
頁
。

３
　
小
括

市
場
構
造
上
の
問
題

　
造
船
業
に
お
げ
る
構
造
不
況
は
、
需
要
構
造
の
変
化
と
大
型
船
台
を

中
心
に
ー
し
た
跨
大
な
設
備
投
資
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
供
給
力
と
の
不

一
致
を
基
礎
的
要
因
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
こ

れ
が
た
ぜ
構
造
不
況
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
造
船
業
の
産
業
組
織
に
、

不
況
の
構
造
性
の
要
因
を
見
っ
げ
出
す
と
す
れ
ぼ
、
次
の
よ
う
に
な

る
。　

第
一
に
、
設
備
過
剰
が
主
に
超
大
型
タ
ソ
ヵ
－
建
造
用
設
備
と
、
大

手
の
間
隙
を
ぬ
っ
た
中
堅
企
業
の
新
参
入
大
型
船
台
に
生
じ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
（
七
二
一
）
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こ
れ
は
、
部
門
全
体
の
供
給
構
造
が
、
大
型
船
化
僚
向
に
よ
る
大
型
船

専
用
生
産
体
制
の
彩
成
の
た
め
に
変
更
さ
れ
、
部
門
内
の
資
本
配
分
が

不
均
衡
に
た
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の

高
蓄
積
が
量
的
に
の
み
、
過
剰
か
ど
う
か
間
題
な
の
で
は
た
く
、
特
に

昭
和
四
〇
年
代
後
半
の
大
手
造
船
資
本
の
生
産
の
集
積
・
集
中
の
し
か

た
、
そ
れ
に
と
も
な
う
部
門
全
体
の
供
給
構
造
の
変
化
に
問
題
が
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
第
二
に
、
大
手
造
船
資
本
に
よ
る
大
型
船
中
心
の
供
給
構
造
の
形
成

は
、
海
運
業
界
の
需
要
の
拡
大
に
よ
っ
て
先
導
さ
れ
る
も
の
と
見
て
き

た
が
、
造
船
業
も
自
ら
要
求
し
た
。
す
な
わ
ち
、
大
型
船
化
は
、
単
位

あ
た
り
の
船
価
や
運
賃
コ
ス
ト
を
縮
小
し
旧
船
を
陳
腐
化
さ
せ
、
船
舶

需
要
産
業
に
よ
っ
て
指
向
さ
れ
た
が
、
造
船
業
か
ら
す
れ
ぱ
大
型
船
建

造
設
傭
に
必
要
な
資
本
額
は
臆
大
で
あ
り
、
そ
の
資
金
回
収
の
た
め
に

は
大
型
船
需
要
構
造
を
強
力
に
つ
く
り
出
さ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
は
、
大
手
造
船
資
本
の
蓄
積
の
進
展
が
、
需
給
関
係
を
揚

定
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
造
船
業
資
本
間
の
競
争
も
、
大
型
船
建
造

設
備
の
新
設
に
諸
資
本
を
か
り
た
て
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ

た
供
給
体
制
は
、
部
門
内
部
の
資
本
配
分
を
変
更
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
　
（
七
二
二
）

　
こ
れ
ら
の
二
点
に
つ
い
て
の
分
析
が
、
造
船
業
の
構
造
不
況
を
産
業

組
織
か
ら
明
ら
か
に
す
る
上
で
必
要
で
あ
る
。

；
市
場
構
造
の
変
化
と
構
造
不
況

　
昭
和
四
〇
年
代
の
造
船
業
に
お
げ
る
高
度
成
長
の
な
か
で
、
ど
の
よ

う
た
市
場
構
造
が
彩
成
さ
れ
、
そ
れ
が
た
ぜ
構
造
不
況
の
要
因
と
た
る

か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

　
産
業
組
織
再
編
政
策
が
こ
の
不
況
要
因
の
彩
成
を
促
進
さ
せ
た
が
、

こ
の
点
は
紙
幅
の
都
合
で
と
り
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
他
日
を
期
し
た

い
。

１
　
市
場
構
造
と
供
給
構
造

　
従
来
、
伝
統
的
な
産
業
組
織
論
で
は
、
市
場
構
造
を
雅
成
す
る
い
く

っ
か
の
要
因
が
ど
の
よ
う
た
市
場
成
果
を
も
た
ら
す
の
か
に
っ
い
て
、

．
次
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
。

　
た
と
え
ば
、
ベ
ィ
ソ
に
よ
る
と
、
市
場
構
造
を
規
定
す
る
要
因
と
し

で
売
手
集
中
度
、
製
品
差
別
化
の
程
度
、
参
入
阻
止
条
件
な
ど
を
あ
げ

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
市
場
に
お
け
る
諾
資
本
の
行
動
を
規
制
し
つ
つ
、

自
由
た
価
格
機
構
に
。
よ
る
資
本
配
分
の
機
能
を
変
更
し
、
技
術
的
な
効



率
や
配
分
効
率
に
ど
う
作
用
す
る
か
を
考
察
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
慢
性
的
た
設
備
遊
休
に
関
す
る
技
術
的
効
率
の
説
明
を
見

る
と
、
本
来
価
格
機
構
の
も
つ
べ
き
資
源
配
分
機
能
が
、
有
効
競
争
論

と
し
て
展
開
さ
れ
な
が
ら
も
、
依
然
と
し
て
基
準
に
１
お
か
れ
て
い
る
。

す
た
わ
ち
、
技
術
的
効
率
は
、
到
達
可
能
な
最
低
単
位
費
用
が
達
成
さ

れ
う
る
か
ど
う
か
で
主
に
判
断
さ
れ
る
。
も
し
、
慢
性
的
な
余
剰
能
力

が
最
低
費
用
を
高
め
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
技
術
的
に
非
効
率
と
な
る
、

　
　
（
１
）

と
い
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、
今
問
題
に
し
て
い
る
「
慢
性
的
た
も

　
　
　
（
２
）

の
以
外
の
」
過
剰
能
力
の
発
生
は
、
必
ず
し
も
非
効
率
的
な
も
の
と
は

断
定
さ
れ
な
い
。
あ
る
産
業
が
高
水
準
の
需
要
に
応
ず
る
だ
げ
の
「
ま

　
　
　
　
　
　
（
３
）

さ
に
ほ
ぽ
正
し
い
」
能
力
を
も
つ
こ
と
、
従
っ
て
景
気
後
退
期
に
は
利

用
さ
れ
な
い
能
力
を
持
つ
こ
と
を
、
非
効
率
的
と
決
め
る
の
は
合
理
的

　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

で
は
な
い
、
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
、
景
気
変
動
の
存
在
が
資
本
の
蓄

積
に
と
っ
て
前
提
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
長
期
平
均
利
潤
率
が
産
業
や
企

業
に
と
っ
て
問
題
だ
か
ら
、
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
る
短
期

の
損
失
が
、
長
期
的
に
見
る
と
別
の
短
期
の
超
過
利
潤
に
よ
っ
て
バ
ラ

ソ
ス
さ
れ
、
長
期
平
均
的
に
正
常
水
準
に
い
た
る
な
ら
ぱ
、
短
期
の
損

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

失
は
価
格
機
構
の
作
用
に
と
っ
て
問
題
と
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
構
造
不
況
と
産
業
組
織
（
山
本
）

　
景
気
循
環
過
程
で
発
生
す
る
過
剰
能
力
の
捉
え
方
は
産
業
組
織
論
で

は
以
上
の
通
り
で
あ
っ
て
、
価
格
機
構
の
作
用
を
変
容
す
る
要
因
の
分

析
の
際
に
は
、
短
期
の
過
剰
能
力
の
発
生
は
問
題
に
た
ら
な
い
。
し
か

Ｌ
、
構
造
不
況
と
し
て
の
設
備
過
剰
は
、
高
度
成
長
の
た
か
で
そ
の
発

生
の
条
件
が
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
今
回
の
不
況

は
、
循
環
的
な
回
復
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の

設
備
過
剰
に
現
わ
れ
る
構
造
不
況
は
、
市
場
構
造
に
規
制
さ
れ
る
資
本

配
分
の
あ
り
か
た
に
左
右
さ
れ
て
い
る
と
見
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
そ

れ
ら
の
一
つ
と
し
て
、
価
格
機
構
の
作
用
を
変
容
す
る
大
手
造
船
資
本

に
ょ
る
市
場
構
造
の
再
編
が
問
題
と
な
る
。

　
今
回
の
過
剰
設
備
を
以
上
の
よ
う
に
構
造
的
た
も
の
と
し
て
っ
か
ん

だ
上
で
、
こ
れ
を
市
場
構
造
の
わ
く
ぐ
み
で
と
ら
え
る
た
め
に
は
、
市

場
構
造
の
規
定
者
と
し
て
の
売
手
集
中
を
具
体
的
に
見
た
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
。
と
い
う
の
は
、
造
船
業
に
お
い
て
は
、
犬
手
造
船
資
本
を
中
心

と
す
る
生
産
の
集
積
・
集
中
は
能
力
や
シ
ヱ
ァ
の
集
中
度
が
上
昇
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
大
手
が
総
合
重
工
業
化
と
大
型
船
専
門
生
産
体
制
を

と
り
つ
つ
、
各
船
級
、
船
種
ご
と
の
市
場
で
重
点
的
に
集
中
度
を
高
め
、

杜
会
的
分
業
を
進
展
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
具
体
的
な
供
給
構

造
の
彩
成
を
媒
介
に
し
て
、
集
中
は
、
造
船
業
に
お
げ
る
資
本
の
有
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
（
七
二
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
六
号
）

配
分
を
、
技
術
的
効
率
の
点
で
非
効
率
的
な
も
の
に
す
る
条
件
を
移
成

す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
本
稿
で
は
市
場
構
造
を
供

給
構
造
か
ら
分
析
し
て
ゆ
く
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
特
に
昭
和
四
〇
年
代
後
半
の
設

備
投
資
競
争
と
集
中
に
よ
っ
て
彩
成
さ
れ
た
市
場
構
造
を
分
析
し
、
そ

こ
に
問
題
を
見
つ
げ
だ
そ
う
と
す
る
も
の
に
、
次
の
研
究
が
あ
る
。

　
た
と
え
ぱ
、
造
船
業
の
供
給
構
造
に
立
ち
入
っ
て
不
況
要
因
を
見
る

も
の
に
、
岡
庭
博
氏
が
あ
る
。
海
運
業
の
側
か
ら
、
海
運
不
況
に
対
し

て
造
船
業
が
は
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
、
次
の
よ
う

に
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
造
船
業
の
大
型
船
供
給
体
制
の
出
現
は
、

単
位
○
＼
弓
あ
た
り
の
船
価
コ
ス
ト
の
引
き
下
げ
、
，
従
っ
て
運
賃
原
価

の
引
き
さ
げ
を
可
能
に
し
、
新
し
い
大
型
船
需
要
を
喚
起
し
た
。
と
こ

ろ
が
逆
に
、
こ
の
需
要
と
供
給
と
の
相
互
関
係
の
下
で
、
造
船
業
は
投

下
し
た
設
備
の
償
却
と
新
た
な
蓄
積
条
件
と
経
営
安
定
と
を
確
保
す
べ

く
、
先
物
受
注
の
確
保
と
納
期
の
長
期
化
を
強
い
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
こ
と
が
、
本
来
受
注
生
産
を
主
と
す
る
船
舶
産
業
に
対
し
経
営
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

定
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
「
市
場
生
産
的
な
性
質
」
を

与
え
、
経
済
変
動
が
著
し
く
造
船
業
に
作
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と

い
う
の
で
あ
る
。
設
備
の
償
却
と
経
営
安
定
の
た
め
に
、
一
定
の
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
（
七
二
四
）

量
と
操
業
度
を
確
保
す
る
こ
と
が
、
造
船
業
を
船
価
や
建
造
費
の
変
動

に
一
層
左
右
さ
れ
や
す
く
し
た
と
い
う
点
は
、
単
に
固
定
費
の
圧
迫
の

指
摘
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
型
船
供
給
体
制
の
維
持
に
含
ま
れ
る
問
題
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
供
給
構
造
が
持
つ
問
題
に
つ
い
て
、
大
手
の
中
小
資
本
系
列
化

に
基
づ
く
い
わ
ゆ
る
分
業
体
制
が
、
構
造
不
況
の
要
因
彩
成
に
作
用
し

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ぱ
、
清
哺
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

氏
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
手
資
本
に
よ
る
特

定
工
場
の
大
型
タ
ソ
カ
ー
建
造
の
特
化
に
－
は
、
そ
の
大
型
船
あ
る
い
は

タ
ソ
カ
ー
建
造
に
ふ
さ
わ
し
い
労
働
の
編
成
や
機
械
編
成
を
必
要
と
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
労
働
と
生
産
の
効
率
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
大
量

生
産
と
連
続
生
産
・
作
菜
を
必
要
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
受
注
は
大
型

タ
ソ
カ
ー
ぱ
か
り
で
は
な
く
、
中
型
船
や
貨
物
船
が
混
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
大
型
船
供
給
体
制
の
効
率
を
あ
げ
、
工
程
を
撹
乱
し
な
い
よ
う
．

に
、
そ
の
他
の
船
種
や
船
型
を
別
工
程
、
別
工
場
で
造
る
こ
と
が
必
要

に
た
っ
た
。
こ
の
た
め
に
、
何
種
類
か
の
工
場
を
も
つ
大
手
造
船
業
で

も
、
受
注
量
が
増
加
し
各
工
場
へ
の
作
業
の
配
分
編
成
が
困
難
な
場
合

に
は
、
中
型
、
貨
物
船
た
ど
を
系
列
の
中
堅
・
中
手
企
業
に
委
託
生
産

し
た
。
こ
う
し
て
、
供
給
体
制
に
お
げ
る
分
業
関
係
が
成
立
し
た
。



と
こ
ろ
が
、
大
型
タ
ソ
カ
ー
需
要
減
少
の
際
に
、
大
手
は
中
型
船
、
貨

物
船
市
場
に
進
出
し
、
市
場
の
獲
得
と
系
列
企
業
の
整
理
統
合
を
行
な

っ
て
い
く
、
と
い
う
。
以
上
の
経
過
は
矛
盾
を
指
摘
し
て
な
い
が
、
不

況
期
の
大
手
の
行
動
を
見
て
、
逆
に
こ
れ
ま
で
の
供
給
構
造
の
形
成
を

ふ
り
返
る
と
、
問
題
は
次
の
よ
う
に
立
て
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ

ま
で
の
大
手
を
中
心
と
す
る
分
業
体
制
は
、
直
接
に
は
生
産
工
程
と
需

要
供
給
関
係
と
を
背
景
に
成
立
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
大
手
の

蓄
積
条
件
維
持
の
た
め
の
分
業
関
係
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
分
業
関

係
の
成
立
に
よ
っ
て
、
資
本
配
分
が
な
ん
ら
か
の
変
更
を
う
げ
て
い
る

と
見
な
げ
れ
ぼ
な
ら
た
い
。

（
１
）
ベ
イ
ソ
、
『
産
業
組
織
論
』
、
下
、
宮
沢
健
一
監
訳
、
四
二
二
頁
。

　
　
－
○
つ
・
霊
ぎ
Ｈ
己
易
ま
巴
○
Ｈ
琶
己
墨
巨
◎
員
畠
箪
ｏ
．
ｃ
ｏ
ｍ
ｏ
。
．

（
２
）
　
ベ
イ
ソ
、
『
同
書
』
、
下
、
四
ニ
ハ
頁
。
墨
ぎ
ミ
｝
Ｐ
・
。
ｏ
Ｈ
．

（
３
）
　
ベ
イ
ソ
、
『
同
書
』
、
下
、
四
ニ
ハ
頁
。
霊
ぎ
ミ
｝
Ｐ
・
。
２
．

（
４
）
　
ベ
イ
ソ
、
『
同
書
』
、
下
、
四
一
七
頁
。
雰
ぎ
ミ
ト
や
。
。
胃
．

（
５
）
　
ベ
イ
ソ
、
『
同
書
』
、
下
、
四
二
七
頁
。
墨
ぎ
ミ
｝
Ｐ
・
。
ぎ
．

（
６
）
岡
庭
博
、
「
海
運
成
長
の
理
論
（
３
）
」
、
『
海
運
』
、
第
五
七
四
号
、

　
昭
和
五
〇
年
七
月
、
三
二
頁
。

（
７
）
清
胸
一
郎
、
「
造
船
業
に
お
け
る
過
剰
設
備
削
減
と
雇
傭
調
整
」
、

　
『
機
械
経
済
研
究
』
、
オ
◎
・
－
－
・
七
八
年
六
月
、
六
三
～
六
五
頁
。

構
造
不
況
と
産
業
組
織
（
山
本
）

２
　
不
況
の
構
造
的
要
因

　
　
　
　
　
！
）
　
寡
占
的
市
場
構
造
の
形
成

　
昭
和
四
〇
年
代
の
造
船
業
に
お
け
る
設
備
投
資
は
、
大
手
造
船
資
本

を
中
心
と
す
る
集
中
・
系
列
化
を
伴
い
な
が
ら
展
開
さ
れ
、
寡
占
的
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

競
争
的
な
市
場
構
造
が
形
成
さ
れ
た
。

　
は
じ
め
に
、
大
手
造
船
資
本
に
よ
る
合
併
過
程
を
見
る
と
、
第
一
〇

表
の
よ
う
に
、
主
に
高
成
長
過
程
前
半
期
に
進
め
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
大

手
七
杜
の
体
制
に
業
界
が
再
編
成
さ
れ
て
い
る
。
各
大
手
の
合
併
目
的

を
見
る
と
、
合
併
に
よ
っ
て
主
に
∴
造
船
能
カ
の
増
加
と
生
産
規
模
の

拡
大
を
目
ざ
す
側
面
と
、
造
船
造
機
部
門
と
い
わ
ゆ
る
陸
上
部
門
と
を

結
合
し
総
合
重
工
業
化
を
め
ざ
す
側
面
と
が
あ
る
。
前
者
の
面
は
、
石

川
島
重
工
と
播
磨
造
船
、
石
川
島
播
磨
と
呉
造
船
、
三
井
造
船
と
藤
永

田
造
船
、
後
者
の
面
は
、
三
菱
三
重
工
の
合
併
、
住
友
機
械
と
浦
賀
重

工
（
こ
れ
は
事
実
上
は
住
友
の
造
船
部
門
へ
の
新
参
入
）
、
　
目
立
造
船
と
舞

鶴
重
工
の
合
併
な
ど
に
強
く
で
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
い
ず
れ
も
名
目
は
国
際
競
争
カ
の
強
化
で
あ
る
が
、
合

併
さ
れ
た
企
業
は
す
べ
て
当
時
の
準
大
手
、
中
堅
上
位
ぼ
か
り
で
あ
り
、

大
手
に
・
と
っ
て
蓄
積
上
重
要
な
条
件
を
構
成
し
て
い
る
。
た
と
え
ぱ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
（
七
二
五
）
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丁
町
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万

１
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三
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旧
へ

剛峠
業

　
９
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本
船

　
日
造
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丁
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丁
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１
７

　
　
１

　
　
年

頁
　
４
１
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和

～
　
昭

１
５

２
　
　
山

年
４
８
　
史

鷲
簸

，
２
９
本
，

）
～
日
年

に
６
６
液
４
８

』
２
戦
和

繋
昭

篇
嚇
舳

本
山
年
船

日
業
２
０
造

『
船
『
和
茜

註
荒
緒

．
随
躰
雌
会
券

　
，
『
輸
学
証

宏
，
舶
船
価

好
信
船
造
有

林
山
本
本
杜

小
片
日
日
各

）料資（

　
　
　
　
　
　
六
六
　
（
七
二
六
）

新
造
船
能
力
に
限
っ
て
も
、
播
磨
（
三
五
年
．
年
間
一
五

万
○
＼
弓
）
、
呉
（
四
二
年
・
年
間
四
一
万
○
＼
弓
）
、
藤
永
田

（
四
二
年
・
年
間
二
〇
万
一
Ｕ
＼
弓
）
、
浦
賀
（
四
四
年
．
年
問
二

五
万
ｏ
＼
弓
）
、
舞
鶴
（
四
六
年
・
受
注
量
七
二
万
一
Ｕ
＼
弓
）
が
、

合
併
に
よ
っ
て
大
手
に
集
中
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
シ
ヱ

ア
拡
大
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
手
内
で
合
併
企
業

は
分
業
関
係
を
担
っ
て
い
る
。
た
と
え
ぱ
、
石
川
島
播

磨
は
呉
を
合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
、
九
万
○
＼
弓
大
型

船
台
一
基
と
四
万
Ｏ
・
＼
↓
級
船
台
ド
ッ
ク
ニ
基
を
集
中

し
、
同
企
業
内
で
、
呉
は
大
型
船
建
造
工
場
の
中
核
と

な
っ
た
。
ま
た
住
友
機
械
は
浦
賀
を
合
併
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
八
万
○
＼
弓
船
台
一
基
と
中
型
船
船
台
三
２

四
万
○
＼
弓
二
基
な
ど
を
持
っ
こ
と
に
な
り
、
同
工
場

は
、
住
重
追
浜
が
完
成
す
る
ま
で
、
同
企
業
唯
一
の
大

型
造
船
工
場
と
な
っ
た
。
更
に
、
三
井
造
船
は
藤
永
田

を
合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
万
Ｕ
＼
弓
ク
ラ
ス
の
小

型
船
台
を
得
て
、
藤
永
田
は
同
企
業
内
で
小
型
船
建
造

を
う
げ
も
っ
た
。

　
ま
た
、
集
中
化
の
過
程
が
寡
占
的
市
場
に
お
げ
る
競



争
構
造
を
変
化
さ
せ
て
い
る
点
に
も
注
目
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
す

な
わ
ち
、
昭
和
三
九
～
四
〇
年
時
に
竣
工
量
で
見
る
と
、
上
位
の
二
杜

（
三
菱
、
石
播
）
、
そ
の
次
の
四
杜
（
旦
ユ
、
呉
、
三
井
、
鋼
管
）
、
そ
の
次

の
三
杜
（
川
重
、
浦
賀
、
佐
世
保
）
と
い
う
大
手
と
中
堅
と
の
競
争
構
造

が
見
ら
れ
た
が
、
昭
和
四
六
～
四
八
年
に
は
、
上
位
二
杜
（
三
菱
、
石

播
）
、
そ
の
次
の
五
杜
（
旦
止
、
三
井
、
鋼
管
、
川
重
、
住
重
）
、
そ
の
次
の

二
杜
（
佐
世
保
、
函
館
）
と
な
り
、
各
階
層
内
で
順
位
の
い
れ
か
わ
り
は

あ
る
も
の
の
大
手
問
で
階
層
が
固
定
化
し
て
お
り
、

工
割
合
は
昭
和
四
〇
年
に
一
三
・
五
％
あ
っ
た
の
で
、
も
し
こ
れ
ら
中

堅
企
業
が
順
調
に
生
産
量
を
伸
ぱ
し
て
い
た
と
仮
定
す
る
と
、
大
手
七

杜
は
吸
収
し
た
企
業
の
シ
ェ
ァ
だ
げ
は
集
中
度
を
上
昇
さ
せ
た
こ
と
に
－

な
る
。
た
だ
し
、
後
に
と
り
あ
げ
る
が
、
そ
の
後
、
昭
和
四
八
年
か
ら

五
二
年
に
か
げ
て
、
石
油
シ
ヨ
ッ
ク
後
の
不
況
期
に
、
需
要
構
造
の
変

化
が
激
し
く
大
手
を
ゆ
さ
ぶ
り
、
大
手
の
集
中
度
は
著
し
く
低
下
し
て

お
り
、
大
手
の
寡
占
体
制
の
変
化
と
競
争
の
激
化
を
示
し
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
大
手
七
杜
の
寡
占
体
制
が
成
立
し
て
い

る
。
以
上
の
よ
う
に
、
集
中
化
に
よ
っ
て
成
立
す

る
寡
占
的
市
場
構
造
は
、
第
一
に
大
手
の
蓄
積
条

件
の
彫
成
と
し
て
、
第
二
に
競
争
企
業
の
整
理
統

合
、
業
界
の
再
編
成
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
。

　
次
に
、
こ
う
し
た
合
併
に
よ
っ
て
生
じ
た
シ
ェ

ア
の
変
化
を
見
よ
う
。
第
一
一
表
で
見
ら
れ
る
よ

う
に
。
、
竣
工
実
績
を
と
り
、
昭
和
四
〇
年
代
初
め

と
合
併
運
動
の
終
っ
た
四
六
～
四
八
年
を
比
較
す

る
と
、
大
手
七
杜
の
集
中
度
は
上
昇
す
る
傾
向
に

あ
る
。
大
手
が
吸
収
・
合
併
し
た
中
堅
四
杜
の
竣

　
　
　
　
構
造
不
況
と
産
業
組
織
（
山
本
）
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年
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銀
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竣
　
　
に
　
　
に
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３
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料

注
　
　
　
　
　
資

六
七
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七
二
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立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
六
号
）

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
集
中
度
が
産
業
組
織
論
で
間
題
に
さ
れ
る
の

は
、
集
中
度
の
上
昇
が
、
一
般
的
に
は
産
業
再
編
と
協
調
型
市
場
へ
の

推
瞥
を
意
味
し
、
そ
し
て
も
し
寡
占
価
格
が
上
昇
傾
向
を
示
す
な
ら
ぱ
、

配
分
効
率
の
上
で
有
効
競
争
の
作
用
を
そ
こ
な
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で

　
（
２
）

あ
る
。
そ
こ
で
、
船
価
の
変
動
を
集
中
度
の
上
昇
と
の
相
関
関
係
か
ら

見
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
し
か
し
も
と
も
と
平
均
費
用
と
船
価
と
の
乖

離
の
度
合
に
対
す
る
集
中
度
の
作
用
が
間
題
な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
関
係
を
明
ら
か
に
し
得
る
資
料
が
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
寡
占
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

市
場
構
造
の
有
無
を
検
討
す
る
こ
と
で
補
完
す
る
。

　
そ
こ
で
、
集
中
度
の
上
昇
を
船
台
能
力
別
に
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

と
い
う
の
は
、
造
船
業
で
は
各
船
台
規
模
ご
と
に
そ
の
船
型
市
場
が
あ

り
、
あ
る
船
型
の
建
造
に
必
要
な
船
台
を
保
有
す
る
こ
と
は
、
そ
の
船

型
市
場
に
参
入
す
る
条
件
が
与
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
一
二
表
か

ら
、
昭
和
四
〇
年
代
前
半
、
四
〇
年
代
後
半
石
油
シ
ョ
ッ
ク
前
後
ま
で

の
大
型
船
・
中
型
船
の
市
場
に
お
け
る
大
手
と
中
堅
と
の
競
争
条
件
の

特
徴
を
つ
か
も
う
。

　
ま
ず
参
入
阻
止
条
件
を
見
る
と
、
昭
和
四
〇
年
代
前
半
期
に
五
万

○
＼
弓
以
上
の
船
台
で
は
、
大
手
六
杜
と
中
堅
二
杜
（
佐
世
保
、
浦
賀
）

以
外
は
参
入
し
得
て
い
な
い
。
同
様
の
こ
と
は
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半

六
八
　
（
七
二
八
）

）数基（中集リ
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７
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９
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７
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９
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７
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期
に
も
あ
て
は
ま
り
、
一
〇
万
○
＼
弓
以
上
の
船
台
で
は
大
手
七
杜
と

中
堅
二
杜
（
佐
世
保
、
函
館
）
し
か
保
有
し
得
て
い
な
い
。
こ
の
時
期
の

参
入
阻
止
要
因
は
、
主
に
資
本
力
と
販
売
力
で
、
最
低
必
要
資
本
量
は

次
の
よ
う
で
あ
る
。
二
〇
万
ｏ
＼
↓
の
船
台
は
、
旧
工
場
内
に
－
新
設
す

る
こ
と
が
む
つ
か
し
く
、
新
工
場
建
設
と
し
て
進
め
ら
れ
る
。
三
菱

（
香
焼
）
、
目
立
（
有
明
）
、
石
磨
（
知
多
）
な
ど
で
は
、
ド
ッ
ク
だ
げ
で

あ
れ
ぱ
五
〇
億
円
ぐ
ら
い
だ
が
、
機
械
、
建
物
、
土
地
を
含
む
と
三
百

～
四
百
億
円
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
石
油
シ
ー
ヨ
ッ
ク
後
に
完

成
し
た
一
五
万
ｏ
＼
弓
～
二
五
万
Ｕ
＼
↓
級
の
中
型
船
台
建
設
は
、
名

村
（
伊
万
里
）
、
佐
野
安
（
水
島
）
、
大
島
（
西
彼
杵
）
、
波
止
浜
（
多
度
津
）

な
ど
中
堅
資
本
に
よ
る
新
工
場
建
設
と
し
て
進
め
ら
れ
、
一
五
〇
～
二

〇
〇
億
円
必
要
と
さ
れ
た
。
大
型
船
台
建
造
は
中
型
と
比
べ
て
割
安
と

た
っ
て
い
る
が
、
大
型
船
台
建
造
に
。
は
、
中
型
の
ほ
ぼ
二
倍
の
資
金
を

必
要
と
す
る
。
こ
の
資
金
の
調
達
は
、
内
部
保
留
と
銀
行
の
援
助
の
有

無
に
か
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
と
と
も
に
。
大
量
受
注
能
力
の
有
無
が
参
入

障
壁
と
た
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
競
争
資
本
数
の
増
加
し
て
い
る
部
面
を
見
る
と
、
昭

和
四
〇
年
代
前
半
で
は
一
万
～
五
万
ｏ
・
＼
弓
級
の
中
型
船
市
場
が
あ

る
。
そ
こ
で
は
大
手
は
合
併
企
業
（
浦
賀
、
舞
鶴
）
を
含
め
て
も
、
船
台

　
　
　
　
構
造
不
況
と
産
業
組
織
（
山
本
）

を
三
六
か
ら
三
ニ
ヘ
減
ら
し
、
大
型
船
建
造
に
主
力
を
移
行
し
つ
つ
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
中
堅
企
業
は
こ
の
間
に
一
七
か
ら
二
九
へ
船
台
を
増

や
し
、
こ
の
ク
ラ
ス
で
の
競
争
激
化
の
条
件
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
昭
和

四
〇
年
代
後
半
に
は
船
型
大
型
化
に
と
も
な
い
、
五
万
○
＼
弓
級
の
船

型
市
場
へ
中
堅
資
本
が
進
出
し
、
こ
れ
ま
で
一
杜
一
船
台
で
あ
っ
た
も

の
が
一
〇
杜
一
〇
船
台
に
増
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
船
台
の
大
半

は
石
油
シ
ョ
ッ
ク
前
後
に
完
成
し
た
も
の
で
、
中
堅
一
〇
杜
（
佐
野
安
、

名
村
、
大
島
、
金
指
、
笠
戸
、
来
島
、
今
治
、
幸
陽
、
波
止
浜
、
常
石
）
の
う

ち
、
　
コ
ス
ト
カ
が
あ
る
と
さ
れ
る
五
杜
（
来
島
、
今
治
、
幸
陽
、
常
石
、

尾
道
た
だ
し
四
・
三
万
ｏ
＼
弓
）
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
が
受
注
を
確
保
で
き

ず
設
備
資
金
回
収
に
困
っ
て
お
り
、
利
益
を
あ
げ
う
る
意
味
で
は
参
入

し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
資
本
が
低
船
価

受
注
な
ど
に
よ
っ
て
当
核
市
場
に
存
続
し
得
る
の
で
、
市
場
の
側
か
ら

見
れ
ぱ
参
入
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
大
手
は
絶
え
ず
各
時
期
の
大
型
船
市
場
を
独
占

し
、
中
堅
は
主
に
中
型
船
市
場
を
蓄
積
条
件
と
し
て
大
手
と
競
争
し
て

い
る
。
こ
こ
に
、
資
源
の
有
効
配
分
を
そ
こ
な
う
条
件
が
あ
る
と
す
れ

ぱ
大
手
に
よ
る
船
台
集
中
が
破
行
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
手
の
中
型
船
台
が
昭
和
四
〇
年
代
後
半
に
縮
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
（
七
二
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
六
号
）

し
て
い
る
こ
と
に
現
わ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
大
手
に
よ
る
中
堅
・
中
手
企
業
の
系
列
化
が
市
場
構
造
を
ど

う
形
成
し
た
か
見
よ
う
。
系
列
化
の
進
行
状
況
は
第
二
二
表
の
と
抽
り

で
あ
る
。
系
列
化
さ
れ
る
企
業
は
、
生
産
能
力
で
見
る
と
、
中
堅
（
表

の
　
）
、
中
手
（
表
の
　
）
ク
ラ
ス
が
主
で
あ
る
。
提
携
が
進
め
ら
れ
た

時
期
は
、
さ
き
の
合
併
運
動
と
ほ
ぽ
同
じ
で
、
高
成
長
前
半
か
ら
石
油

シ
ヨ
ヅ
ク
前
ま
で
で
、
特
に
昭
和
四
〇
年
代
前
半
造
船
業
の
高
成
長
に

む
げ
て
、
業
界
の
再
編
成
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

提
携
内
容
を
見
る
と
、
業
務
提
携
、
技
術
援
助
、
役
員
派
器
、
株
式
保

有
の
全
て
に
わ
た
る
い
わ
ゆ
る
グ
ル
ー
プ
的
性
格
の
強
い
系
列
会
杜
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
昭
和
四
三
年
ま
で
は
五
杜
（
瀬
戸
田
、
目
本
海
、
佐
世

保
、
東
北
、
舞
鶴
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
石
油
シ
ヨ
ヅ
ク
ま
で
に
二
二

杜
に
増
加
し
て
い
る
（
表
中
の
全
て
の
欄
に
印
の
あ
る
企
業
）
。
こ
れ
ら
の

系
列
企
業
の
特
徴
は
、
大
手
の
グ
ル
ー
プ
企
業
と
し
て
分
業
・
補
完
関

係
に
あ
る
も
の
と
、
下
請
・
外
注
企
業
的
性
格
の
強
い
も
の
に
わ
げ
ら

れ
る
。
後
者
に
は
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
の
不
況
期
に
大
手
の
援
助
を
断

た
れ
倒
産
に
い
た
る
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ぱ
、
新
目
本
造
船
は
、
三

菱
が
大
株
主
の
目
本
郵
船
系
海
運
会
杜
の
債
権
の
回
収
が
で
き
ず
、
キ

ャ
ソ
セ
ル
も
あ
り
倒
産
し
た
。
臼
杵
鉄
工
も
石
川
島
播
磨
の
強
い
援
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
　
（
七
三
〇
）

を
う
げ
な
が
ら
も
、
最
終
的
に
は
手
を
ひ
か
れ
て
倒
産
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
、
系
列
化
は
大
手
の
側
か
ら
見
れ
ぱ
、
大
型
船
専
門
生
産

と
中
小
型
船
委
託
生
産
と
い
う
分
業
に
よ
る
供
給
体
制
の
維
持
を
可
能

に
す
る
。
し
か
し
、
さ
き
の
倒
産
の
例
や
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
の
グ
ル

ー
プ
の
中
核
的
な
佐
世
保
重
工
や
函
館
ド
ッ
ク
な
ど
に
対
す
る
大
手
の

援
助
の
し
か
た
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
系
列
化
は
大
手
に
と
っ
て
蓄

積
条
件
を
捗
成
す
る
か
ど
う
か
が
基
準
と
な
る
。
従
っ
て
系
列
化
は
、

第
一
に
、
一
面
で
は
、
グ
ル
ー
プ
内
の
分
業
に
よ
っ
て
生
産
効
率
を
高

め
つ
つ
も
、
そ
れ
が
大
手
造
船
資
本
の
蓄
積
促
進
と
い
う
側
面
か
ら
も

編
成
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
不
況
期
に
入
る
と
、
両
側
面
の
意
図
の
本

来
的
な
不
一
致
が
明
ら
か
と
た
る
。

　
ま
た
、
第
二
に
、
系
列
化
に
よ
る
競
争
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
見
る

と
、
大
手
七
杜
に
よ
っ
て
塘
和
四
〇
年
代
初
め
に
一
六
杜
（
う
ち
三
杜

合
併
）
が
グ
ル
ー
プ
化
さ
れ
、
石
油
シ
ヨ
ッ
ク
ま
で
に
系
列
企
業
は
二

四
杜
と
た
っ
た
。
し
か
し
、
競
争
関
係
を
基
本
的
に
制
限
し
う
る
よ
う

た
系
列
企
業
は
、
提
携
内
容
す
べ
て
に
わ
た
る
二
二
杜
の
う
ち
、
石
川

島
化
工
、
目
本
海
運
工
業
、
四
国
ド
ヅ
ク
、
大
阪
造
船
、
大
島
造
船
、

林
兼
な
ど
五
～
六
杜
に
す
ぎ
ず
、
い
わ
ゆ
る
過
当
競
争
を
排
除
す
る
に
１

は
至
っ
て
い
な
い
。
石
油
シ
ョ
ヅ
ク
ま
で
は
、
需
要
拡
大
に
よ
っ
て
、
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９
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携
度

提
年業企
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＠
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○
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２
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島
止
（

　
ー
　
　
　
ヒ
日

　
１
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↓
コ
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石
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金
神

４
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４
１

帥
杵恰
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臼
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○
●

×
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道
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造
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尾
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内

○
　
○
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○

○
○
○

○
○
○

４
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４
１

４
１

船
道
田

合（
　
戸

鶴舞
尾
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○
　
　
●
●

○
●
　
○
●

○
×
×
○
●

○
●
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○
●
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海
石
指
国
陽

一
本目
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金
四
幸

○
　
　
○

○
○
○
○

○
　
○
○

４
２

４
２

４
１

４
１

４
２

船
海
石
指
国

合臥
本
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目
常
金
四

船造井三

○　島来
４
１島来工重崎Ｈノ

○
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●

○
○
○
●
●

○
○
○
●
●

○
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●

　
　
　
　
　

保
劉
北
館
崎

世
よ

世
佐
に

（

　
兼

佐
林
東
函
櫓

○
　
○

○
　
○

○
○
○

○
○
○

４
１

４
１

４
３

保
兼
北

世佐
林
東
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●
●

●
●

●
●

×
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安
ハ
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阪
弁

野
大
合

（

　
島

佐
大

４
３安野佐機重友住

業企つもを
力
。

旨
頁
ム
胃
０

造
ｕ

建
，

の
１
２

肌
肚
ぶ

も
　
　
　
・
３

た
　
／
丁
年
ユ

え
一
Ｇ
４
４
２
・

ふ
業
万
和
１
３

く
企
－
昭
，

し
の
で
・
年

－
新
上
満
峨
〃

一
以
未
帆
，

●
パ
ー
・
・
勤

　
Ｇ
Ｇ
山
要

似
万
万
査
計

も
１
０
１
０
調
統

　
　
銀
船

た
産え

年
喚
唯

当
］
こ

が
時
、
行
局

携
年
　
銀
舶

－
提
鳩
．
業
船

　
　
一
興
省

ル
ゆ
ゆ
本
輸

　
　
日
運

リ
２
〕　

　
）

）
　
　
料

注
　
　
資

（
　
　
　
　
　
　
（

構
造
不
況
と
産
業
組
織
（
山
本
）

七
一
　
（
七
三
一
）
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■
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叫
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９

４
８
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４
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工
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２
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町
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／
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５
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０
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Ｔ

丁
叫

０
万

１
９

　
．

　
／

　
Ｇ
Ｔ

千
叫

那
。
万

娯
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丁
町

５
万瑚有○

丁
叫
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万

３
２＠

／
丁鵜

雛

◎
◎
＠
　

　
丁
割

町
分

千
３
／
丁

葉
轟
鵜

千
２
１
千
建
２
５

◎
　
　
　
＠

丁
町

０
万

ｕ　

Ｔ
）

／
ク

Ｇ
ツ

万
ド

３
０
３

徴
◎工着出坂◎

Ｔ／Ｇ万
３
０津　

／
丁

瞭

　
６観

総

＠
　
　
＠

Ｔ
｝

７
万潮

Ｏ

Ｔ／Ｇ万
０
８１＠

Ｔ
｝

１
万潮

追　Ｔ／Ｇ万
１
７浜追◎

　
　
）

　
　
Ｔ

　
　
／

輯

綴
砺

◎
＠
Ｇ

頁
瓦

７
５

３
　
１・

１
頁

月
Ｌ
５

３
　
　
　
０

　
ｏ
・
４

年
Ｎ
　
，

４
４
　
　
年

和
７
年
似

昭
鯖

一
可
昭
，

１
２
３
・
巻

巻
１
６
２

１
７
帆
第

第
Ｎ
　
，

　
　
』

山
山
史

報
査
船

月
調
造

査
銀
和

調
興
昭

『
■
　
『
１
　
　
『
’

行
汀
会

銀
銀
学

発
業
船

開
興
造

本
本
本

日
　
日
　
日

）料資（

こ
の
よ
う
た
問
題
が
被
わ
れ
て
い
た
だ
げ
で

あ
る
。最

後
に
、
大
手
造
船
資
本
間
の
集
積
・
集

中
の
経
過
を
見
よ
う
。
寡
占
間
の
競
争
的
構

造
が
明
ら
か
と
な
る
。
第
一
四
表
は
、

大
型

船
台
の
新
設
・
拡
張
・
合
併
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
特
徴
を
あ
げ
る
と

、
昭
和
三

九
～
四
一
年
に
は
七
杜
で
、
新
設
四
、

二
、
合
併
一
が
行
な
わ
れ
、

拡
張

昭
和
四
二
～
四

四
年
に
は
七
杜
で
、
新
設
四
、

拡
張
二
、
合

併
三
が
行
な
わ
れ
、
昭
和
四
六
～
四
九
年
に

は
七
杜
で
、
新
設
八
、

拡
張
三
、
合
併
一

行
な
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、

が

こ
れ
ら
の
三
期

の
参
加
企
業
や
設
備
投
資
の
さ
れ
か
た
の
重

点
た
ど
を
見
て
も
、
そ
れ
が
競
争
的
行
動
と

し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
、

各
杜
の
協
調

の
結
果
な
の
か
明
ら
か
に
す
る
証
拠
は
な

（
４
）い

。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
設
備
投
資
が
、

需
要
増
大
を
背
景
と
し
て
、
各
時
期
に
各
杜
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４
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万
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１
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万
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万

１
５＠

　
Ｔ
　
／
　
Ｇ

　
万
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Ｔ
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ツ

万
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５
１
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丁
町

８
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４
１

４
０

３
９

丁
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０
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長○工重三菱三＠

丁
叫
船

万
造

２
６
屋

岸
古

根
名

ｏ
　

Ｔ／Ｄ万
３
５堺◎）年

３
８（工着堺¢

業企

業
　
　
麿

工
　
　
　
播

重
　
　
鳴

菱
　
　
　
刀

三
　
　
石

Ｔ／Ｇ万
５
０９

叫
－
万馳玉◎

／
Ｔ

Ｄ
万

１
５葉千　

Ｔ／Ｄ万
２
５１　

船造立日

丁
叫

０
万醐

工着出坂◎

船造井三

工重崎Ｈノ

管鋼本目

機重友住

　
　
頁

　
　
５
３

　
　
２
，
頁

）
　
　
１
０
９
１

間
　
　
ｏ
・
１

件
　
Ｎ
兀

　
　
，
　
Ｑ
Ｊ

績
　
　
月
１
８

実
　
　
７

産
　
　
・
年

生
　
　
６
４
１

　
　
年
和

計
　
　
４
３
昭

合
　
　
和
　
，

力
　
昭
一

能
　
山
み

産
　
報
歩

生
　
　
月
の

¢
　
査
年

　
　
調
２
０

併
。
『
『

合
書
　
，
，

＠
告
行
合

　
報
銀
組

張
券
用
出

拡
証
信
輸

＠
価
期
舶

　
有
長
船

設
杜
本
本

新
各
日
日

０
　
）

）
料

注
資

（
　
（

構
造
不
況
と
産
業
組
織
（
山
本
）

に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
同
じ
規
模
で
行
な
わ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
は
、
寡
占
的
で
あ
り
な
が

ら
競
争
を
ひ
き
お
こ
す
構
造
を
彩
成
し
て
い

る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
造
船
業
に
お
け
る
昭
和

四
〇
年
代
の
高
蓄
積
の
過
程
で
、
合
併
に
よ

る
蓄
積
条
件
の
整
備
、
設
備
集
中
に
。
よ
る
市

場
支
配
、
系
列
化
に
よ
る
分
業
の
成
立
と
蓄

積
条
件
の
形
成
が
大
手
の
側
に
１
も
た
ら
さ
れ

た
。
ま
た
大
手
問
で
は
、
設
備
投
資
が
一
面

で
は
協
調
的
に
進
め
ら
れ
、
同
時
に
各
資
本

間
の
競
争
構
造
も
彩
成
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う

．
な
、
寡
占
的
で
競
争
的
た
市
場
構
造
の
下
で
、

供
給
構
造
に
立
ち
入
っ
て
考
察
す
る
た
ら
ぱ
、

こ
れ
ら
諸
要
因
が
不
況
を
構
造
的
に
す
る
こ

と
に
な
る
。

（
１
）
　
寡
占
的
市
場
構
造
の
形
成
に
は
、
造
船

　
業
に
対
す
る
市
中
銀
行
、
目
本
開
発
銀
行

　
（
計
画
造
船
）
、
目
本
輸
出
入
銀
行
（
輸
出

　
七
三
　
（
七
三
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
六
号
）

　
　
船
）
た
ど
の
金
融
政
策
が
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
が
、
本
稿
で

　
　
は
、
金
融
支
配
の
構
造
に
た
ち
入
っ
て
考
察
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の

　
　
で
、
大
手
造
船
資
本
が
直
接
行
た
っ
た
市
場
再
編
成
を
見
た
◎

（
２
）
小
林
好
宏
氏
に
よ
る
と
、
日
本
造
船
業
は
合
併
・
集
約
化
に
よ
っ

　
　
て
、
価
格
決
定
に
対
し
て
あ
る
作
用
を
及
ぽ
し
、
技
術
的
、
配
分
的
効

　
　
率
に
問
題
の
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
さ
れ
る
（
「
造
船
」
、
『
目
本
の

　
　
産
業
組
織
１
』
、
熊
谷
尚
夫
編
、
二
〇
六
、
二
〇
七
頁
）
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
、
造
船
業
の
市
場
を
、
多
品
種
注
文
生
産
に
も
と
ず
く
独

　
　
自
な
供
給
構
造
か
ら
分
析
す
る
な
ら
ぱ
、
個
々
の
企
業
の
総
生
産
量
を

　
　
も
と
に
し
た
集
中
度
（
こ
れ
が
造
船
業
に
与
え
る
作
用
は
大
き
く
、
特

　
　
に
資
金
力
、
販
売
力
は
総
生
産
量
の
集
中
度
か
ら
生
み
だ
さ
れ
る
が
）

　
　
と
は
別
の
市
場
構
造
上
の
問
題
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）
寡
占
価
格
が
長
期
安
定
的
に
維
持
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
・
集
中
度

　
　
と
価
格
変
動
と
の
相
関
関
係
か
ら
つ
か
む
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。
問
題

　
　
は
、
ど
の
よ
う
な
構
造
の
上
で
、
独
占
に
と
っ
て
適
正
利
潤
の
得
ら
れ

　
　
る
価
格
が
形
成
さ
れ
る
か
を
示
す
こ
と
で
あ
る
（
新
田
俊
三
・
越
後
和

　
　
典
、
「
寡
占
価
格
彩
成
の
新
機
構
」
、
『
経
済
評
論
』
、
昭
和
五
一
年
三

　
　
月
、
八
七
頁
）
。

（
４
）
　
た
だ
し
、
海
運
造
船
合
理
化
審
議
会
の
答
申
「
今
後
の
造
船
施
設
の

　
　
整
傭
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
（
昭
和
四
二
年
、
四
五
年
、
四
六
年
）
が
、

　
第
二
、
第
三
期
の
設
備
投
資
の
ブ
ー
ム
を
画
期
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

　
な
産
業
政
策
は
、
大
手
間
の
許
可
申
講
時
の
協
調
と
建
設
や
受
注
期
の

　
競
争
と
を
促
進
す
る
。

七
四
　
（
七
三
四
）

　
　
　
　
　
２
）
　
供
給
構
造
の
編
成

　
　
寡
占
的
市
場
構
造
の
下
で
、
造
船
資
本
の
競
争
は
特
定
の
供
給
構
造

を
形
成
し
、
需
要
構
造
も
こ
れ
に
規
制
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
需
要

　
．
供
給
関
係
で
、
造
船
業
が
主
導
す
る
需
要
構
造
が
ど
う
形
成
さ
れ
る

か
を
見
る
。
次
に
、
大
手
を
中
心
と
す
る
供
給
体
制
、
分
業
関
係
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で
、
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
造
船
業
の
高
成
長
期
に
形
成
さ
れ
た
市
場
構
造
は
、
や

は
り
端
緒
的
に
は
大
型
タ
ソ
カ
ー
需
要
の
増
加
に
先
導
さ
れ
て
い
る
◎

需
要
の
構
造
は
、
昭
和
四
〇
年
代
か
ら
石
油
シ
ヨ
ヅ
ク
後
も
貨
物
、
中

小
型
船
需
要
の
安
定
的
な
維
持
と
昭
和
四
〇
年
代
後
半
の
大
型
タ
ソ
カ

ー
需
要
の
急
増
と
で
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
以
下
で

の
考
察
は
、
主
に
変
化
の
中
心
で
あ
っ
た
タ
ソ
カ
ー
需
要
と
船
価
及
び

供
給
構
造
に
現
わ
れ
る
競
争
関
係
を
対
象
と
す
る
。

　
　
　
　
　
ｃ
ｏ
　
船
価
と
需
要
構
造

　
船
価
は
、
価
値
的
に
は
一
般
に
原
材
料
費
、
工
費
間
接
費
、
諸
経
費
、

利
潤
な
ど
の
合
計
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
が
、
同
時
に
需
要
と
供
給
と

の
関
係
に
左
右
さ
れ
観
制
を
う
げ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
船
価
変
動
を
媒

介
に
し
て
、
造
船
業
は
各
船
種
、
船
型
市
場
で
資
本
配
分
の
修
正
を
う

げ
、
そ
れ
に
応
じ
た
産
業
組
織
を
彩
成
す
る
。
そ
こ
で
ま
ず
船
価
が
そ
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０
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費
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３
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年
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４
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０
３
３
～
，
年
発
，

～
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～
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０
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０
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２
４
６
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３
－

　
　
　
　
）

）
　
　
　
　
料

注
　
　
　
　
　
資

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

構
造
不
況
と
産
業
組
織
（
山
本
）

の
構
成
か
ら
見
て
ど
う
決
ま
る
か
を
示
し
、
そ
れ
を
基

準
に
し
た
需
要
・
供
給
関
係
の
な
か
で
、
船
価
の
変
動

が
造
船
業
に
い
か
な
る
作
用
を
及
ぼ
し
た
か
を
見
る
。

　
船
価
の
各
要
素
構
成
割
合
を
大
型
タ
ソ
カ
ー
で
見
る

と
、
第
一
五
表
の
よ
う
に
－
な
る
。
昭
和
四
〇
年
代
後
半

に
は
、
一
〇
万
Ｏ
＼
弓
級
タ
ソ
カ
ー
で
は
、
原
材
料
費

が
総
原
価
の
五
七
％
を
占
め
る
。
こ
れ
に
対
し
、
工
費

・
問
接
費
は
二
七
％
で
、
こ
の
う
ち
直
接
の
造
船
工
程

へ
の
支
抵
い
は
二
〇
％
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

こ
れ
ら
の
割
合
は
、
昭
和
四
〇
年
代
初
め
か
ら
昭
和
五

〇
年
代
に
か
け
て
変
化
し
て
お
り
、
原
材
料
費
は
七
〇

％
か
レ
六
〇
％
へ
減
少
し
、
逆
に
工
費
・
間
接
費
は
二

〇
％
か
ら
三
〇
％
へ
増
加
し
て
い
る
。
原
材
料
費
の
割

合
が
低
下
し
て
い
る
の
は
、
船
型
の
大
型
化
に
。
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
く
、
工
費
の
増
加
は
、
賃
金
上
昇
と
資
本

費
負
担
の
増
加
を
表
現
し
て
い
る
も
の
、
と
考
え
ら
れ

る
。

　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
費
用
の
な
か
で
、
造
船
資
本
と
の

競
争
関
係
で
決
ま
る
も
の
は
、
主
に
原
材
料
費
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
七
五
　
（
七
三
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
六
号
）

（
賃
金
上
昇
は
原
価
を
規
定
し
、
資
本
配
分
の
し
方
に
作
用
す
る
大
き
た
要
因

で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
階
級
関
係
で
決
ま
る
側
面
も
あ
り
、
諸
資
本
の
競
争
関

係
を
表
現
す
る
市
場
構
造
を
直
接
に
は
観
定
し
な
い
の
で
省
い
た
）
こ
の
原
材

料
費
の
な
か
で
、
主
な
競
争
関
係
に
あ
る
も
の
は
、
造
船
業
と
鉄
鋼
独

占
と
の
競
争
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
鋼
材
価
格
に
っ
い
て
検

討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
鋼
材
（
二
一
昌
昌
～
の
厚
板
）
の
購
入
価
格
は
、
昭
和
四
〇
年
代
初
め

か
ら
四
七
年
度
前
半
期
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
ト
ソ
当
り
四
万
四
千
円
～
四
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

万
六
千
円
の
問
に
あ
り
、
安
定
的
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
時
期
に

は
少
た
く
と
も
鋼
材
価
格
が
船
価
を
強
く
変
動
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。

い
い
か
え
れ
ぱ
、
こ
の
時
期
の
船
価
の
上
昇
に
、
工
費
と
鋼
材
以
外
の

原
材
料
費
増
加
に
よ
る
影
響
と
を
除
げ
ぱ
、
需
給
関
係
の
変
動
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
鋼
材
価
格
は
昭
和
四
〇
年
を
一
〇
〇
と
す
る
と

四
六
年
末
に
は
一
〇
四
・
五
で
あ
っ
た
が
、
船
価
は
大
型
タ
ソ
カ
ー
国

内
計
画
造
船
で
の
場
合
同
様
の
比
較
で
四
六
年
末
に
は
一
一
一
・
三
と

な
き
。

　
と
こ
ろ
が
、
石
油
シ
ヨ
ッ
ク
前
後
か
ら
鋼
材
価
格
が
上
昇
し
始
め
、

べ
ー
ス
価
格
で
見
る
と
、
昭
和
四
六
年
に
一
二
昌
昌
厚
板
ト
！
当
り

三
万
八
千
円
（
輸
出
船
用
）
～
四
万
円
（
国
内
船
用
）
が
、
四
九
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
　
（
七
三
六
）

に
は
ま
だ
四
万
一
千
円
と
徐
々
に
上
昇
し
て
い
た
が
、
四
九
年
六
月
か

ら
五
一
年
六
月
ま
で
に
六
万
二
千
三
百
円
と
な
り
、
石
油
シ
ヨ
ツ
ク
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

の
原
料
騰
貴
を
反
映
し
て
急
上
昇
し
て
い
る
。
船
価
に
占
め
る
鋼
材
そ

の
他
の
構
成
は
昭
和
四
六
年
当
時
と
大
差
が
な
い
の
で
、
こ
れ
だ
け
で

は
厳
密
で
な
い
が
総
原
価
も
鋼
材
価
格
と
同
じ
よ
う
に
五
一
年
に
は
一

．
五
五
～
一
・
六
六
倍
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ

こ
で
、
船
価
を
見
る
と
二
〇
万
Ｕ
＼
弓
タ
ソ
カ
ー
で
国
内
計
画
造
船
、

輸
出
船
と
も
に
、
昭
和
四
六
年
を
一
〇
〇
と
す
る
と
五
一
年
に
は
一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

八
～
ニ
ハ
○
と
上
昇
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
万
Ｕ
＼
弓
級
の
超

大
型
タ
一
ソ
ヵ
ー
の
受
注
は
、
す
で
に
昭
和
五
〇
年
度
に
は
前
年
の
わ
ず

か
一
五
劣
二
一
隻
に
減
少
し
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
船
価
が

こ
の
よ
う
に
上
昇
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
船
価
が
一
面
で
は
需
要

供
給
関
係
に
左
右
さ
れ
な
が
ら
、
受
注
契
約
交
渉
を
通
じ
て
、
不
況
期

に
も
造
船
業
の
原
価
が
船
舶
需
要
資
本
に
対
し
て
船
価
を
あ
る
程
度
決

定
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
。
、
原
価
と
船
価
の
関
係
は
好
況
期
と
不
況
期
で
多
少

異
な
る
が
、
鉄
鋼
独
占
と
造
船
資
本
と
の
関
係
を
こ
の
厚
板
価
格
と
船

価
の
動
き
か
ら
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
石
油
シ
ヨ
ヅ
ク
ま
で
厚
板

価
格
が
安
定
的
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
両
者
が
激
し
い
競
争
関
係



に
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
石
油
ツ
ヨ
ッ
ク

後
の
厚
板
価
格
の
上
昇
が
船
価
上
昇
と
対
応
し
て
い
る
と
い
う
事
実
か

ら
は
、
鋼
材
メ
ー
カ
ー
と
造
船
資
本
（
今
問
題
に
し
て
い
る
大
型
．
超
大

型
船
型
生
産
者
）
と
が
共
に
寡
占
的
で
あ
っ
て
、
鋼
材
値
上
げ
を
あ
る

程
度
船
価
に
転
稼
し
得
る
関
係
に
あ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
は

ま
た
、
造
船
大
手
が
独
占
で
あ
り
、
需
給
関
係
の
変
動
に
よ
っ
て
機
能

す
る
価
格
機
種
の
作
用
に
対
し
て
、
あ
る
変
更
を
加
え
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
由
な
価
格
機
構
の
下
で
あ
れ
ば
船
価
が

暴
落
し
そ
の
市
場
か
ら
資
本
が
引
き
あ
げ
ら
れ
る
は
ず
の
も
の
が
、
船

価
維
持
に
よ
っ
て
、
需
要
構
造
の
変
化
に
一
致
し
な
い
資
本
配
分
が
行

た
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
次
に
、
こ
の
よ
う
な
原
価
を
基

準
に
し
て
、
船
価
が
需
要
構
造
を
ど
う
規
制
す
る
か
を
見
よ
う
。

　
ま
ず
タ
ソ
カ
ー
需
要
拡
大
の
さ
き
が
げ
と
な
っ
た
昭
和
三
〇
年
代
末

か
ら
四
〇
年
代
初
め
の
船
価
の
推
移
を
見
よ
う
。
第
一
六
表
で
示
す
よ

う
に
、
造
船
業
に
と
っ
て
は
同
船
型
で
船
価
は
わ
ず
か
に
上
昇
し
始
め
、

い
わ
浄
る
「
利
益
な
き
繁
忙
期
」
を
脱
し
つ
つ
あ
る
。
発
注
者
側
か
ら

見
れ
ぱ
、
船
型
の
大
型
化
に
と
も
な
っ
て
、
ｏ
＼
弓
当
り
の
単
価
は
低

下
し
、
大
型
船
発
注
へ
の
刺
激
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
四
〇

年
代
後
半
に
タ
ソ
カ
ー
ブ
ー
ム
を
迎
え
、
船
価
は
第
一
七
表
の
よ
う
に
・
、

　
　
　
　
構
造
不
況
と
産
業
組
織
（
山
本
）

昭
和
四
七
年
に
一
時
低
下
し
た
（
円
切
り
上
げ
に
よ
る
輸
出
船
価
の
切
り
下

げ
が
影
響
し
て
い
る
）
も
の
の
、
全
体
と
し
て
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
．
造
船
市
況
が
一
般
に
好
調
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い

る
。
ま
た
、
船
型
別
の
単
位
ｏ
＼
↓
あ
た
り
の
船
価
は
、
昭
和
四
八
年

で
比
較
す
る
と
、
五
万
～
八
万
一
Ｕ
＼
↓
に
対
し
、
二
〇
万
～
二
五
万

Ｕ
＼
↓
で
は
約
三
六
％
低
下
し
、
こ
こ
で
も
大
型
化
の
メ
リ
ヅ
ト
は
大

き
い
。
ま
た
、
船
型
ご
と
の
船
価
の
変
動
を
み
る
と
、
二
〇
～
三
五
万

一
Ｕ
＼
弓
級
は
比
較
的
に
安
定
的
な
変
動
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
八

万
～
二
〇
万
一
Ｕ
＼
弓
級
は
変
動
幅
が
大
き
い
。
前
者
は
売
手
と
買
手
と

が
共
に
協
調
的
寡
占
的
で
あ
る
の
に
。
対
し
、
後
者
は
両
者
問
、
両
者
内

都
に
お
い
て
も
競
争
的
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　
次
に
、
石
油
シ
ヨ
ッ
ク
後
の
船
価
の
変
動
を
第
一
八
表
で
み
よ
う
。

い
く
っ
か
の
特
徴
を
あ
げ
る
と
、
世
界
市
場
に
お
い
て
は
、
需
要
減
少

に
と
も
た
っ
て
超
大
型
・
大
型
タ
ソ
カ
ー
船
価
は
四
八
年
か
ら
五
二
年

に
－
低
下
し
、
船
舶
市
況
を
反
映
し
て
い
る
が
、
五
三
年
に
は
ま
だ
建
造

意
欲
は
全
く
停
止
し
て
い
る
も
の
の
、
船
価
は
若
干
値
上
り
を
見
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

お
り
、
各
国
の
船
価
維
持
政
策
が
作
用
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
傾
向
は
発
注
量
が
安
定
的
な
バ
ル
ク
キ
ャ
リ
ヤ
ー
に
つ
い
て
も
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
　
（
七
三
七
）
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６第

立
命
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済
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８

Ｄ

一

一

■

ｉ

８

千

一
８
７

～

０

３

９

８

１

１

Ｔ／

１
↓
（
０

Ｄ

・

一

Ｏ
）
Ｏ
ｕ

千

一
８
９

～

～

３９

Ｏ

（
ｏ
４

８

８
８

１

１

Ｔ

７

０

／

６

９

Ｏ

Ｄ

９

１

千

～
８
９

３

一
～

～
９
３

３

３

一

０

９

７

９

９

■

‘

Ｔ

０

０

／

０
０

８

Ｄ

１
↓
１
↓

９

千

～

～
ｏ
ｏ
～

０
Ｊ
（
）

０
６
一

１
１
一
Ｆ
Ｏ

一

０

１

○
リ
Ｏ
）

９

６

１

１

Ｔ

５

／

Ｏ
ｏ
ｏ

Ｄ

１
１
一
〇
ワ

千

～

～

一
２
０

一
Ｌ
ｏ
３

一

一

－

１

０

Ｏ
）
ｑ
ｕ

５

１

１

月

月
月

月
月

月
月

２

月

３

６

２

３

２

１

１

１

３

年

～

～

～

～

～

～

０

～

１

４

Ｏ

１

Ｏ

１

１

１

１

約契

年

年

８

年

年

９

Ｏ

１

３

３

４

４

　
頁

　
２
６

　
２

　
山

　
み

　
歩

　
の

　
年

　
２
０

　
『

積
合

実
組

可
出

許
輸

造
舶

建
船

省
本

輸
日

運
　
）

）
料

注
資

（
　
（

）Ｔ／Ｄ／円千（

移
．

推の価船カソタ船出輸表
１
７第

年

一

６

一

８

６

２

９４

一
６
・
５
・
９
・
０
・
一

’
０
’
０
７
・
ｎ
Ｚ１

．
年

７

５

０

８

２

７

３

９

８４

５
７
６
２
４

４
４
４
５
［
ｏ

６
２
８

Ｅ
０
７
‘
Ｏ
Ｊ

１
年

２

６

５

１

２

５

７

３

７４

９
９
９
２
４
５
０

３
３
３
４
４
４
５

３９

１
年６４

い
”
”
一
“
“
Ｈ
一

４
４
４

Ｆ
Ｏ
（
Ｏ
Ｑ
Ｊ１

１
年

４

７

５

２
ｏ
ｕ

１
ー
コ
ー
〇
一
〇
〇
）
［
ｏ

一

■

４

３
３
４
３
４

’
上

型

満

以
～
～

～

～

～

～
未

／
Ｔ
／
Ｔ
／
Ｔ
／
Ｔ
／
Ｔ
／
Ｔ
／
Ｔ
／
Ｔ

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

船

千
千
千
千
千
千
千
千

０

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

０

０

Ｏ

５
５
０
５
０
８
５
５

ｏ
ｏ
２
２
１
１
↓

　
○

　
頁

　
１
８

　
月

　
５

　
年

　
５
０

　
和

　
昭

　
↓

　
向

　
動

　
の

　
況

　
市

　
船

　
出

　
輸

　
る

　
け

　
お

　
に

　
近

　
最

ｏ
　
「

る
　
，

よ
合

に
組

均
出

平
輸

重
舶

加
船

は
本

価
目

船
　
）

）
料

注
資

（
　
（

　
　
　
　
七
八
　
（
七
三
八
）

え
る
。
こ
れ
に
対
し
、
輸
出
船
船
価
は
、
世
界
市

場
に
。
お
げ
る
船
価
の
低
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全

体
と
し
て
上
昇
し
て
い
る
。
ま
た
、
需
要
の
中
心

が
超
大
型
タ
ソ
ヵ
ー
か
ら
移
っ
て
き
た
バ
ル
ク
キ

ャ
リ
ヤ
ー
の
船
価
は
、
昭
和
四
九
、
五
〇
年
に
一

時
低
下
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
上
昇
を
っ
づ
げ
て

お
り
、
船
舶
市
況
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
れ
と
逆

に
、
需
要
が
著
し
く
減
少
し
た
超
大
型
タ
ソ
カ
ー

は
、
石
油
シ
ヨ
ヅ
ク
後
価
格
低
下
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
需
要
激
減
が
強
く
船
価
に
作
用
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
型
タ
ソ
カ

ー
は
、
需
要
の
減
少
し
た
石
油
シ
ヨ
ッ
ク
後
も
船

価
が
上
昇
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
さ
き
に
見
た

原
価
上
昇
が
反
映
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
造
船

業
者
が
契
約
時
に
、
あ
ら
か
じ
め
引
き
渡
し
期
問

ま
で
の
労
賃
や
資
材
の
高
騰
を
原
価
計
算
し
、
契

約
価
格
を
決
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し

て
、
こ
の
よ
う
な
契
約
方
法
を
と
り
つ
つ
、
や
は

り
造
船
業
の
製
造
原
価
が
大
型
タ
ソ
カ
ー
を
決
定
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１
０
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９
）
Ｑ

５
）
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３
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ク
ル
バ
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＠
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９
０

２
６
６

０
８
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７
４
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４
２
１
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砺
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２
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６
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３
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１

ｕ

１
２

＠
眠
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８
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１
０
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４
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ｏ

ク
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０
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０

１
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１
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１
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０
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７
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０
３
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ｕ
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ｕ
１

一

島
叩
　
１
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４
９

６
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９

７
５
７

３
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９

◎
砕
　
８

２
５

２
８

２
２

１
６

１
６

２
０

務
叩
　
２

７
５
ト
８

８
９
１
一
８

楓 ０
）
１
０
（

５
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６
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６

◎
決
　
２

４
７

Ｆ
０
４
０

２
４
４

４
４
５

９
５
６

‘

島
叩
　
２

４
７

４
２

３
８

胆

３
２

３
８

年
４
８

年
犯

年
５
０

年
５
１

年
５
２

年
５
３

　
　
　
　
　
９

　
　
　
　
　
７

　
　
隻
　
　
　
１
９

　
　
１

　
　
／
　
　
靭

　
　
ル
　
　
年

　
　
ド
　
一
。
運

・
　
万
　
表
海

数
　
百
　
付
協

鵬
榊
急

－
姉
郁
会

州
｝
鶉

胤
耶
剛
榊

趨
／
輔
日

纐
冊
箒
舳

∴
顯

タ
　
船
価
け
賄

　
　
出
有
お
「

内
　
　
輸
の
こ
　
・

国
　
　
，
重
－
社

は
　
Ｔ
Ｕ
近
一

＠
　
｝
一
暇
ガ

　
　
／
井
，
一

胤
　
円
三
合
イ

出
。
千
，
組
．

輸
船
は
立
出
イ

は
物
位
日
輸
レ

　
貨
単
，
舶
ン

，
は
の
播
船
ア

場
　
一
石
本
フ

市
ク
カ
　
，
日
　
，

界
ル
ン
菱
，
は

世
バ
タ
三
は
場

は
型
内
は
船
市
。

工
中
国
内
出
界
頁

　
　
　
国
輸
世
７

１
〕
２
〕
３
）

　
　
　
）

　
　
　
料

注
　
　
　
資

（

構
造
不
況
と
産
業
組
織
（
山
本
）

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
国
内
計
画
造
船
の
船
価
を
見

る
と
、
需
要
が
減
少
し
て
い
る
時
期
に
１
も
船
価
は
上
昇
し
、
昭

和
五
一
～
五
二
年
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
計
画

造
船
と
い
う
海
運
助
成
を
媒
介
に
し
た
造
船
業
保
護
政
策
の
現

わ
れ
で
あ
り
、
適
格
船
主
決
定
の
際
に
造
船
業
に
対
し
適
正
利

潤
が
保
証
さ
れ
、
そ
の
結
果
が
船
価
に
反
映
し
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
１
、
不
況
期
に
ー
は
、
様
々
た
要
因
が
船
価
決
定

に
ー
作
用
し
て
い
る
が
、
基
本
的
に
１
は
造
船
業
の
原
価
が
そ
の
中

心
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
海
運
独
占
や
石
油
資
本
に
と

っ
て
、
こ
の
船
価
上
昇
は
ど
う
い
う
意
味
を
持
っ
だ
ろ
う
か
。

　
船
価
上
昇
が
用
船
料
や
運
賃
コ
ス
ト
に
ー
吸
収
さ
れ
得
た
時
期

を
見
る
と
、
た
と
え
ば
第
一
七
表
で
一
〇
万
～
一
五
万
ｏ
＼
弓

タ
ソ
カ
ー
は
昭
和
四
六
年
に
Ｕ
＼
↓
あ
た
り
五
二
・
六
千
円
が

四
八
年
に
は
五
四
・
二
千
円
に
上
昇
し
た
が
、
船
型
を
大
型
化

し
二
五
万
ｏ
＼
↓
以
上
に
す
れ
ぱ
、
船
価
は
Ｕ
＼
↓
あ
た
り
四

七
・
五
千
円
と
な
り
、
船
価
の
上
昇
を
規
模
の
経
済
性
が
吸
収

し
得
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
船
主
に
と
っ
て
み
る
と
、
輸
送
重

量
あ
た
り
の
運
賃
コ
ス
ト
の
低
下
が
、
船
価
上
昇
の
際
に
も
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
（
七
三
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
六
号
）

型
船
化
に
よ
っ
て
可
能
と

な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ま
た
、
大
型
船
化
が
輸
送

コ
ス
ト
低
下
に
ど
の
よ
う

に
む
す
び
つ
く
か
を
、
運

輸
原
価
と
船
型
大
型
化
と

の
関
係
で
み
る
と
、
一
九

六
七
年
に
五
万
一
Ｕ
＼
弓
タ

ソ
カ
ー
を
基
準
（
一
〇
〇
）

に
す
れ
ぱ
、

ｏ
＼
↓
（
四
四
）
、

単
位
ト
ソ
あ
た
り
低
下
し
、

（
６
）

る
。
こ
の
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

に
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、

量注受船出輸と賃運－カンタ表
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概
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ピ
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日

　
を
レ
　
　
　
ツ
会

　
れ
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ｅ
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シ
協
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捌
そ
る
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副
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し
れ
ン
船
注

１
ｄ
こ
さ
ヤ
本
受

蟻
於

運
丁
暦

－
以
毎
糊

注
　
　
　
資

（
　
　
　
　
　
　
　
　
（

一
〇
万
ｏ
＼
弓
（
六
三
）
、
一
五
万
ｏ
＼
弓
（
五
〇
）
、
二
〇
万

二
五
万
ｏ
＼
弓
（
三
九
）
と
な
り
、
原
油
輸
送
コ
ス
ト
は

　
　
　
　
　
タ
ソ
カ
ー
大
型
化
の
メ
リ
ヅ
ト
が
得
ら
れ

　
　
船
舶
需
要
産
業
が
大
型
タ
ソ
カ
ー
需
要
を
造
船
業

１
９

組

　
　
　
　
　
　
船
舶
需
要
産
業
か
ら
見
た
船
舶
需
要
の
構
造
は
、
運
賃

コ
ス
ト
の
面
か
ら
だ
げ
で
な
く
運
賃
・
用
船
料
高
騰
に
よ
る
収
益
増
か

ら
も
生
じ
る
。
こ
の
一
っ
の
典
型
を
示
す
と
、
タ
ソ
ヵ
ー
ブ
ー
ム
期
の

運
賃
高
騰
に
刺
激
さ
れ
た
タ
ソ
カ
ー
発
注
増
が
あ
る
。
第
一
九
表
に
示

し
た
よ
う
に
、
月
ご
と
の
運
賃
指
数
の
上
昇
と
目
本
輸
出
船
タ
ソ
カ
ー

受
注
量
の
増
加
と
を
見
る
と
、
強
い
相
関
関
係
が
見
ら
れ
る
。
運
賃
上

昇
が
海
運
市
況
の
好
調
を
予
想
さ
せ
、
多
分
に
投
機
的
で
あ
る
が
タ
ソ

カ
ー
需
要
を
増
加
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
需
要
急

増
は
、
輸
出
船
用
鋼
材
価
格
が
昭
和
四
八
年
末
ま
で
べ
－
ス
価
格
で
三

万
九
千
円
の
ま
ま
で
あ
っ
た
の
に
、
タ
ソ
カ
ー
輸
出
船
船
価
を
昭
和
四

七
年
か
ら
四
八
年
に
平
均
二
一
％
上
昇
さ
せ
た
原
因
の
一
つ
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
タ
ソ
カ
ー
大
型
化
に
よ
る
運
賃
コ
ス
ト
の
低
下
が
、

昭
和
四
〇
年
代
石
油
シ
ヨ
ヅ
ク
ま
で
大
型
タ
ソ
カ
ー
需
要
を
増
大
さ
せ

た
要
因
で
あ
り
、
運
賃
・
用
船
料
高
騰
は
こ
の
傾
向
を
促
進
さ
せ
た
。



そ
し
て
、
こ
れ
が
造
船
業
に
対
し
て
設
備
の
大
型
化
を
要
求
し
た
。

　
（
１
）
造
船
大
手
七
杜
の
有
価
証
券
報
告
書
に
よ
る
。

　
（
２
）
　
目
立
、
三
井
の
有
価
証
券
報
告
書
に
よ
る
。
日
本
造
船
工
業
会
、
運

　
　
　
輸
省
船
舶
局
調
べ
。

　
（
３
）
　
日
本
造
船
工
業
会
調
べ
。

　
（
４
）
川
重
、
三
菱
、
石
播
の
有
価
証
券
報
告
書
、
日
本
船
舶
輸
出
組
合
資

　
　
　
料
に
よ
る
。

　
（
５
）
　
日
本
船
主
協
会
、
『
船
協
海
運
年
報
』
、
一
九
七
九
年
、
七
頁
。

　
（
６
）
糸
園
辰
雄
、
「
造
船
業
に
お
げ
る
下
請
制
に
つ
い
て
（
皿
）
」
、
『
商
学

　
　
　
論
集
』
（
西
庸
学
院
大
）
、
昭
和
五
一
年
八
月
、
第
二
一
二
巻
第
二
号
、
六

　
　
　
一
頁
。
同
様
の
報
告
は
、
中
村
久
元
、
「
造
船
効
率
を
高
め
た
洋
上
溶

　
　
　
接
工
法
」
『
マ
ネ
ジ
メ
ソ
ト
』
、
一
九
六
八
年
五
月
、
六
〇
頁
、
世
界
石

　
　
　
油
会
議
、
一
九
六
七
年
調
べ
、
に
も
あ
る
。

　
（
７
）
海
運
、
石
油
資
本
が
大
型
タ
ソ
カ
ー
を
要
求
す
る
背
景
に
は
、
産
業

　
　
　
構
造
の
変
化
・
石
油
戦
略
の
変
化
が
あ
り
、
そ
の
下
で
石
油
精
製
能

　
　
　
力
、
石
油
需
要
が
増
加
し
た
か
ら
で
あ
る
（
岡
部
貞
雄
、
「
造
船
業
－

　
　
　
大
型
船
化
と
専
門
生
産
体
制
化
１
」
、
『
経
済
評
論
』
、
昭
和
四
三
年

　
　
　
一
〇
月
、
二
二
四
～
二
二
七
頁
）
。

　
　
　
　
　
の
　
大
型
船
供
給
体
制

　
大
型
船
需
要
が
生
じ
る
と
、
従
来
の
設
備
規
模
の
ま
ま
で
は
建
造
で

き
な
い
の
で
、
大
型
船
台
が
必
要
と
た
る
。
そ
し
て
、
償
却
が
可
能
な

量
の
受
注
見
通
し
を
持
っ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
造
船
資
本
は
大
型
船
供

　
　
　
　
構
造
不
況
と
産
業
組
織
（
山
本
）

給
体
制
の
採
用
に
－
ふ
み
き
る
。
更
に
、
こ
の
供
給
体
制
形
成
へ
の
造
船

業
内
部
の
要
因
に
は
大
手
造
船
資
本
間
の
競
争
が
あ
り
、
そ
の
体
制
の

維
持
に
は
、
投
下
資
本
回
収
の
圧
力
が
作
用
す
る
。

　
は
じ
め
に
大
型
船
建
造
を
技
術
的
な
面
か
ら
見
る
と
、
た
と
え
ぼ
昭

和
四
〇
年
代
初
め
の
建
造
設
備
と
人
件
費
の
下
で
は
、
三
〇
万
Ｕ
＼
弓

以
上
の
タ
ソ
カ
ー
建
造
の
際
に
は
、
建
造
単
価
の
効
率
的
縮
小
は
容
易

で
は
な
く
、
二
〇
万
Ｕ
＼
弓
以
上
の
場
合
に
１
も
観
模
の
経
済
性
は
充
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

に
発
揮
で
き
た
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
の
経
営
上
か
ら

積
載
鋼
材
重
量
あ
た
り
の
価
格
を
み
る
と
、
昭
和
四
〇
年
代
初
め
に
タ

ソ
ヵ
－
で
は
一
〇
万
ｏ
＼
弓
ぐ
ら
い
が
最
低
で
、
そ
れ
よ
り
も
船
型
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

大
き
く
な
る
と
、
限
界
費
用
が
上
昇
し
た
。
こ
の
よ
う
な
船
型
大
型
化

に
伴
う
費
用
縮
小
の
限
界
は
、
旧
来
に
倍
化
す
る
ぐ
ら
い
の
建
造
設
備

の
新
設
に
よ
っ
て
し
か
克
服
し
え
な
い
。
こ
れ
ら
の
事
情
は
、
技
術
と

生
産
費
用
の
点
で
、
設
備
の
飛
躍
的
な
拡
大
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
造
船
大
手
は
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半
に
な
っ
て
、
超
大
型
タ

ソ
カ
ー
の
受
注
競
争
を
展
開
し
、
約
三
年
分
の
手
持
工
事
量
に
あ
た
る

受
注
契
約
を
と
り
、
そ
れ
を
背
景
に
し
て
昭
和
四
六
年
か
ら
大
型
造
船

所
を
新
設
し
丈
。
た
だ
し
、
昭
和
四
八
２
五
〇
年
に
完
成
が
予
定
さ
れ

た
中
型
船
台
は
一
応
は
受
注
済
み
船
舶
用
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
四
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
（
七
四
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
．
第
六
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

年
の
時
点
で
五
〇
年
に
は
過
剰
と
た
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
問
題
に
な
る
の
は
、
こ
れ
ら
大
型
造
船
所
新
設
に
必
要
と

さ
れ
た
資
金
を
何
年
で
、
ど
れ
だ
け
の
売
り
上
げ
で
償
却
．
回
収
す
る

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
償
却
期
間
の
長
さ
が
、
そ
の
期
間
中
の

大
型
船
供
給
体
制
の
維
持
を
強
制
す
る
の
で
あ
る
。

　
三
菱
香
焼
工
場
の
例
を
と
ろ
う
。
同
工
場
は
昭
和
四
七
年
一
〇
月
に

二
五
万
Ｏ
・
＼
弓
ド
ツ
ク
を
竣
工
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
四
八
年
八
月
以
後

二
五
万
一
Ｕ
＼
弓
級
超
大
型
船
二
二
隻
、
五
〇
年
か
ら
四
〇
万
Ｕ
＼
↓
級

六
隻
五
二
年
四
月
竣
工
、
五
一
年
七
月
か
ら
中
小
型
船
一
一
隻
を
五
三

年
度
末
ま
で
に
建
造
し
た
。
超
大
型
船
に
限
れ
ば
、
約
四
年
半
の
間
に

二
八
隻
建
造
し
て
い
る
。

　
大
型
船
需
要
が
終
っ
た
頃
に
、
約
四
〇
隻
ぐ
ら
い
超
大
型
船
を
建
造

し
、
ブ
ー
ム
が
あ
と
二
年
っ
づ
い
て
い
れ
ぱ
申
し
分
な
い
と
言
わ
れ
、

香
焼
工
場
新
設
の
際
に
は
超
大
型
船
建
造
年
間
六
隻
を
予
定
し
、
大
体

六
～
七
年
で
償
却
と
適
正
利
潤
の
獲
得
が
出
来
る
と
予
想
さ
れ
て
い

（
４
）た

。
そ
れ
で
は
、
実
際
に
は
ど
の
程
度
償
却
が
進
ん
で
い
た
だ
ろ
う

か
。
四
〇
万
Ｕ
＼
弓
級
船
価
を
一
隻
一
九
〇
億
円
、
二
五
万
一
Ｕ
＼
弓
級

を
一
隻
二
一
〇
億
円
と
す
れ
ぱ
、
総
売
り
上
げ
約
三
、
四
〇
〇
億
円
と

な
る
。
こ
の
売
り
上
げ
の
う
ち
、
普
通
は
船
価
の
約
七
割
が
外
注
加
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
（
七
四
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

費
や
原
材
料
費
に
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
香
焼
工
場
の
総
生
産
．
付
加
価

値
額
は
三
割
で
約
一
千
億
円
と
た
る
。
そ
し
て
、
こ
の
付
加
価
値
の
う

　
　
　
　
　
　
（
６
）

ち
の
労
務
費
六
割
を
除
く
と
、
約
四
〇
〇
億
円
が
の
こ
る
。
香
焼
工
場

建
設
費
は
約
三
九
〇
億
円
な
の
で
、
こ
れ
に
含
ま
れ
る
土
地
代
を
除
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

と
、
大
体
償
却
が
可
能
と
い
う
こ
と
に
１
な
る
。
従
っ
て
、
逆
に
１
香
焼
工

場
の
場
合
、
単
純
な
計
算
で
も
、
最
低
四
年
半
は
、
超
大
型
船
建
造
体

制
を
維
持
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
、
大
型
船
生
産
体
制
は
、
そ
の
資
金

回
収
と
投
下
設
備
の
償
却
の
た
め
に
、
少
た
く
と
も
四
年
以
上
操
業
し
、

長
期
受
注
体
制
を
と
ら
ね
ぱ
た
ら
な
い
。
従
っ
て
、
も
し
そ
れ
ま
で
に

需
要
が
収
縮
す
れ
ぱ
、
受
注
競
争
が
激
し
く
た
り
、
償
却
の
た
め
の
低

船
価
受
注
、
船
台
規
模
に
あ
わ
ぬ
中
型
一
貨
物
船
市
場
へ
の
進
出
が
必

要
と
た
る
。

　
こ
の
よ
う
な
費
用
上
の
要
因
に
１
加
え
て
、
大
型
船
専
門
供
給
体
制
を

も
た
ら
す
の
に
１
、
工
場
内
の
生
産
の
計
画
性
の
作
用
が
あ
る
。

　
大
手
が
大
型
船
専
門
工
場
を
建
設
し
た
理
由
は
、
大
型
タ
ソ
カ
ー
建

造
に
固
有
の
労
働
と
機
械
の
編
成
を
と
り
、
コ
ス
ト
低
下
を
は
か
る
の

で
、
そ
の
た
め
に
は
連
続
生
産
体
制
も
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
大

型
船
専
門
違
続
生
産
体
制
と
多
船
種
・
多
船
型
生
産
体
制
と
で
大
型
船



建
造
の
技
術
効
率
の
違
い
を
比
較
し
た
け
れ
ぱ
た
ら
な
い
が
、
合
理
化

に
限
れ
ぱ
、
三
菱
重
工
長
崎
工
場
（
三
〇
万
ｏ
＼
弓
建
造
用
二
基
、
三
〇
万

一
Ｕ
＼
弓
修
理
用
一
基
、
九
・
五
万
一
Ｕ
＼
弓
修
理
用
一
基
）
と
香
焼
工
場
と
で
は
、

工
数
（
一
労
働
者
一
労
働
時
間
を
一
工
数
と
す
る
）
で
約
四
割
の
縮
小
が
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

和
四
八
年
か
ら
五
〇
年
に
後
老
で
達
成
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
両
生
産
体
制
の
違
い
を
労
働
と
機
械
の
編
成
で
見
て
お
こ
う
。

は
じ
め
に
機
械
編
成
の
例
と
し
て
石
川
島
播
磨
の
大
型
船
専
用
知
多
工

場
（
二
五
万
○
＼
弓
一
基
）
と
呉
工
場
（
一
八
万
○
＼
弓
、
二
五
万
○
＼
↓
建
設

用
・
ニ
ハ
万
Ｕ
＼
弓
修
理
用
）
と
を
比
較
す
る
。
ま
ず
両
工
場
の
設
備
投

資
額
割
合
を
比
べ
る
と
第
二
〇
表
の
よ
う
に
・
な
る
（
た
だ
し
、
知
多
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
描
き
淋
　
皇
二
亭
嵩
蒔
■
Ｈ

は
昭
和
四
八
年
に
新
設
さ
れ
、
呉
工
場
は
四
二
年
に
合
併
さ
れ
た
も
の
で
、
簿
価

に
現
わ
れ
た
減
価
償
却
度
は
異
な
る
。
し
か
し
、
両
工
場
で
の
総
投
下
資
本
額
に

占
め
る
各
設
備
の
評
価
額
は
、
生
産
体
制
を
一
応
反
映
し
て
い
る
も
の
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
）
。
大
型
船
建
造
が
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
昭
和
五
〇
年
度
を
見

る
と
、
第
一
に
機
械
装
置
額
の
比
重
は
呉
工
場
の
方
が
大
き
く
、
呉
工

場
の
礒
装
工
程
の
割
合
の
多
さ
、
機
械
工
場
的
性
格
の
強
さ
を
示
し
て

い
る
。
第
二
に
、
ド
ツ
ク
価
額
の
比
重
は
、
呉
工
場
が
大
き
い
。
し
か

し
・
知
多
工
場
一
船
台
に
対
し
呉
工
場
は
三
船
台
で
あ
り
、
償
却
度
は

呉
工
場
の
方
が
高
い
が
、
一
船
台
あ
た
り
は
知
多
工
場
の
方
が
割
高
な

の
で
、
知
多
工
場
の
大
型
船
中
心
の
工
場
編
成
が
う
か
が
わ
れ
る
。

誉
怜
・
浜
Ｈ
事
樽
暮
洋
津
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八
三
　
（
七
四
三
）
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１
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１
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場

場

圭
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機

工

工
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所

多

１

業

第

、
料

事

知

呉

瞥
ｒ

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
六
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
両
工
場
の
違
い
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
機
械
装
置
の
編
成
に
は
っ
き
り
と
現

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
て
い
る
。
第
二
一
表
で
示
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
に
、
第
一
に
、
溶
接
機
械
の
比

　
　
　
　
　
　
　
　
重
は
、
呉
工
場
が
大
き
く
、
呉
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
の
溶
接
作
業
の
多
さ
、
従
っ
て
中
型

　
　
　
　
　
　
　
　
船
．
貨
物
船
な
ど
の
建
造
の
比
重
の

　
　
　
　
　
　
　
　
大
き
さ
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
電
気
機
械
類
の
比
重
の
違
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　
も
現
わ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
搬
送

　
　
　
　
　
　
　
　
機
類
の
比
重
は
知
多
工
場
で
大
き
．

　
　
　
　
　
　
　
　
く
、
大
型
ブ
ロ
ヅ
ク
建
造
に
必
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　
ク
レ
ー
ソ
た
ど
に
多
く
の
設
備
投
資

　
　
　
　
　
　
　
　
が
行
た
わ
れ
、
知
多
工
場
の
大
型
船

○じ同に表
２
３第）料資（

生
産
を
支
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
大
型
船
生
産
体
制
の
持
つ

問
題
は
後
に
指
摘
す
る
。

　
次
に
、
大
型
船
専
門
生
産
体
制
に

お
げ
る
労
働
編
成
に
っ
い
て
見
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
（
七
四
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

う
。
三
菱
重
工
長
崎
（
香
焼
を
含
む
）
工
場
の
例
を
あ
げ
る
と
、
労
働
編

成
を
組
織
す
る
職
制
で
は
、
昭
和
三
二
年
に
造
船
工
作
都
を
船
殻
工
作

部
と
麟
装
工
作
部
に
分
離
し
、
四
八
年
ま
で
犬
型
船
建
造
体
制
を
と
っ

た
。
そ
の
後
香
焼
完
成
と
受
注
が
中
小
型
船
、
特
殊
船
に
移
っ
た
こ
と

か
ら
、
工
事
の
多
種
．
多
様
・
小
型
化
に
対
応
出
来
る
よ
う
五
三
年
四

月
に
船
工
部
と
麟
工
部
を
再
統
合
し
造
船
工
作
部
に
も
ど
し
た
。
香
焼

工
場
で
は
、
昭
和
四
七
年
一
〇
月
か
ら
昭
和
五
〇
年
に
主
船
型
が
二
五

万
Ｕ
＼
弓
か
ら
四
〇
万
Ｕ
＼
弓
へ
移
行
し
た
の
に
と
も
な
い
、
蟻
装
と

船
殻
の
本
工
数
は
、
昭
和
四
八
年
一
三
七
〇
人
一
一
〇
八
○
人
が
、
五

〇
年
に
一
五
九
〇
人
、
一
四
七
〇
人
と
比
率
が
変
化
し
た
。
本
工
数
で

は
ま
だ
麟
装
工
程
の
人
数
が
多
い
が
、
二
五
万
ｏ
＼
弓
タ
ソ
カ
ー
一
隻

あ
た
り
の
麟
装
と
船
殻
と
の
工
数
比
は
三
五
％
一
六
五
劣
ぐ
ら
い
で
あ
．

っ
た
の
で
、
構
内
杜
外
工
の
多
く
が
船
殻
工
程
に
配
置
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
麟
装
と
船
殻
と
の
時
問
比
は
、
長
崎
造
船
所
全

体
で
昭
和
四
九
年
下
期
に
三
六
％
一
六
四
劣
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
大

型
船
建
造
体
制
に
お
げ
る
労
働
編
成
を
示
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
石
油
シ
ヨ
ヅ
ク
後
、
香
焼
工
場
で
は
昭
和
五
一
年
下
半
期

か
ら
建
造
の
中
心
が
中
小
型
船
に
移
っ
た
。
中
小
型
船
一
隻
あ
た
り
の

工
数
比
は
蟻
装
四
九
劣
一
船
殻
五
一
％
で
、
こ
れ
を
時
間
比
で
み
る
と



厳
装
四
六
％
一
船
殻
五
四
％
と
な
り
、
こ
れ
に
必
要
な
職
制
再
編
（
外

業
工
作
部
、
外
業
総
組
課
新
設
、
船
首
・
船
尾
建
造
課
を
外
建
課
に
統
合
、
内

業
工
作
部
と
外
業
工
作
部
の
統
合
た
ど
）
、
と
労
働
者
配
置
の
再
編
成
（
た
だ

し
、
労
働
者
再
配
置
は
、
杜
外
工
の
縮
小
、
定
時
制
へ
の
移
行
や
休
職
派
遣
た

ど
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
本
工
数
で
は
不
明
）
が
、
五
三
年
度
末
ま
で
の
間

に
進
め
ら
れ
た
。

　
以
上
の
例
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
、
大
型
タ
ソ
カ
ー
生
産
体
制
と
多
船

種
・
多
船
型
生
産
工
場
と
で
は
、
労
働
と
機
械
の
編
成
が
大
き
く
異
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
大
型
タ
ソ
カ
ー
連
続
建
造
に
適
合
す
る
よ
う
な
生

産
工
程
の
特
化
は
、
需
要
構
造
の
変
化
に
対
し
て
充
分
に
す
み
や
か
に
１

対
応
し
え
た
い
特
質
を
持
ち
、
労
働
の
再
編
成
、
機
械
再
編
成
、
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

の
組
織
化
な
ど
の
点
で
問
題
を
持
っ
て
い
る
。
た
と
え
ぼ
、
第
一
に
、

労
働
編
成
上
の
問
題
は
、
大
型
船
建
造
体
制
か
ら
中
小
型
船
建
造
体
制

へ
の
移
行
に
際
し
て
、
船
殻
・
麟
装
間
の
工
事
量
の
バ
ラ
ソ
ス
が
く
ず

れ
、
加
勢
や
配
転
な
ど
の
配
員
再
検
討
の
必
要
が
生
じ
る
。
ま
た
、
操

業
度
不
足
は
船
殻
工
事
量
不
足
に
現
わ
れ
、
そ
の
対
応
と
し
て
の
機
械

的
な
工
数
低
減
合
理
化
は
、
工
程
混
乱
を
ま
ね
く
。
更
に
、
タ
ソ
カ
ー

か
ら
他
の
船
種
へ
の
変
更
は
、
船
装
品
た
ど
で
建
造
開
始
後
に
変
更
図

が
多
く
生
じ
、
そ
の
う
ち
の
三
割
程
度
は
内
業
・
組
立
工
程
に
も
ち
込

　
　
　
　
構
造
不
況
と
産
業
組
織
（
山
本
）

ま
れ
、
現
場
の
工
程
混
乱
が
生
じ
る
。
第
二
に
機
械
編
成
上
の
問
題
で

は
、
中
小
型
船
・
特
殊
船
へ
の
主
力
の
移
行
に
よ
っ
て
納
期
短
縮
・
低

コ
ス
ト
化
が
試
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
移
行
時
に
設
備
能
力
に
対
し
て
旧

来
の
基
準
（
連
続
建
造
）
を
も
と
に
し
た
過
大
な
評
価
が
行
た
わ
れ
、

工
程
を
混
乱
さ
せ
る
。
ま
た
第
三
に
、
生
産
計
画
で
は
、
大
型
船
連
続

建
造
の
効
率
化
の
た
め
の
電
算
機
管
理
は
固
定
費
が
大
き
く
、
生
産
の

組
織
化
（
生
産
設
計
）
の
た
め
に
１
連
続
生
産
で
も
一
〇
万
Ｕ
＼
弓
級
大
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

タ
ソ
カ
ー
の
場
合
一
隻
あ
た
り
原
価
の
四
劣
を
必
要
と
し
た
。
し
か
し
、

需
要
構
造
が
変
り
、
多
船
種
・
多
船
型
を
生
産
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

電
算
管
理
体
制
の
ま
ま
で
は
一
隻
ご
と
に
プ
巨
グ
ラ
ム
を
つ
く
ら
ね
ぼ

な
ら
ず
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
に
時
間
と
費
用
が
か
か
っ
て
短
期
建
造
が

困
難
と
た
る
。
こ
れ
は
、
大
型
船
連
続
生
産
の
た
め
に
電
算
管
理
を
主

体
と
す
べ
く
、
設
計
ス
タ
ッ
フ
を
削
り
、
現
場
で
の
工
程
編
成
の
仕
組

み
を
熟
知
し
た
職
長
が
行
た
う
工
員
に
対
す
る
括
揮
監
督
機
能
（
指
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

．
段
取
）
を
縮
小
し
て
き
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
第
四
に
、
工
場
間

の
分
業
に
お
い
て
も
、
工
事
量
減
少
の
穴
埋
め
と
し
て
他
工
場
の
工
事

を
振
り
当
て
て
も
、
当
核
工
場
で
は
施
工
要
領
な
ど
で
混
乱
が
生
じ
、

主
機
・
そ
の
他
資
材
の
手
配
も
ま
に
あ
わ
ず
、
工
事
量
の
山
谷
く
ず
し

は
容
易
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
（
七
四
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
六
号
）

　
こ
う
し
て
、
大
型
船
専
門
連
続
生
産
体
制
は
、
需
要
構
造
の
変
化
に

対
す
る
弾
力
性
に
欠
き
、
石
播
（
知
多
）
の
よ
う
に
休
止
し
う
る
条
件

が
な
げ
れ
ぱ
、
三
菱
（
香
焼
）
の
よ
う
に
、
長
崎
工
場
の
設
備
能
力
を

オ
ー
バ
ー
す
る
工
事
規
模
の
た
め
の
補
完
造
船
所
と
し
な
げ
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
。

　
こ
れ
以
外
に
、
大
型
船
専
門
連
続
生
産
体
制
の
採
用
を
大
手
造
船
資

本
に
強
制
し
た
要
因
に
、
大
手
問
競
争
構
造
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
す
で

に
第
九
表
、
第
一
四
表
で
示
し
た
と
お
り
な
の
で
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ

が
ど
う
い
う
問
題
を
持
っ
か
を
見
て
お
こ
う
。
工
場
新
設
に
投
下
し
た

資
本
の
回
収
と
設
備
償
却
の
た
め
に
長
期
受
注
契
約
体
制
を
と
る
こ
と

は
前
に
ふ
れ
た
が
、
ど
の
資
本
も
同
じ
よ
う
た
受
注
体
制
を
と
る
と
ど

う
な
る
だ
ろ
う
か
。
二
〇
万
Ｕ
＼
弓
以
上
の
船
台
は
、
昭
和
三
九
年
一

基
、
四
〇
年
一
基
、
四
一
年
一
基
、
四
二
年
一
基
、
四
三
年
二
基
、
四

四
年
二
基
、
四
六
年
二
基
、
四
七
年
二
基
、
四
八
年
三
基
、
四
九
年
一

基
と
新
設
ま
た
は
拡
張
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
設
備
が
ど
れ
も
、

一
五
万
Ｕ
＼
弓
以
上
の
タ
ソ
カ
ー
と
一
〇
万
Ｕ
＼
↓
以
上
の
バ
ル
ク
キ

ャ
リ
ア
と
の
合
計
で
年
問
七
隻
建
造
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
低
五
年

問
の
償
却
期
間
を
予
定
し
、
更
に
あ
と
一
〇
年
間
生
産
を
継
続
し
蓄
積

す
る
こ
と
を
要
求
（
設
備
の
耐
用
年
数
一
五
年
と
す
る
）
す
れ
ぱ
、
供
給
モ

八
六
　
（
七
四
六
）
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隻

４
２
隻

～

年

讐
壮
界
那
世
１
５
１
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台
鱗
蛋
２
０

量
注
受
要
必

高
残
注
受

場
合
市
割
界
の
世
で

供
給
モ
デ
ル

　
し

　
と

　
レ

　
テ

　
モ

　
を

　
工

　
竣

　
の

　
舶

　
船

　
注

　
受

　
の

　
前

　
年

　
２

　
り

　
ど

　
先

　
約

　
契

　
の

　
分

　
年

　
３

　
て。

れ

た
い

し
を

と
分

隻
度

７
年

台
該

船
当

ユ
　
　
，

量
は

注
高

受
残

要
注

必
受

リ
２
〕

）注（

ｏ

’
』

ナ

月－度年各は高
残
・注発のカン

タ
　
　
ｏ～

数

丁
の

以
期

万
半

１
０
下。

度

末
年

年
各

年
　
，

各
し，

と

は
準

高
基

残
を

注
工

２６．７５６５，

月
１
２年

５
３和昭山）編界世（料資計統係

蝦胞
Ａ
印組

驚
驚

咳

Ｔ
Ｔ
７
ま

／
／
ま
芒

Ｄ
Ｄ
－
高

万
万
）
残
。

１
５
２
０
（
注
頁

　
　
　
発
６
３

３
）
勾
５
）

　
　
　
）

　
　
　
料

　
　
　
資

　
　
　
（



デ
ル
は
第
二
二
表
の
よ
う
に
な
る
。
昭
和
四
五
年
を
基
準
（
一
〇
〇
）

に
す
る
と
、
世
界
市
場
の
発
注
残
高
は
四
八
年
ピ
ー
ク
時
に
一
四
四
で

あ
る
。
こ
れ
に
、
対
し
目
本
造
船
業
の
二
〇
万
ｏ
＼
↓
以
上
の
船
台
の
受

注
残
高
は
、
三
年
先
の
需
要
を
先
ど
り
し
、
し
か
も
二
年
前
の
受
注
船

舶
を
竣
工
さ
せ
る
と
す
れ
ぱ
、
試
算
に
ー
よ
る
と
、
四
八
年
に
１
は
ピ
ー
ク

で
指
数
一
四
七
・
六
に
な
り
、
世
界
市
場
の
拡
大
の
ぺ
－
ス
を
追
い
こ

す
。
た
だ
し
、
間
題
は
む
し
ろ
そ
の
後
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
後

受
注
残
高
は
、
設
備
拡
大
が
一
六
基
で
と
ま
る
と
し
て
も
昭
和
四
八
年

以
後
も
二
一
七
隻
必
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
世
界
発
注
残
高
は
五
一

年
に
は
一
五
八
隻
に
縮
小
し
て
お
り
、
日
本
造
船
業
は
、
こ
れ
ま
で
の

設
備
で
適
正
な
利
潤
を
得
る
に
足
る
受
注
残
高
は
確
保
で
き
ず
、
手
持

工
事
量
の
喰
い
っ
ぶ
し
、
設
備
過
剰
が
発
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
試
算
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
目
本
造
船
業
が
、
昭
和
四

五
年
か
ら
四
八
年
の
タ
ソ
カ
ー
ブ
ー
ム
期
の
需
要
を
消
化
し
う
る
だ
け

の
設
傭
投
資
を
行
な
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
が
、
そ
れ
ら
の
受
注

船
舶
の
竣
工
後
に
も
各
船
台
が
耐
用
年
数
に
い
た
る
ま
で
長
期
受
注
体

制
の
維
持
を
強
制
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
今
回
の
設

備
遊
休
が
、
各
造
船
資
本
の
と
っ
た
供
給
体
制
が
も
た
ら
し
た
構
造
的

た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
背
後
に
は
、
競
争
構
造
の
下
で
の
各
杜
の

　
　
　
　
構
造
不
況
と
産
業
組
織
（
山
本
）

長
期
受
注
契
約
体
制
の
維
持
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
－
、
造
船
業
は
船
舶
需
要
産
業
の
需
要
に
応
え
る
べ
く
、

大
手
を
中
心
に
大
型
船
供
給
体
制
を
と
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
供
給
体
制

の
維
持
が
コ
ス
ト
要
因
や
諾
資
本
間
の
競
争
に
、
よ
っ
て
強
制
さ
れ
、
長

期
受
注
体
制
が
、
将
来
の
需
要
を
吸
収
し
、
且
つ
需
要
構
造
の
変
動
に

強
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
。
な
っ
た
。

　
　
（
１
）
大
野
伊
左
男
、
「
目
本
造
船
業
の
体
質
改
善
に
関
す
る
二
、
三
の
間

　
　
　
題
点
に
つ
い
て
」
、
『
目
本
造
船
工
業
会
、
二
〇
周
年
記
念
論
集
』
、
昭

　
　
　
和
四
四
年
、
四
七
九
頁
。

　
　
（
２
）
　
大
野
伊
左
男
、
「
前
掲
論
文
」
、
四
八
二
頁
、
の
モ
デ
ル
に
よ
る
。

　
　
（
３
）
海
運
造
船
合
理
化
審
議
会
答
申
、
「
今
後
の
建
造
需
要
見
通
し
と
造

　
　
　
船
施
設
の
整
備
の
あ
り
方
－
長
期
計
画
と
当
面
の
対
策
　
　
に
っ
い

　
　
　
て
」
、
昭
和
四
六
年
六
月
。

　
　
（
４
）
　
日
刊
海
運
造
船
速
報
、
昭
和
五
一
年
一
二
月
二
〇
日
、
そ
の
他
聞
き

　
　
　
と
レ
に
よ
る
。
’

　
　
（
５
）
　
岡
庭
博
、
「
前
掲
論
文
」
、
三
六
頁
。

　
　
（
６
）
三
菱
重
工
調
べ
。
昭
和
五
一
年
度
。
三
菱
重
工
全
体
で
付
加
価
値
率

　
　
　
三
一
．
・
四
％
、
付
加
価
値
の
分
配
構
成
は
、
労
務
費
五
七
・
六
％
、
金

　
　
　
融
費
二
一
・
九
％
、
減
価
償
却
費
一
〇
・
一
％
、
そ
の
他
一
〇
・
四
％

　
　
　
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
（
７
）
　
同
様
の
指
摘
は
、
渚
哺
一
郎
、
「
前
掲
論
文
」
、
五
九
頁
に
も
あ
る
。

　
　
（
８
）
前
掲
、
日
刊
海
運
造
船
速
報
、
八
頁
。

　
　
（
９
）
　
こ
の
項
の
資
料
は
、
主
に
三
菱
重
工
労
組
長
船
支
部
、
「
ニ
ュ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
　
（
七
四
七
）
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速
報
」
た
ど
に
よ
る
。

　
こ
の
項
の
資
料
も
、
主
に
前
掲
「
ニ
ュ
ー
ス
速
報
」
な
ど
に
よ
る
。

　
目
本
造
船
工
業
会
、
『
造
船
グ
ラ
フ
』
、
昭
和
五
一
年
度
版
、
九
頁
。

　
目
本
経
済
新
聞
、
昭
和
五
四
年
七
月
二
八
目
、
「
険
し
い
再
出
発
、

造
船
・
重
機
、
復
活
す
る
古
参
造
船
所
」
。

　
　
　
　
　
ゆ
　
大
手
・
中
堅
企
業
問
分
業

　
大
手
造
船
資
本
が
高
成
長
期
の
需
要
構
造
の
変
化
に
そ
く
し
て
、
大

型
船
供
給
体
制
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
造
船
業
界
全
体
の
供
給

構
造
も
変
容
し
た
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
た
供
給
構
造
で
あ
り
、
そ
こ
に
ー

ど
の
よ
う
た
問
題
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
－

　
は
じ
め
に
、
大
手
・
中
堅
企
業
が
ど
の
よ
う
た
市
場
構
造
の
下
で
競

争
し
た
か
を
船
型
市
場
か
ら
見
よ
う
。
高
度
成
長
初
め
、
ピ
ー
ク
時
、

石
油
シ
ョ
ヅ
ク
後
の
各
資
本
の
主
な
供
給
船
型
を
み
る
と
、
第
二
一
二
表

の
よ
う
に
な
る
（
た
だ
し
供
給
船
型
は
単
純
な
総
ｏ
＼
弓
／
隻
数
で
あ
る
）
。

各
時
期
の
各
船
型
市
場
の
競
争
状
態
の
特
徴
を
つ
か
む
と
、
高
度
成
長

初
期
に
は
、
五
・
二
万
○
＼
↓
以
上
の
大
型
船
市
場
に
大
手
四
杜
と
中

堅
一
杜
が
市
場
を
構
成
し
、
二
・
九
万
○
＼
弓
以
上
の
中
型
船
市
場
で

は
大
手
六
杜
と
中
堅
二
杜
（
の
ち
に
大
手
に
吸
収
合
併
さ
れ
る
）
が
競
争
し
、

ニ
ニ
一
万
○
＼
↓
未
満
の
小
型
船
市
場
で
は
大
手
三
杜
と
中
堅
六
杜
が

競
争
し
て
い
た
。
こ
れ
を
個
別
資
本
の
主
な
蓄
積
市
場
か
ら
見
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
　
（
七
四
八
）

大
型
船
を
主
な
蓄
積
市
場
と
し
て
い
た
の
は
三
菱
（
長
崎
）
だ
げ
で
あ

り
、
他
の
大
手
（
石
播
、
目
立
、
三
井
な
ど
）
の
場
合
は
、
ま
だ
大
型
船

よ
り
も
中
型
船
の
方
が
生
産
量
が
多
く
、
企
業
の
蓄
積
戦
術
と
し
て
大

型
・
中
型
市
場
の
両
方
に
力
を
注
い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
全

生
産
量
の
た
か
で
大
手
が
生
産
す
る
中
型
船
は
四
、
三
三
〇
千
○
＼
弓

で
四
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
中
堅
企
業
は
佐
世
保
、

呉
、
舞
鶴
を
除
く
と
、
六
杜
の
主
な
蓄
積
市
場
は
小
型
船
市
場
で
、
全

生
産
の
一
二
・
三
％
を
供
給
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
供
給
船
型
と
生

産
量
か
ら
、
大
手
と
中
堅
と
の
面
で
市
場
を
類
型
化
す
る
と
、
大
手
は

大
型
・
中
型
（
そ
れ
ぞ
れ
各
市
場
の
八
六
％
）
、
中
堅
は
小
型
船
（
当
該
市

場
の
五
八
％
）
を
主
た
市
場
と
し
、
分
業
関
係
に
ー
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
し
て
、
そ
の
後
、
大
型
船
化
の
た
か
で
、
競
争
構
造
は
大
き
く
変

化
し
て
い
る
。
ま
ず
、
超
大
型
船
市
場
の
彩
成
が
注
目
さ
れ
る
。
各
船

型
市
場
の
競
争
構
造
は
、
超
大
型
船
市
場
で
は
、
大
手
七
杜
と
佐
世
保

（
平
均
八
．
五
万
～
一
一
・
五
万
○
＼
弓
以
上
）
が
市
場
を
構
成
し
、
昭
和
四

〇
年
の
大
型
船
型
市
場
と
比
べ
る
と
、
川
重
、
住
重
、
鋼
管
が
新
た
に

参
入
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
大
型
船
市
場
で
は
大
手
七
杜
全
部

（
従
っ
て
、
こ
こ
で
も
鋼
管
、
川
重
、
住
重
が
参
入
し
た
こ
と
に
な
る
）
と
中

堅
四
杜
（
大
島
・
西
彼
杵
、
佐
野
安
・
水
島
、
名
村
・
伊
万
里
、
波
止
浜
・
多



度
津
）
が
参
入
し
て
い
る
。
中
型
船
市
場
で
は
、
大
手
は
日
立
（
向
島
）

だ
げ
で
、
他
の
五
杜
は
全
く
こ
の
船
型
の
市
場
か
ら
手
を
引
い
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
、
中
堅
造
船
所
は
こ
の
ク
ラ
ス
の
市
場
の
独
壇
場
で
、

昭
和
四
〇
年
と
比
べ
て
供
給
船
を
一
ク
ラ
ス
大
型
化
し
て
い
る
。
小
型

船
市
場
で
は
、
意
外
に
大
手
五
杜
が
市
場
を
主
に
占
め
て
い
る
。
こ
れ

は
小
型
特
殊
船
受
注
が
大
手
に
よ
っ
て
行
た
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
各
船
型
市
場
を
競
争
条
件
か
ら
見
る
と
、
昭
和

四
〇
年
と
比
べ
て
、
全
体
と
し
て
供
給
船
型
の
大
型
化
と
各
船
型
市
場

へ
の
新
参
入
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
い
か
え
れ
ぱ
、
こ
の
問

に
大
手
に
よ
る
生
産
集
中
が
進
行
し
て
は
い
た
が
、
各
市
場
ご
と
で
見

る
と
か
な
り
競
争
が
激
化
し
て
い
て
、
寡
占
的
で
か
つ
競
争
的
な
市
場

構
造
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
を
分
業
関

係
と
し
て
見
る
と
、
大
手
は
超
大
型
・
大
型
船
市
場
を
、
中
堅
は
中
型

船
市
場
を
分
担
し
て
い
る
。

　
た
だ
し
こ
の
分
業
関
係
を
生
産
量
で
見
る
と
、
大
手
七
杜
の
超
大
型

船
供
給
量
は
八
、
六
四
七
〇
＼
↓
で
全
船
型
市
場
の
五
六
劣
を
占
め
、

大
手
に
よ
る
大
型
船
生
産
特
化
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
大
手

大
型
船
供
給
三
、
七
二
七
千
○
＼
↓
を
加
え
る
と
、
全
生
産
の
八
割
以

上
を
大
手
が
大
型
船
以
上
で
市
場
を
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ

　
　
　
　
構
造
不
況
と
産
業
組
織
（
山
本
）

れ
に
１
対
し
、
中
堅
企
業
は
中
型
船
を
一
、
九
二
〇
千
○
＼
弓
生
産
し
全

生
産
の
一
二
・
四
％
を
占
め
、
こ
れ
に
ー
大
型
船
市
場
に
参
入
し
て
い
る

企
業
の
生
産
量
七
二
三
千
○
＼
↓
を
含
め
る
と
、
中
堅
企
業
は
大
型
・

中
型
船
市
場
で
全
生
産
の
一
七
・
一
％
を
占
め
て
い
る
。
従
っ
て
、
船

型
市
場
の
上
で
分
業
関
係
が
成
立
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
大
手
に
よ

る
集
中
構
造
の
な
か
で
進
め
ら
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら

た
い
。

　
と
こ
ろ
が
石
油
ツ
ヨ
ッ
ク
後
需
要
構
造
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
、
競

争
関
係
は
さ
ら
に
変
化
し
て
い
る
。
こ
れ
も
船
型
ご
と
で
見
る
と
、
超

大
型
船
市
場
が
皆
無
と
た
り
、
大
型
船
市
場
も
わ
ず
か
目
立
一
杜
で
、

生
産
量
も
昭
和
四
九
年
の
％
以
下
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
中
型
船
市

場
は
、
昭
和
四
九
年
と
比
べ
る
と
、
大
手
四
杜
が
新
参
入
し
た
形
に

な
っ
て
い
る
。
逆
に
中
堅
企
業
は
、
佐
野
安
（
水
島
）
を
除
き
、
供
給

船
型
を
縮
小
し
、
中
型
船
市
場
か
ら
後
退
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
小
型

船
市
場
で
は
、
供
給
量
は
昭
和
四
九
年
と
比
べ
て
六
・
八
倍
と
な
り
、

大
手
七
杜
と
中
堅
一
三
杜
が
激
し
い
競
争
を
ひ
き
お
こ
す
市
場
構
造
を

形
成
し
て
い
る
。
こ
の
小
型
船
市
場
を
生
産
量
で
見
る
と
、
大
手
は
小

型
船
市
場
の
六
割
を
占
め
、
大
手
の
全
供
給
量
の
な
か
で
小
型
船
を
七

〇
％
生
産
し
、
石
油
シ
ヨ
ッ
ク
前
後
の
大
型
船
生
産
体
制
と
対
照
的
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
（
七
四
九
）
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＼
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ｏ
◎
）

…
糠
（
痂
轟
）
Ｈ
』
ｏ
ｏ
仁

司
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岸
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Ｈ
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Ｏ
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ｏ
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＼
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０
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８

Ｈ
Ｏ
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紛
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汁
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諏
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口
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口
料
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Ｈ
洋
べ
“
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Ｈ
ミ

Ｈ
ｓ

崖
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雷

Ｈ
ｏ
ｏ
仰

Ｈ
Ｈ
ｏ
ｏ

雷
斗
ｏ
・
＼
弓
～

（
。
。
旨
）

四
計
（
卦
温
）
　
○
ｏ
旨

（
Ｈ
詳
Ｈ
Ｏ
○
宍
。
。
旨
）

農
～
ら
十
〇
＼
弓

（
－
◎
置
）

』
；
掛
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満
圧
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四
詩
（
璃
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甫
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（
碓
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ｏ
ｏ
偉
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Ｈ
８
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滞
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沫
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÷
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司
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司
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Ｏ
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仁
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司
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司
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愉
国
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昌
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．
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渚
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．
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塗
．
一

汁
胃

購
刀

汁
恥

』
二
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序
．
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詞
嵩

紛
兼

コ
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序
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Ｈ
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Ｈ
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一
ｓ

竜
一

§
一
３

一
３

一
３

　
轟
首
ら
令
再
一
べ
－
－
口
畠
常
ｅ
｝
諜
Ｈ
唱
岸
ｄ
！
．
輯
。
汁
汀
「
一
爆
Ｈ
潟
謙
聾
ヨ
首
ら
亨
鳥
戸
片
｝
二
－
属
ｄ
９
－
竃
ｏ
＼
弓
ｄ
一
朕
Ｊ
汀
。

　
竃
曽
ら
亨
Ｓ
灘
軍
黒
斗
軍
於
茸
一
蒔
損
痔
一
叫
偉
青
ｃ
ｏ
出
斗
申
諜
Ｈ
場
敏
ま
“
型
．
輯
。

　
雪
曽
杜
ｏ
÷
一
閉
Ｎ
亨
蒔
濤
宍
顯
サ
｝
剛
寸
韓
。
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）
｝
ｅ
洋
薄
一
決
蒔
斗
｝
ｅ
｝
卦
栽
帥
刊
叫
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）
｝
ｅ
ｏ
＼
Ｈ
一
汁
求
寺
蜻
ｓ
吟
コ
一
。

　
量
ヨ
一
仁
ｏ
青
（
蒔
蒔
嘉
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一
〇
〇
閉
十
〇
＼
↓
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“
×
。

　
宮
出
制
コ
ト
Ｏ
叶
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Ｏ
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コ
ー
ぐ
．
へ
Ｈ
昌
－
汁
ｈ
ポ
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４
１
京
』
卓
痔
、
へ
Ｖ
叫
Ｊ
－
薄
』
庁
胃
“
叶
〒
、
〈
、
甘
島
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印
～
斜
釘
Ｏ
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〔
ぐ
ノ
か
Ｑ
）
ｄ
，
ｍ
Ｏ
｛
１
Ｑ
）
〕
庸
÷
軍
帝
～
Ｊ
汁
ｏ

　
轟
曽
竃
令
（
舟
覇
）
訂
Ｈ
ｏ
↓
ｏ
＼
↓
渚
葦
。

コ
斉
事
警
蓼
Ｅ
誉
今
一
竃
ｏ
青
ｅ
煤
串
…
』
一
ヨ
き
昌
令
一
旨
ｏ
〇
一
－
竃
旨
。

司
誉
吟
一
『
崖
、
事
轟
辣
諜
ユ
．
庫
章
』
（
圓
｝
葡
．
）
、
量
き
ｇ
令
－
冒
～
－
ｃ
ｏ
演
一
竃
｛
フ
旨
～
畠
周
一
震
令
一
－
ｏ
～
－
ｏ
ｏ
域
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五
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％

１
１
２
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６
３
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張
８
）

拡
ｏ１）０５（１）０５（１

１
０

％

５
５
０

２）０５（１１

張
８
）

拡
Ｇ１１）８４（１）８４（１１

１１１

％

２
３
５１３１１１１

合
計
一
鍵
の
一

常
石

造
船

波
止
浜
造
船

目
杵

鉄
工

幸
陽

船
渠

今
治

造
船

来
島
ド
ッ
ク

林
兼
造

船

笠
戸

船
渠

尾
道

船
渠

目
本
海
重
工
業

金

指

造
船

大
島

造
船

大
阪

造
船

　
　
入

　
　
ス

　
　
ペ

　
　
可

　
　
許

　
　
日

　
　
－

　
　
月

　
　
４

　
　
年

　
　
５
２

　
　
（

　
　
頁

　
　
５
７

　
　
氏

　
　
５

　
　
年

　
　
７
７

。
。
１
９

）
ぺ

月
調
山

３
月
覧

年
２
要

側
剃
計

　
７
統

畜
７
船

告
合
噛

報
組
　
，

券
出
局

証
輸
舶

価
舶
船

有
船
省

社
本
輸

各
日
運

）料資（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
　
（
七
五
二
）

あ
る
。
中
堅
企
業
も
石
油
シ
ヨ
ッ
ク
後
再
参
入
し
た
彩
に
－
た
っ
て
は
い

る
が
、
こ
の
小
型
船
市
場
は
高
成
長
期
前
か
ら
と
お
し
て
見
る
と
、
中

堅
企
業
の
う
ち
四
杜
（
大
阪
、
函
館
、
名
村
、
佐
野
安
．
大
阪
）
は
、
一
時

供
給
船
型
を
一
ク
ラ
ス
拡
大
し
た
も
の
の
、
小
型
船
市
場
を
専
門
に
し

て
生
産
を
増
加
さ
せ
て
来
た
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
よ
う
た
市
場
の
変

化
か
ら
、
大
手
は
中
堅
・
大
型
船
市
場
を
支
配
し
て
い
る
一
方
で
、
小

型
船
市
場
に
参
入
し
、
高
成
長
期
に
自
ら
つ
く
り
出
し
た
分
業
関
係
を

完
全
に
崩
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
の
よ
う
た
競
争
・
分
業
関
係
の
変
化
の
な
か
で
、
大
型
タ
ソ
カ

ー
ブ
ー
ム
期
の
大
手
の
超
大
型
船
生
産
特
化
・
中
堅
の
大
型
・
中
型
船

市
場
へ
の
進
出
と
い
う
供
給
構
造
の
な
か
に
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ

る
の
か
を
見
よ
う
。

　
第
二
四
表
は
、
タ
ソ
カ
ー
ブ
ー
ム
ピ
ー
ク
期
の
大
手
・
中
堅
企
業
に

よ
る
保
有
船
合
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
生
産
力
の
集
中
度
を
示
し
、

市
場
集
中
度
を
規
制
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
第
二
三
表
の
昭
和
四
九
年

度
の
各
企
業
工
場
の
供
給
量
は
、
需
要
構
造
に
規
制
さ
れ
た
供
給
構
造

を
示
し
て
い
る
。
こ
の
両
者
を
見
く
ら
べ
て
、
ま
ず
大
手
の
大
型
船
供

給
体
制
が
生
み
だ
す
問
題
か
ら
指
摘
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
１
た
る
。
す

た
わ
ち
、
生
産
能
力
一
四
万
○
＼
弓
以
上
の
船
台
で
大
手
の
保
有
数
は
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万
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丁
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７
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１

ｕ
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万
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丁
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万
／
丁
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２
Ｇ
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１１１

％

２
３
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万
／
丁
上

１
Ｇ
以

名
村

造
船

佐
野
安
船
渠

函
館
ド

ッ
ク

佐
世
保
重
工

合
計
一
饗
の
一

住
友
重
機

日
本

鋼
管

三
井

造
船

－ーノ

崎
重

工

目
立

造
船

石
川
島
播
磨

三
菱

重
工

企
　
　
業

　
　
た

　
　
め

　
　
含

　
　
で

　
　
ま

　
　
の

　
　
も

　
　
の

　
ｏ
Ｔ

　
度
｝

　
年
千

　
造
５

　
建
０
・

　
は
２

　
）
上

　
　
合

。
（
都

合
－
の

割
個
）

る
　
　
表

す
　
　
２
３

対
、
第

に
け
（

丁
　
　
分

｝
と
区

総
／
丁
場

の
Ｇ
市

業
れ
む

笠
日

は
・
胎

樺
急

保
台
ス

の
船
ラ

堅
の
ク

中
示
／
Ｔ

，
表
Ｇ

手
丁
万

大
以
１

”
刎
４
〕

）注（

構
造
不
況
と
産
業
組
織
（
山
本
）

一
五
台
中
二
云
口
で
、
ｏ
＼
↓
換
算
約
三
、
二
〇
〇
千
○
＼
↓
の
約
二
、

八
○
○
千
○
＼
↓
八
八
％
を
占
め
て
お
り
、
市
場
で
も
生
産
量
で
九
四

％
を
占
め
、
両
者
は
対
応
し
て
い
る
。
次
の
七
万
○
＼
↓
級
以
上
の
船

台
で
は
、
大
手
は
一
七
船
台
中
一
一
船
台
を
保
有
し
、
○
＼
↓
換
算
約

一
、
五
〇
〇
千
○
＼
↓
の
う
ち
約
百
億
○
＼
弓
六
八
％
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
こ
の
船
型
の
生
産
量
は
大
手
八
四
％
で
、
生
産
力
以
上

に
市
場
を
占
有
し
、
販
売
力
の
点
で
中
堅
の
参
入
を
お
さ
え
て
い
る
。

一
万
○
＼
弓
級
の
船
台
と
生
産
量
と
の
関
係
も
同
じ
傾
向
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
中
型
船
台
二
万
○
＼
弓
～
七
万
○
＼
弓
で
は
、
大
手
は

二
七
船
台
中
一
二
船
台
を
持
ち
、
　
○
＼
↓
換
算
で
約
一
、
二
〇
〇
千

○
＼
弓
の
う
ち
約
五
七
〇
千
ｏ
・
＼
弓
四
六
劣
を
占
め
た
が
ら
も
、
生
産

量
は
わ
ず
か
七
％
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
だ
ブ
ー
ム
期
に
あ
り
な

が
ら
、
こ
の
ク
ラ
ス
の
船
台
が
大
手
に
と
っ
て
稼
動
率
の
点
で
過
剰
な

も
の
で
あ
り
、
大
手
の
供
給
構
造
と
生
産
力
構
造
と
が
全
く
対
応
し
て

い
た
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
態
が
生
じ
た
の
は
、
大
手

が
こ
れ
ま
で
の
生
産
体
制
を
基
に
し
て
、
高
成
長
期
の
需
要
構
造
の
変

化
の
な
か
で
、
継
ぎ
足
Ｌ
的
に
超
大
型
・
大
型
船
台
を
建
設
し
、
多
分

に
場
あ
た
り
的
な
設
備
投
資
を
進
め
て
き
た
こ
と
に
ょ
る
。
こ
の
意
味

で
企
業
内
で
も
投
資
の
無
政
府
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
は
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
（
七
五
三
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手
の
蓄
積
戦
略
か
ら
見
れ
ぱ
、
独
占
は
絶
え
ず
過
剰
資
本
を
形
成
し
っ

つ
、
蓄
積
を
促
進
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
の
一
つ
の
現
わ
れ
で
あ
る
。
杜

会
的
に
は
こ
れ
は
、
大
手
が
超
大
型
・
大
型
船
建
造
に
主
力
を
注
ぎ
、

中
堅
に
中
型
船
市
場
を
ま
か
せ
る
と
い
う
分
業
関
係
に
現
わ
れ
た
、
資

本
配
分
の
効
率
上
の
非
有
効
性
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
、
に
中
堅
が
中
型
・
大
型
船
市
場
へ
進
出
し
た
こ
と
に
よ
る
間
題
を

見
る
と
、
次
の
よ
う
に
た
る
。
す
な
わ
ち
、
大
型
船
台
で
は
、
中
堅
企

業
は
一
七
杜
船
台
の
う
ち
六
船
台
を
保
有
し
、
総
○
＼
↓
の
三
二
％
を

占
め
る
が
、
生
産
量
は
昭
和
五
〇
年
度
を
と
っ
て
も
わ
ず
か
六
％
で
、

設
備
投
資
が
市
場
占
有
の
上
で
効
力
を
ほ
と
ん
ど
発
揮
し
て
い
た
い
。

こ
の
こ
と
は
す
で
に
ふ
れ
た
が
、
六
船
台
の
う
ち
五
船
台
（
佐
野
安
．

水
島
、
名
村
・
伊
万
里
、
大
島
・
西
彼
杵
、
金
指
・
豊
橋
）
が
工
場
新
設
と
い

う
設
備
投
資
の
方
法
を
と
り
、
し
か
も
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
の
昭
和
四
九

～
五
〇
年
に
完
成
し
て
、
キ
ャ
ソ
セ
ル
の
波
を
う
け
、
資
金
回
収
が
困

難
で
あ
る
こ
と
に
現
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
大
型
船
市
場
へ
の
中
堅

の
参
入
は
、
資
本
配
分
を
有
効
な
も
の
と
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　
こ
れ
に
■
対
し
中
型
船
市
場
で
は
、
中
型
船
台
二
七
の
う
ち
一
五
船
台

を
保
有
し
、
総
○
＼
弓
の
五
〇
劣
を
占
め
、
生
産
量
の
九
三
％
を
と
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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え
得
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、
中
堅
資
本
の
中
型
船
市
場
へ
の
資
本
配

分
は
有
効
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
た
る
。
し
か
し
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク

後
の
事
態
を
見
る
と
、
コ
ス
ト
カ
の
上
で
大
手
と
対
抗
し
得
る
の
は
中

堅
二
一
杜
の
う
ち
尾
道
、
幸
陽
、
今
治
、
来
島
、
常
石
（
前
二
者
は
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

場
内
新
設
、
次
の
二
者
は
拡
張
と
い
う
投
資
彩
態
）
だ
げ
と
さ
れ
て
お
り
、

工
場
を
別
に
新
設
し
た
中
堅
（
波
止
浜
・
多
度
津
）
は
、
七
万
○
＼
弓
ク

ラ
ス
と
同
様
資
金
回
収
に
苦
し
ん
で
い
る
。
従
っ
て
、
大
手
の
間
隙
を

ぬ
っ
て
中
堅
資
本
が
中
型
船
市
場
に
進
出
し
分
業
関
係
を
移
成
し
た
も

の
の
、
い
わ
ゆ
る
採
算
の
点
で
後
に
困
難
を
も
た
ら
し
、
設
備
過
剰
を

発
生
さ
せ
る
素
地
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　
以
上
が
石
油
シ
ヨ
ッ
ク
前
後
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
分
業
関
係
の
彩
成

に
見
ら
れ
る
構
造
不
況
の
要
因
で
あ
る
。

　
（
１
）
　
日
本
経
済
新
聞
、
昭
和
五
四
年
六
月
二
六
目
、
一
〇
月
三
日
た
ど
。

　
　
　
目
本
造
船
工
業
会
調
べ
（
昭
和
五
二
年
）
に
よ
る
と
、
大
手
と
コ
ス
ト

　
　
　
競
争
力
の
あ
る
中
堅
・
中
手
中
ハ
と
の
比
較
で
は
、
コ
ス
ト
全
体
で
大

　
　
　
手
一
〇
〇
に
対
し
中
小
八
三
、
固
定
費
は
同
様
に
、
大
手
一
〇
〇
、
中
小

　
　
　
六
七
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
３
）
　
小
　
括

　
不
況
の
構
造
的
要
因
を
市
場
構
造
に
お
い
て
見
で
き
た
。
要
約
す
る

と
次
の
よ
う
に
な
る
。



　
第
一
に
寡
占
的
市
場
構
造
の
形
成
が
、
大
手
の
蓄
積
条
件
形
成
の
一

環
と
し
て
競
争
的
に
展
開
さ
れ
た
。
第
二
に
大
型
タ
ソ
カ
ー
需
要
増
大

の
下
で
、
大
型
船
建
造
体
制
の
維
持
が
費
用
回
収
と
生
産
効
率
の
点
か

ら
必
要
と
さ
れ
、
大
型
船
専
門
生
産
体
制
は
、
需
要
の
変
化
に
弾
力
性

を
欠
き
、
長
期
受
注
体
制
が
造
船
業
に
市
場
変
動
の
作
用
を
受
け
や
す

く
し
た
。
第
三
に
、
大
手
・
中
堅
問
分
業
関
係
の
形
成
過
程
で
と
も
に

蓄
積
条
件
の
彩
成
が
投
資
行
動
を
左
右
し
、
生
産
力
と
供
給
量
と
の
構

造
的
な
不
一
致
を
も
た
ら
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
諸
要
因
は
、
需
要
と
供
給
と
の
不
均
衡
を
、
供
給
構
造
の

内
部
か
ら
も
た
ら
し
、
不
況
を
構
造
的
な
も
の
に
し
た
。

三
　
不
況
の
長
期
化
と
産
業
再
編
成

　
石
油
シ
ヨ
ッ
ク
後
、
過
剰
設
備
が
遊
休
し
た
が
、
需
要
収
縮
の
程
度

が
大
き
く
、
遊
休
設
備
が
跨
大
で
、
市
場
を
圧
迫
し
た
。
ま
た
設
備
遊

休
が
生
じ
て
も
、
部
門
全
体
と
し
て
需
要
構
造
の
変
化
に
ー
す
み
や
か
に

充
分
に
は
対
応
し
え
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
既
に
１
見
た
構
造
不
況
の
要

因
が
同
時
に
た
ぜ
不
況
長
期
化
に
作
用
し
た
の
か
を
、
過
剰
設
備
の
廃

棄
の
あ
り
方
と
市
場
構
造
の
再
編
成
の
し
か
た
と
か
ら
明
ら
か
に
し
よ

う
◎　

　
　
　
構
造
不
況
と
産
業
組
織
（
山
木
）

　
　
　
　
１
）
　
過
剰
設
備
の
圧
迫

　
一
般
に
需
要
が
収
縮
す
れ
ば
、
過
剰
資
本
が
発
現
し
、
価
格
低
下
や

設
備
遊
休
が
生
じ
る
。
こ
の
こ
と
が
新
た
た
蓄
積
条
件
形
成
を
準
備
す

る
が
、
も
し
過
剰
資
本
の
処
理
が
充
分
に
進
ま
な
け
れ
ぼ
、
需
要
と
供

給
と
の
不
均
衡
は
容
易
に
解
消
し
な
い
。
造
船
業
が
石
油
シ
ヨ
ッ
ク
後
、

不
況
を
長
期
化
さ
せ
て
い
る
理
由
も
こ
の
よ
う
な
資
本
破
壊
が
、
量
的

に
不
充
分
で
且
っ
需
要
構
造
の
変
化
に
ー
そ
く
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
ま
ず
こ
の
間
に
過
剰
資
本
が
ど
う
処
理
さ
れ
た
か
、
価
格
低

下
と
設
備
遊
休
度
と
か
ら
見
よ
う
。
前
者
の
価
格
低
下
は
第
一
八
表
で

見
た
よ
う
に
、
大
型
タ
ソ
カ
ー
、
バ
ル
ク
と
も
石
油
シ
ヨ
ッ
ク
後
一
時

価
格
低
下
し
低
船
化
受
注
の
事
態
が
生
じ
た
。
し
か
し
、
赤
字
受
注
に
ー

よ
る
過
剰
資
本
の
価
値
破
壌
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
も
ど
の

程
度
進
ん
だ
か
は
原
価
が
不
明
の
た
め
具
体
的
に
検
討
で
き
な
い
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
過
剰
設
備
の
処
理
か
ら
見
る
こ
と
と
す
る
。

　
石
油
シ
ョ
ヅ
ク
後
昭
和
五
四
年
一
月
ま
で
の
中
堅
・
中
手
企
業
の
倒

産
は
、
第
二
五
表
の
よ
う
に
生
じ
て
い
る
。
中
堅
企
業
の
倒
産
だ
げ
で

も
生
産
能
力
の
合
計
は
二
〇
五
千
○
＼
弓
以
上
、
従
業
員
四
、
四
五
〇

人
以
上
で
大
手
一
杜
分
に
あ
た
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
企
業
倒
産
は

会
杜
更
正
法
の
適
用
を
う
げ
合
理
化
を
伴
い
な
が
ら
あ
る
程
度
生
産
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
　
（
七
五
五
）
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溝
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Ｈ
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÷
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］
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Ｏ
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一

一
；
三
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１
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毒
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匝
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竈
畜
勢
庄
商
巾
一
『
津
撃
囲
菊
欝
単
嫡
箪
』
（
囲
｝
艶
）
－
逼
曽
８
肯
－
旨
一
お
河
一
爵
曽
澤
舟
一
－
“
冨
河
。

　
ｍ
材
蘭
瑛
鞘
醒
一
３
令
一
べ
泣
８
口
芦
～
。



継
続
し
て
お
り
、
倒
産
が
す
べ
て
実
際
に
過
剰
資
本
の
価
値
的
、
生
産

能
力
的
破
壌
と
な
る
わ
げ
で
は
な
い
。
ま
た
、
大
手
造
船
資
本
は
過
剰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

設
備
を
発
生
さ
せ
て
も
廃
棄
せ
ず
合
理
化
休
止
保
有
し
、
陸
上
部
門
に

支
え
ら
れ
て
倒
産
せ
ず
、
過
剰
資
本
の
廃
棄
は
進
ま
な
い
、

　
ま
た
、
中
堅
・
中
手
企
業
の
倒
産
や
大
手
船
台
の
沐
止
が
あ
っ
て
も
、

需
要
構
造
の
変
化
に
そ
く
し
た
も
の
で
は
な
い
。
表
二
五
に
示
し
た
倒

産
企
業
の
設
備
は
、
六
万
○
＼
↓
級
一
台
、
二
万
○
＼
↓
級
二
台
、
一

万
○
＼
↓
級
六
台
、
五
千
ｏ
＼
■
級
五
台
で
あ
り
、
需
要
構
造
が
変
化

し
本
来
過
剰
設
備
と
な
る
船
台
規
模
（
た
と
え
ぱ
一
〇
万
ｏ
＼
弓
以
上
）

と
は
全
く
別
の
規
模
の
船
台
が
処
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
過
剰

設
備
の
処
理
は
需
要
構
造
の
変
化
と
一
致
せ
ず
全
く
不
均
衡
で
あ
る
。

同
様
の
こ
と
は
大
手
資
本
の
休
止
処
理
に
っ
い
て
杢
言
え
る
。
こ
こ
に

は
、
問
題
は
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
部
門
全
体
の
過
剰
資
本
の
形
成
者

と
負
担
者
と
が
全
く
別
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
過
剰
設
備
が
需
要
構
造

の
変
化
に
そ
く
し
て
形
成
さ
れ
、
た
と
え
ぱ
五
万
○
＼
弓
，
～
一
〇
万

○
＼
↓
の
船
台
の
％
、
　
一
〇
万
○
＼
Ｈ
以
上
の
船
台
の
％
が
過
剰
設
備

と
す
る
と
、
大
手
は
総
建
造
能
力
四
、
四
七
八
千
○
＼
弓
の
四
二
劣

一
、
八
六
四
千
○
＼
弓
が
過
剰
と
た
り
、
中
堅
一
七
杜
は
総
建
造
能
力

一
、
六
〇
五
千
○
＼
↓
の
二
六
劣
四
一
四
千
○
＼
弓
が
過
剰
と
な
る
（
い

　
　
　
　
構
造
不
況
と
産
業
組
織
（
山
本
）

ず
れ
も
一
万
ｏ
＼
■
以
上
の
船
台
）
。
と
こ
ろ
が
海
運
造
船
合
理
化
審
議

会
の
答
申
し
た
「
今
後
の
造
船
業
の
経
営
安
定
化
方
策
に
つ
い
て
」

（
昭
和
五
三
年
七
月
）
の
設
備
処
理
率
で
は
、
ピ
ー
ク
時
の
年
問
建
造
能

力
を
基
準
に
し
、
大
手
四
〇
劣
、
中
堅
三
〇
％
と
な
っ
て
お
り
、
現
在

の
需
要
構
造
の
変
化
と
一
九
八
○
年
代
を
念
頭
に
お
い
た
供
給
能
力
の

削
減
率
と
は
一
致
し
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
政
策
で
あ
っ
て
、

現
存
の
産
業
組
織
を
構
造
不
況
の
な
か
で
ど
う
再
編
す
る
か
が
念
頭
に

お
か
れ
て
い
る
の
で
一
致
し
な
い
の
が
当
然
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、

過
剰
設
備
の
処
理
が
不
均
等
に
配
分
さ
れ
、
不
況
回
復
を
遅
ら
せ
る
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

因
と
た
っ
て
い
る
こ
士
を
指
摘
し
て
お
く
。
第
二
に
大
手
が
同
政
策
を

う
げ
て
設
備
削
減
計
画
を
た
て
た
が
、
そ
れ
が
想
定
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
一
九
八
○
年
代
の
需
要
構
造
を
反
映
す
る
残
存
船
台
能
力
の
構
成

比
は
、
第
二
六
表
に
示
す
よ
う
に
大
型
タ
ソ
カ
ー
ブ
ー
ム
期
よ
り
も
一

層
大
型
船
建
造
に
か
た
よ
っ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
（
た
だ
し
設
備
休
止

カ
ル
テ
ル
は
今
の
と
こ
ろ
昭
和
五
六
年
三
月
末
ま
で
）
。
こ
の
大
手
の
休
止
政

策
は
、
も
と
も
と
過
剰
で
あ
っ
た
設
備
を
処
理
す
る
と
い
う
側
面
と
、

大
手
の
一
九
八
Ｏ
年
代
の
蓄
積
戦
略
特
に
他
の
大
手
と
の
競
争
力
強
化

を
貫
こ
う
と
い
う
側
面
が
あ
り
、
後
者
は
今
口
の
不
況
脱
出
の
条
件
と

は
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
不
況
回
復
を
遅
ら
せ
る
要
因
と
た
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
（
七
五
七
）
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７
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５
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８
２
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２
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９
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０
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０

０
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縮
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２

７

５

４

２

休
止
船
台
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台
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１
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１
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１
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建
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割
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○たし算
　
月

　
１
０

　
年
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２

　
ぺ

　
調

　
合

　
組
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出
ど

。
輸
な

む
舶
事

く
船
記

ふ
本
聞

を
日
新

定
は
は

推
力
画

部
能
計

一
存
減

－
現
削

肥
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料

　
資
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（
１
）

（
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
　
（
七
五
八
）

　
造
船
業
安
定
基
本
計
画
に
基
づ
く
設
備
処
理
の
方
法
に
は
、
廃
棄
、

休
止
、
譲
渡
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
廃
棄
は
設
備
能
力
が
物
理
的
に
消
滅

す
る
こ
と
、
休
止
は
生
産
能
力
の
動
態
保
存
で
、
復
旧
期
問
が
一
ヶ
月

以
上
、
復
旧
費
用
が
建
設
費
用
の
一
割
以
上
か
か
る
措
置
を
と
ら
ね
ぱ

た
ら
な
い
。
こ
の
他
に
大
臣
勧
告
に
よ
る
操
業
調
整
が
あ
る
。

　
過
剰
設
備
の
不
均
等
な
処
理
は
、
幸
陽
船
渠
（
目
本
中
型
船
工
業
会

会
長
）
の
操
業
調
整
カ
ル
テ
ル
不
参
加
の
意
志
表
明
に
現
わ
れ
て
い
る

（
昭
和
五
四
年
八
月
一
目
、
不
況
カ
ル
テ
ル
）
。

　
　
　
　
２
）
　
市
場
構
造
の
再
編
成

　
需
要
構
造
の
変
化
に
対
応
す
べ
く
、
大
手
資
本
と
中
堅
企
業
は
、
合

理
化
を
進
め
中
小
型
市
場
へ
進
出
し
、
激
し
い
競
争
を
展
開
し
て
い
る
。

こ
の
過
程
を
通
じ
て
、
新
た
た
蓄
積
条
件
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
た
産
業

再
編
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
進
行
と
問
題
点
を
指
摘
し
、
本
稿
の

ま
と
め
と
し
た
い
。

　
ま
ず
大
手
資
本
の
設
備
削
減
計
画
を
見
る
と
、
た
と
え
ぱ
石
川
島
播

磨
は
、
昭
和
三
九
年
に
吸
収
・
合
併
し
た
名
古
屋
重
工
・
造
船
（
小
型

船
中
心
に
生
産
）
を
、
造
船
業
安
定
基
本
計
画
に
も
と
づ
い
て
昭
和
五
四

年
度
に
売
却
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
住
友
重
機
は
昭
和
四
四

年
に
。
浦
賀
重
工
を
合
併
し
た
が
、
そ
の
際
浦
賀
重
工
の
大
型
船
台
建
設

の
許
可
（
八
万
ｏ
＼
弓
船
台
）
は
住
友
機
械
と
の
合
併
が
条
件
と
さ
れ
て



い
た
。
そ
し
て
同
工
場
は
タ
ソ
カ
ー
ブ
ー
ム
期
に
大
型
船
を
建
造
（
住

重
の
総
ｏ
＼
弓
の
二
九
劣
、
昭
和
四
九
年
）
し
て
い
た
が
、
安
定
基
本
計
画

に
基
づ
い
て
、
同
工
場
の
一
一
七
千
Ｃ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
の
船
台
は
四
三
千
Ｃ
Ｇ

Ｒ
Ｔ
へ
縮
小
さ
れ
、
四
一
千
Ｃ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
の
船
台
は
休
止
さ
れ
る
。
ま
た
、

三
井
造
船
は
、
藤
永
田
造
船
を
昭
和
四
二
年
に
合
併
し
、
同
工
場
は
昭

和
四
〇
年
代
を
通
し
て
小
型
船
建
造
（
四
九
年
に
三
井
造
船
総
ｏ
＼
弓
の
七

．
六
％
）
を
担
っ
た
。
こ
れ
も
安
定
計
画
に
基
づ
い
て
、
五
六
千
Ｃ
Ｇ

Ｒ
Ｔ
船
台
と
四
一
千
Ｃ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
船
台
を
休
止
し
、
同
工
場
は
陸
上
部
門

中
心
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
経
過
か
ら
見
て
、
昭
和
四
二
年
五
月
海
運
造

船
合
理
化
審
議
会
の
答
申
「
今
後
の
造
船
施
設
の
整
備
の
あ
り
方
」
で

示
さ
れ
た
企
業
基
盤
の
安
定
と
国
際
競
争
力
強
化
の
た
め
の
合
併
、
統

合
、
提
携
等
の
グ
ル
ー
プ
化
が
、
一
面
で
は
企
業
間
の
過
当
競
争
を
排

除
す
る
条
件
と
な
っ
た
が
、
他
面
で
は
個
別
大
手
造
船
業
者
の
蓄
積
拡

大
の
条
件
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
友
い
。
か
っ
て
高
蓄
積
の

条
件
を
彬
成
し
た
合
併
企
業
が
不
況
期
の
合
理
化
の
対
象
と
な
る
の
は
、

こ
の
現
わ
れ
で
あ
る
。
造
船
業
に
お
げ
る
適
正
な
資
本
配
分
、
資
本
規

模
と
独
占
資
本
の
蓄
積
戦
略
と
が
本
来
一
致
し
な
い
も
の
で
あ
り
、
高

成
長
へ
突
入
す
る
時
期
も
不
況
脱
出
の
時
期
も
独
占
資
本
の
蓄
積
戦
略

が
優
先
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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こ
う
し
た
こ
と
は
中
小
企
業
の
系
列
関
係
に
も
玩
わ
わ
れ
て
い
る
。

石
油
シ
ヨ
ッ
ク
ま
で
に
強
く
系
列
化
（
役
員
派
遣
・
株
式
所
有
）
さ
れ
た

新
山
本
造
船
、
臼
杵
鉄
工
、
波
止
浜
造
船
、
佐
世
保
重
工
、
函
館
ド
ツ

ク
な
ど
は
不
況
期
に
系
列
関
係
が
事
実
上
解
消
し
、
倒
産
な
ど
に
至
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
安
定
計
画
に
基
づ
く
設
備
削
減
計
画
の
実
施
過
程

で
、
新
た
な
グ
ル
ー
プ
化
が
進
行
し
、
競
争
条
件
が
変
化
し
て
い
る
。

た
と
え
ぼ
来
島
グ
ル
ー
プ
は
も
と
も
と
川
重
の
系
列
下
に
あ
っ
た
が
、

今
回
不
況
期
に
鋼
管
グ
ル
ー
プ
の
佐
世
保
重
工
を
系
列
化
し
、
設
備
の

グ
ル
ー
プ
削
減
に
よ
っ
て
建
造
能
力
は
四
五
万
六
千
Ｃ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
と
な
り
、

日
立
造
船
（
五
〇
万
六
千
Ｃ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
）
に
次
ぐ
業
界
四
位
に
な
っ
た
。
同

様
に
常
石
グ
ル
ー
ブ
も
三
井
造
船
の
系
列
に
あ
っ
た
が
、
倒
産
企
業
波

止
浜
造
船
た
ど
五
杜
を
系
列
化
し
、
設
備
の
グ
ル
ー
プ
削
減
を
行
な
い
、

設
備
能
力
は
二
六
万
Ｃ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
と
な
る
。
こ
の
他
に
も
三
菱
系
今
治
も

新
山
本
、
今
井
（
と
も
に
倒
産
企
業
）
を
系
列
化
し
、
グ
ル
ー
プ
削
減
を

行
な
う
。
ま
た
、
三
井
系
幸
陽
船
渠
、
石
播
系
臼
杵
鉄
工
の
単
独
削
減
、

三
菱
系
名
村
、
鋼
管
系
函
館
・
櫓
崎
、
住
友
系
佐
野
安
な
ど
一
〇
杜
が

単
独
売
却
を
決
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
大
手
と
系
列
関
係
を
強
め

る
も
の
に
、
石
川
島
播
磨
と
石
川
島
化
工
、
三
井
造
船
と
日
本
海
重
工

業
．
四
国
ド
ヅ
ク
、
住
友
重
機
と
大
阪
・
大
島
・
林
兼
な
ど
の
共
同
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
（
七
五
九
）
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傭
削
減
が
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
た
不
況
期
の
業
界
再
編
に
よ
っ
て
、
大
手
と
の
系
列
関

係
の
弱
ま
っ
た
企
業
九
杜
、
グ
ル
ー
プ
削
減
等
に
よ
り
中
堅
企
業
の
中

核
と
た
る
も
の
三
グ
ル
ー
プ
、
大
手
と
の
共
同
削
減
に
よ
り
系
列
関
係

を
強
め
た
も
の
四
グ
ル
ー
プ
六
杜
と
た
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
中
堅
企
業
の
倒
産
企
業
合
併
た
ど
に
よ
る
三
グ
ル
ー
プ
の
強

化
や
大
手
七
杜
の
う
ち
四
杜
（
住
重
、
三
井
、
目
立
、
石
播
）
の
グ
ル
ー

プ
削
減
た
ど
は
、
不
況
期
の
縮
小
均
衡
政
策
の
な
か
で
の
資
本
集
中
と

階
層
分
化
の
進
展
を
示
し
て
お
り
、
従
来
の
競
争
構
造
を
変
容
さ
せ
、

不
況
回
復
過
程
に
お
げ
る
競
争
激
化
の
条
件
と
た
る
。
ま
た
、
造
船
業

安
定
基
本
計
画
に
基
づ
く
設
備
処
理
や
グ
ル
ー
プ
化
等
は
不
況
過
程
で

の
設
備
合
理
化
を
通
し
た
産
業
再
編
で
あ
り
、
大
手
七
杜
の
寡
占
体
制

と
中
堅
三
グ
ル
ー
プ
と
を
中
心
と
す
る
蓄
積
条
件
の
整
備
と
し
て
の
意

味
が
強
い
が
、
既
に
明
ら
か
に
し
た
不
況
の
構
造
的
要
因
を
解
決
す
る

も
の
と
は
な
っ
て
い
ず
、
需
要
が
こ
れ
か
ら
拡
大
す
る
に
っ
れ
て
市
場

構
造
上
の
問
題
を
新
た
に
形
成
す
る
要
因
と
た
る
で
あ
ろ
う
。

お
　
わ

り

に

造
船
業
の
構
造
不
況
の
要
因
を
、
造
船
業
内
部
の
市
場
構
造
の
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
（
七
六
〇
）

方
か
ら
分
析
し
て
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
と
た
っ
た
。

　
す
た
わ
ち
、
寡
占
的
で
競
争
的
た
市
場
構
造
は
大
手
を
中
心
と
す
る

大
型
船
供
給
体
制
を
形
成
す
る
こ
と
に
１
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
供

給
体
制
の
成
立
は
大
手
造
船
業
に
高
蓄
積
の
条
件
を
与
え
た
が
ら
も
、

長
期
受
注
体
制
の
維
持
と
需
要
の
先
ど
り
を
必
要
と
し
、
需
要
構
造
の

変
化
へ
の
対
応
を
困
難
に
し
た
。
し
か
も
、
大
手
を
中
心
と
す
る
部
門

全
体
の
供
給
体
制
は
大
手
の
集
中
・
系
列
・
集
積
（
大
型
船
供
給
体
制
）

過
程
を
通
じ
て
、
独
占
の
蓄
積
条
件
の
彩
成
の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ

た
た
め
、
都
門
内
の
資
本
配
分
を
不
均
衡
に
し
た
一
こ
の
よ
う
に
高
度

成
長
過
程
で
形
成
さ
れ
た
造
船
業
の
市
場
構
造
は
、
都
門
内
の
競
争
関

係
に
お
ー
い
て
も
、
部
門
問
の
需
要
・
供
給
関
係
に
お
い
て
も
不
況
を
構

造
的
に
す
る
要
因
を
も
っ
て
い
た
。

　
造
船
業
に
お
け
る
こ
の
よ
う
た
構
造
不
況
と
市
場
構
造
の
関
係
は
、
’

一
般
に
構
造
不
況
に
お
げ
る
当
核
都
門
内
の
諸
資
本
問
の
競
争
の
形
態

と
作
用
が
は
た
す
役
割
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
し
か
し
構
造
不
況
の
要
因
は
産
業
構
造
の
変
化
を
背
景
と
し
て
お
り
、

こ
の
面
か
ら
の
分
析
に
よ
っ
て
産
業
組
織
論
の
限
界
と
意
義
が
明
ら
か

と
な
る
。
次
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
競
争
関
係
を
産
業
構
造
と

産
業
組
織
の
全
体
の
関
連
の
た
か
で
捉
え
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。




